




琵
琶
湖
に
浮
か
ぶ
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
「
竹
生
島
」。
そ
の
対
岸
に
あ
る
「
空
海
ゆ
か
り
の
千
光
寺
」。

強
く
結
ば
れ
た
レ
イ
ラ
イ
ン
（
龍
脈
）
を
訪
れ
る
と
、
あ
な
た
の
意
識
が
変
わ
り
、
人
生
が
変
わ
る
。

第
5
章　
ス
ー
パ
ー
ス
タ
ー
「
空
海
」
と
は
何
者
か
？ �

163

空
海
が
歩
ん
だ
大
冒
険
の
物
語
が
始
ま
る
。
そ
し
て
確
信
を
得
た
「
悟
り
の
道
」。

そ
れ
は
秀
真
伝
が
伝
え
る
「
ト
の
教
え
」
＝
「
調
和
・
共
生
の
精
神
」
と
融
合
す
る
教
え
で
あ
り
、
現
代
を
生

き
る
人
々
を
迷
い
か
ら
救
い
続
け
て
い
る
。

第
６
章　
「
大
日
力
」
と
は
─
─
大
宇
宙
を
あ
ま
ね
く
照
ら
す

「
大
日
如
来
」
の
「
力
」
で
幸
せ
に
な
る �

205

大
宇
宙
の
根
源
か
ら
降
り
注
ぐ
エ
ネ
ル
ギ
ー
「
大
日
力
」
は
、
あ
な
た
を
活
か
し
、
あ
な
た
を
幸
福
に
す
る
。

し
か
し
、
あ
な
た
は
気
づ
か
な
い
。
著
者
の
実
体
験
を
通
じ
て
言
霊
（
真
言
）
に
よ
る
「
大
日
力
」
の
偉
大
さ

を
紹
介
す
る
。

第
７
章　
高
島
か
ら
世
界
へ
「
縄
文
文
明
」
は
、
人
類
の
源
流
だ
っ
た
の
か
？ �

243

『
秀
真
伝
』が
伝
え
る
縄
文
人
の
精
神
・
文
化
。そ
の
影
響
は
世
界
に
広
が
り
、再
び
日
本
に
戻
っ
て
き
た
。チ
ン
ギ
ス・

ハ
ー
ン
は
神
武
天
皇
の
子
孫
だ
っ
た
。
そ
の
事
実
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
今
、
古
代
よ
り
脈
々
と
引
き
継
が
れ
て

き
た
『
真
の
幸
福
へ
の
道
』
が
あ
な
た
の
目
の
前
に
現
わ
れ
る
！

目
次

プ
ロ
ロ
ー
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　�

　
4

第
１
章　
３
万
８
０
０
０
年
以
上
続
い
た
縄
文
文
明
の
古
文
書
『
秀ホ
ツ
マ
ツ
タ
ヱ

真
伝
』
と
は
？ �

9

日
本
の
歴
史
が
ひ
っ
く
り
返
る
「
驚
き
の
古
文
書
」
が
発
見
さ
れ
た
！ 

不
思
議
な
「
神
代
文
字
」
で
書
か
れ
て
お
り
、
そ
こ
に
は
神
々
か
ら
現
代
人
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
記
さ
れ
て
い
た
。

第
２
章　
天あ
ま

照て
ら
す

大お
お

神み
か
みは
男
性
？
『
秀ホ
ツ
マ
ツ
タ
ヱ

真
伝
』
の
み
が
伝
え
る
、
神
々
の
人
間
ド
ラ
マ �

55 

実
は
「
男
」
だ
っ
た
天
照
大
神
。
な
ぜ
私
た
ち
は
「
女
」
と
し
て
学
ん
で
き
た
の
か
。

こ
れ
ま
で
の
歴
史
の
常
識
が
次
々
に
覆
さ
れ
、
そ
し
て
、
ク
ニ
ト
コ
タ
チ
の
「
ト
の
教
え
」
の
真
実
が

明
ら
か
に
さ
れ
る
。『
秀
真
伝
』
が
伝
え
る
「
神
々
の
世
界
」
は
、
驚
き
と
感
動
に
満
ち
て
い
た
。

第
3
章　
日
本
の
歴
史
か
ら
消
さ
れ
た
女
神
「
瀬
織
津
比
賣
（
姫
）」
の
真
実 �

93

今
、
大
人
気
の
「
瀬
織
津
姫
」
は
、
な
ぜ
歴
史
か
ら
消
さ
れ
た
の
か
？

天
照
大
神
の
正
妻
だ
っ
た
女
神
は
、
全
国
の
神
社
で
、
名
前
を
変
え
、
姿
を
変
え
て
、
こ
の
瞬
間
も
人
々
に
「
愛

と
癒
や
し
」
を
与
え
続
け
て
い
る
。（「
瀬
織
津
姫
」
を
祀
っ
て
い
る
代
表
的
な
神
社
の
一
覧
表
を
ご
覧
下
さ
い
）

第
４
章　
超
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
「
竹ち
く

生ぶ

島じ
ま
」
と
「
江
州
山
千
光
寺
」 �

129

竹
生
島

琵
琶
湖
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●
世
界
的
に
も
不
思
議
な
４
０
０
万
年
前
の
古
代
湖

「
琵
琶
湖
」
に
は
不
思
議
な
パ
ワ
ー
が
あ
る

私
は
、
高
野
山
真
言
宗
・
千
光
寺
派
の
僧
侶
（
江
州
山
・
千
光
寺
総
本
山
管
長
）
で
あ
り
、
空
海
の
弟
子
で
す
。

私
は
、
高
野
山
真
言
宗
・
千
光
寺
派
の
僧
侶
（
江
州
山
・
千
光
寺
総
本
山
管
長
）
で
あ
り
、
空
海
の
弟
子
で
す
。

僧
侶
に
な
っ
て

僧
侶
に
な
っ
て
3030
数
年
、
様
々
な
修
行
を
重
ね
、
ま
た
、
人
々
の
幸
せ
を
願
っ
て
『
空
海
』
の
教
え
を
広
め
る
活
動
を

数
年
、
様
々
な
修
行
を
重
ね
、
ま
た
、
人
々
の
幸
せ
を
願
っ
て
『
空
海
』
の
教
え
を
広
め
る
活
動
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。

行
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
の
私
が
、
琵
琶
湖
（
滋
賀
県
・
高
島
市
）
を
訪
れ
た
と
き
の
こ
と
で
す
。
空
海
と
同
行
二
人
で
、
空
海
が
辿
っ
た

そ
の
私
が
、
琵
琶
湖
（
滋
賀
県
・
高
島
市
）
を
訪
れ
た
と
き
の
こ
と
で
す
。
空
海
と
同
行
二
人
で
、
空
海
が
辿
っ
た

で
あ
ろ
う
琵
琶
湖
畔
を
巡
っ
て
い
る
と
き
、
湖
が
一
番
大
き
く
見
え
る
「
外
ヶ
浜
」
で
、
湖
水
を
少
し
手
に
す
く
い
上

で
あ
ろ
う
琵
琶
湖
畔
を
巡
っ
て
い
る
と
き
、
湖
が
一
番
大
き
く
見
え
る
「
外
ヶ
浜
」
で
、
湖
水
を
少
し
手
に
す
く
い
上

げ
て
み
ま
し
た
。
す
る
と
、
全
身
に
ビ
リ
ビ
リ
と
電
気
が
流
れ
た
よ
う
な
不
思
議
な
感
覚
が
あ
り
驚
き
ま
し
た
。

げ
て
み
ま
し
た
。
す
る
と
、
全
身
に
ビ
リ
ビ
リ
と
電
気
が
流
れ
た
よ
う
な
不
思
議
な
感
覚
が
あ
り
驚
き
ま
し
た
。

宇
宙
の
真
理
で
あ
り
万
物
の
根
源
で
あ
る
『
大
日
如
来
』
の
パ
ワ
ー
（
大
日
力
）
は
、
地
球
上
に
あ
ま
ね
く
降
り

宇
宙
の
真
理
で
あ
り
万
物
の
根
源
で
あ
る
『
大
日
如
来
』
の
パ
ワ
ー
（
大
日
力
）
は
、
地
球
上
に
あ
ま
ね
く
降
り

注
い
で
い
ま
す
が
、
こ
こ
琵
琶
湖
で
は
、
そ
の
パ
ワ
ー
を
全
身
で
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
す

注
い
で
い
ま
す
が
、
こ
こ
琵
琶
湖
で
は
、
そ
の
パ
ワ
ー
を
全
身
で
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
す
（
大
日
力
に
つ
い
て
は
、

（
大
日
力
に
つ
い
て
は
、

２
０
１
９
年

２
０
１
９
年
1111
月月
2121
日
刊
の
拙
著
『
空
海
の
大
日
力
』
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
）

日
刊
の
拙
著
『
空
海
の
大
日
力
』
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
）。。

こ
の
地
こ
そ
、
空
海
の
教
え
を
広
め
る
真
の
地
で
あ
る
に
違
い
な
い
。
そ
う
悟
っ
た
私
は
、
修
行
と
布
教
活
動
の
拠

こ
の
地
こ
そ
、
空
海
の
教
え
を
広
め
る
真
の
地
で
あ
る
に
違
い
な
い
。
そ
う
悟
っ
た
私
は
、
修
行
と
布
教
活
動
の
拠

点
を
、
琵
琶
湖
畔
に
置
こ
う
と
決
心
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
兵
庫
県
姫
路
市
に

点
を
、
琵
琶
湖
畔
に
置
こ
う
と
決
心
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
兵
庫
県
姫
路
市
に

あ
る
雪
彦
山
・
千
光
寺
総
本
山
を
滋
賀
県
の
高
島
市
今
津
町
に
遷
座
し
ま
し
た
。

あ
る
雪
彦
山
・
千
光
寺
総
本
山
を
滋
賀
県
の
高
島
市
今
津
町
に
遷
座
し
ま
し
た
。

●
不
思
議
な
文
字
で
書
か
れ
た
６
５
０
０
年
前
の
古
文
書
を
発
見
！

●
不
思
議
な
文
字
で
書
か
れ
た
６
５
０
０
年
前
の
古
文
書
を
発
見
！

東
に
「
竹
生
島
」
が
浮
か
ぶ
近
江
の
国
（
高
島
市
）
に
江
州
山
・
千
光
寺
総
本
山
を
建
立
す
る
５
年
前
の
こ
と
で
す
。

東
に
「
竹
生
島
」
が
浮
か
ぶ
近
江
の
国
（
高
島
市
）
に
江
州
山
・
千
光
寺
総
本
山
を
建
立
す
る
５
年
前
の
こ
と
で
す
。

不
思
議
な

不
思
議
な
神神か
み
か
み

代代よよ

文
字
で
書
か
れ
て
い
る
古
文
書
『

文
字
で
書
か
れ
て
い
る
古
文
書
『
秀秀ホ
ツ
マ
ツ
タ
ヱ

ホ
ツ
マ
ツ
タ
ヱ

真
伝
真
伝
』
に
出
会
い
ま
し
た
。
驚
く
こ
と
に
、
日
本
の
歴
史
が
ひ
っ

』
に
出
会
い
ま
し
た
。
驚
く
こ
と
に
、
日
本
の
歴
史
が
ひ
っ

く
り
返
る
真
実
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
世
の
平
和
を
願
い
人
々
の
幸
福
を
願
う
古
代
の
神
々
の
知
恵
が
物
語

く
り
返
る
真
実
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
世
の
平
和
を
願
い
人
々
の
幸
福
を
願
う
古
代
の
神
々
の
知
恵
が
物
語

風
に
五
七
調
で
書
か
れ
て
い
ま
す
。

風
に
五
七
調
で
書
か
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
古
文
書
を
読
ん
だ
と
き
、
私
は
『

こ
の
古
文
書
を
読
ん
だ
と
き
、
私
は
『
秀秀ホ
ツ
マ
ツ
タ
ヱ

ホ
ツ
マ
ツ
タ
ヱ

真
伝
真
伝
』
に
は
、
人
と
し
て
生
き
る
「
道
」
が
示
さ
れ
て
お
り
、
同
時
に

』
に
は
、
人
と
し
て
生
き
る
「
道
」
が
示
さ
れ
て
お
り
、
同
時
に

空
海
の
教
え
に
繋
が
る
知
恵
が
綴
ら
れ
て
い
る
と
強
く
観
じ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
こ
の
古
文
書
に
秘
め
ら
れ
た
未
来
へ

空
海
の
教
え
に
繋
が
る
知
恵
が
綴
ら
れ
て
い
る
と
強
く
観
じ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
こ
の
古
文
書
に
秘
め
ら
れ
た
未
来
へ

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
、
現
代
を
生
き
る
多
く
の
人
々
に
伝
え
る
べ
き
と
考
え
、
江
州
山
・
千
光
寺
総
本
山
に
『
空
海
の

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
、
現
代
を
生
き
る
多
く
の
人
々
に
伝
え
る
べ
き
と
考
え
、
江
州
山
・
千
光
寺
総
本
山
に
『
空
海
の

秀秀ホ
ツ
マ
ツ
タ
ヱ

ホ
ツ
マ
ツ
タ
ヱ

真
伝
真
伝
研
究
会
』
の
本
部
を
設
け
る
こ
と
に
し
ま
し
た
（
研
究
会
へ
の
参
加
希
望
者
へ
の
ご
案
内
は
本
書
の
最
後
に

研
究
会
』
の
本
部
を
設
け
る
こ
と
に
し
ま
し
た
（
研
究
会
へ
の
参
加
希
望
者
へ
の
ご
案
内
は
本
書
の
最
後
に

記
載
し
て
い
ま
す
）。

記
載
し
て
い
ま
す
）。

６
５
０
０
年
前
に
編
纂
さ
れ
た
と
す
る
『
秀ホ
ツ
マ
ツ
タ
ヱ

真
伝
』
は
、
単
な
る
書
物
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
古
代
の
人
々
が
国
造
り

に
費
や
し
た
膨
大
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
、
幸
福
を
願
っ
て
平
和
に
暮
ら
し
て
き
た
人
々
の
「
魂
」
が
宿
っ
て
い
ま
す
。
そ

れ
ゆ
え
、
強
力
な
「
日
本
建
国
」
の
パ
ワ
ー
を
観
じ
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
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プ
ロ
ロ
ー
グ

●
世
界
的
に
も
不
思
議
な
４
０
０
万
年
前
の
古
代
湖

「
琵
琶
湖
」
に
は
不
思
議
な
パ
ワ
ー
が
あ
る

私
は
、
高
野
山
真
言
宗
・
千
光
寺
派
の
僧
侶
（
江
州
山
・
千
光
寺
総
本
山
管
長
）
で
あ
り
、
空
海
の
弟
子
で
す
。

私
は
、
高
野
山
真
言
宗
・
千
光
寺
派
の
僧
侶
（
江
州
山
・
千
光
寺
総
本
山
管
長
）
で
あ
り
、
空
海
の
弟
子
で
す
。

僧
侶
に
な
っ
て

僧
侶
に
な
っ
て
3030
数
年
、
様
々
な
修
行
を
重
ね
、
ま
た
、
人
々
の
幸
せ
を
願
っ
て
『
空
海
』
の
教
え
を
広
め
る
活
動
を

数
年
、
様
々
な
修
行
を
重
ね
、
ま
た
、
人
々
の
幸
せ
を
願
っ
て
『
空
海
』
の
教
え
を
広
め
る
活
動
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。

行
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
の
私
が
、
琵
琶
湖
（
滋
賀
県
・
高
島
市
）
を
訪
れ
た
と
き
の
こ
と
で
す
。
空
海
と
同
行
二
人
で
、
空
海
が
辿
っ
た

そ
の
私
が
、
琵
琶
湖
（
滋
賀
県
・
高
島
市
）
を
訪
れ
た
と
き
の
こ
と
で
す
。
空
海
と
同
行
二
人
で
、
空
海
が
辿
っ
た

で
あ
ろ
う
琵
琶
湖
畔
を
巡
っ
て
い
る
と
き
、
湖
が
一
番
大
き
く
見
え
る
「
外
ヶ
浜
」
で
、
湖
水
を
少
し
手
に
す
く
い
上

で
あ
ろ
う
琵
琶
湖
畔
を
巡
っ
て
い
る
と
き
、
湖
が
一
番
大
き
く
見
え
る
「
外
ヶ
浜
」
で
、
湖
水
を
少
し
手
に
す
く
い
上

げ
て
み
ま
し
た
。
す
る
と
、
全
身
に
ビ
リ
ビ
リ
と
電
気
が
流
れ
た
よ
う
な
不
思
議
な
感
覚
が
あ
り
驚
き
ま
し
た
。

げ
て
み
ま
し
た
。
す
る
と
、
全
身
に
ビ
リ
ビ
リ
と
電
気
が
流
れ
た
よ
う
な
不
思
議
な
感
覚
が
あ
り
驚
き
ま
し
た
。

宇
宙
の
真
理
で
あ
り
万
物
の
根
源
で
あ
る
『
大
日
如
来
』
の
パ
ワ
ー
（
大
日
力
）
は
、
地
球
上
に
あ
ま
ね
く
降
り

宇
宙
の
真
理
で
あ
り
万
物
の
根
源
で
あ
る
『
大
日
如
来
』
の
パ
ワ
ー
（
大
日
力
）
は
、
地
球
上
に
あ
ま
ね
く
降
り

注
い
で
い
ま
す
が
、
こ
こ
琵
琶
湖
で
は
、
そ
の
パ
ワ
ー
を
全
身
で
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
す

注
い
で
い
ま
す
が
、
こ
こ
琵
琶
湖
で
は
、
そ
の
パ
ワ
ー
を
全
身
で
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
す
（
大
日
力
に
つ
い
て
は
、

（
大
日
力
に
つ
い
て
は
、

２
０
１
９
年

２
０
１
９
年
1111
月月
2121
日
刊
の
拙
著
『
空
海
の
大
日
力
』
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
）

日
刊
の
拙
著
『
空
海
の
大
日
力
』
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
）。。

こ
の
地
こ
そ
、
空
海
の
教
え
を
広
め
る
真
の
地
で
あ
る
に
違
い
な
い
。
そ
う
悟
っ
た
私
は
、
修
行
と
布
教
活
動
の
拠

こ
の
地
こ
そ
、
空
海
の
教
え
を
広
め
る
真
の
地
で
あ
る
に
違
い
な
い
。
そ
う
悟
っ
た
私
は
、
修
行
と
布
教
活
動
の
拠

点
を
、
琵
琶
湖
畔
に
置
こ
う
と
決
心
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
兵
庫
県
姫
路
市
に

点
を
、
琵
琶
湖
畔
に
置
こ
う
と
決
心
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
兵
庫
県
姫
路
市
に

あ
る
雪
彦
山
・
千
光
寺
総
本
山
を
滋
賀
県
の
高
島
市
今
津
町
に
遷
座
し
ま
し
た
。

あ
る
雪
彦
山
・
千
光
寺
総
本
山
を
滋
賀
県
の
高
島
市
今
津
町
に
遷
座
し
ま
し
た
。

●
不
思
議
な
文
字
で
書
か
れ
た
６
５
０
０
年
前
の
古
文
書
を
発
見
！

●
不
思
議
な
文
字
で
書
か
れ
た
６
５
０
０
年
前
の
古
文
書
を
発
見
！

東
に
「
竹
生
島
」
が
浮
か
ぶ
近
江
の
国
（
高
島
市
）
に
江
州
山
・
千
光
寺
総
本
山
を
建
立
す
る
５
年
前
の
こ
と
で
す
。

東
に
「
竹
生
島
」
が
浮
か
ぶ
近
江
の
国
（
高
島
市
）
に
江
州
山
・
千
光
寺
総
本
山
を
建
立
す
る
５
年
前
の
こ
と
で
す
。

不
思
議
な

不
思
議
な
神神か
み
か
み

代代よよ

文
字
で
書
か
れ
て
い
る
古
文
書
『

文
字
で
書
か
れ
て
い
る
古
文
書
『
秀秀ホ
ツ
マ
ツ
タ
ヱ

ホ
ツ
マ
ツ
タ
ヱ

真
伝
真
伝
』
に
出
会
い
ま
し
た
。
驚
く
こ
と
に
、
日
本
の
歴
史
が
ひ
っ

』
に
出
会
い
ま
し
た
。
驚
く
こ
と
に
、
日
本
の
歴
史
が
ひ
っ

く
り
返
る
真
実
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
世
の
平
和
を
願
い
人
々
の
幸
福
を
願
う
古
代
の
神
々
の
知
恵
が
物
語

く
り
返
る
真
実
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
世
の
平
和
を
願
い
人
々
の
幸
福
を
願
う
古
代
の
神
々
の
知
恵
が
物
語

風
に
五
七
調
で
書
か
れ
て
い
ま
す
。

風
に
五
七
調
で
書
か
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
古
文
書
を
読
ん
だ
と
き
、
私
は
『

こ
の
古
文
書
を
読
ん
だ
と
き
、
私
は
『
秀秀ホ
ツ
マ
ツ
タ
ヱ

ホ
ツ
マ
ツ
タ
ヱ

真
伝
真
伝
』
に
は
、
人
と
し
て
生
き
る
「
道
」
が
示
さ
れ
て
お
り
、
同
時
に

』
に
は
、
人
と
し
て
生
き
る
「
道
」
が
示
さ
れ
て
お
り
、
同
時
に

空
海
の
教
え
に
繋
が
る
知
恵
が
綴
ら
れ
て
い
る
と
強
く
観
じ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
こ
の
古
文
書
に
秘
め
ら
れ
た
未
来
へ

空
海
の
教
え
に
繋
が
る
知
恵
が
綴
ら
れ
て
い
る
と
強
く
観
じ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
こ
の
古
文
書
に
秘
め
ら
れ
た
未
来
へ

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
、
現
代
を
生
き
る
多
く
の
人
々
に
伝
え
る
べ
き
と
考
え
、
江
州
山
・
千
光
寺
総
本
山
に
『
空
海
の

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
、
現
代
を
生
き
る
多
く
の
人
々
に
伝
え
る
べ
き
と
考
え
、
江
州
山
・
千
光
寺
総
本
山
に
『
空
海
の

秀秀ホ
ツ
マ
ツ
タ
ヱ

ホ
ツ
マ
ツ
タ
ヱ

真
伝
真
伝
研
究
会
』
の
本
部
を
設
け
る
こ
と
に
し
ま
し
た
（
研
究
会
へ
の
参
加
希
望
者
へ
の
ご
案
内
は
本
書
の
最
後
に

研
究
会
』
の
本
部
を
設
け
る
こ
と
に
し
ま
し
た
（
研
究
会
へ
の
参
加
希
望
者
へ
の
ご
案
内
は
本
書
の
最
後
に

記
載
し
て
い
ま
す
）。

記
載
し
て
い
ま
す
）。

６
５
０
０
年
前
に
編
纂
さ
れ
た
と
す
る
『
秀ホ
ツ
マ
ツ
タ
ヱ

真
伝
』
は
、
単
な
る
書
物
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
古
代
の
人
々
が
国
造
り

に
費
や
し
た
膨
大
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
、
幸
福
を
願
っ
て
平
和
に
暮
ら
し
て
き
た
人
々
の
「
魂
」
が
宿
っ
て
い
ま
す
。
そ

れ
ゆ
え
、
強
力
な
「
日
本
建
国
」
の
パ
ワ
ー
を
観
じ
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
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本
書
で
は
、
多
く
の
人
が
「
世
紀
末
」
と
予
言
す
る
不
確
か
な
時
代
に
お

い
て
、
間
違
い
な
く
現
代
を
生
き
る
人
々
を
幸
せ
へ
と
導
く
真
の
パ
ワ
ー
の

一
つ
と
し
て
、
こ
の
『
秀ホ
ツ
マ
ツ
タ
ヱ

真
伝
』
に
つ
い
て
詳
し
く
説
明
し
て
い
き
ま
す
。

も
う
一
つ
、
日
本
最
大
の
琵
琶
湖
に
は
神
々
が
発
す
る
不
思
議
な
パ
ワ
ー

の
源
で
あ
る
「
竹
生
島
」
が
あ
り
ま
す
。
竹
生
島
は
観
光
地
と
し
て
有
名
で

す
が
、
古
来
よ
り
日
本
人
の
心
の
聖
地
で
あ
り
、
空
海
が
真
言
密
教
の
修
行

の
た
め
の
道
場
を
開
い
た
超
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
の
「
島
」
で
す
。
そ
れ
ゆ
え
、

江
州
山
・
千
光
寺
総
本
山
で
は
、
祈
願
成
就
の
た
め
の
「
竹
生
島
参
拝
」
を
、

と
て
も
大
事
な
行
事
と
し
て
執
り
行
っ
て
い
ま
す
。

私
は
、
空
海
の
真
言
密
教
を
根
本
と
し
て
、「
竹
生
島
」
と
「
秀ホ
ツ
マ
ツ
タ
ヱ

真
伝
」
の
強
力
な
パ
ワ
ー
を
享
受
す
る
こ
と
が
で

き
れ
ば
、
こ
の
混
迷
の
時
代
を
生
き
る
人
々
が
必
ず
幸
福
へ
の
「
道
」
を
歩
ん
で
い
け
る
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

●
空
海
の
「
人
生
成
功
術
」
「
幸
福
へ
の
道
」
と
は

空
海
は
真
言
密
教
の
開
祖
で
あ
り
、「
高
野
山
（
８
１
６
年
）」
や
京
都
の
「
東
寺
（
８
２
３
年
）」
を
根
本
道
場
と

し
て
活
躍
な
さ
れ
た
ス
ー
パ
ー
ス
タ
ー
で
す
。
そ
の
『
空
海
』
は
、「
人
は
、
自
分
の
な
か
に
『
宝
』
を
持
っ
て
い
る

こ
と
を
知
ら
ず
、
過
ち
を
お
か
す
」
と
い
う
格
言
を
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
人
は
誰
も
生
ま
れ
な
が
ら
に
し
て
素
晴
ら
し

い
可
能
性
を
持
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
可
能
性
に
気
づ
か
な
い
ま
ま
生
き
て
い
る
と
、
悩
ん
だ
り
迷
っ
た
り
す

る
人
生
で
終
わ
っ
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
を
諭
し
て
い
る
言
葉
で
す
。

で
は
、
そ
の
可
能
性
に
気
づ
き
、
人
生
を
成
功
さ
せ
る
た
め
に
は
、
ど
う
す
れ
ば
良
い
の
で
し
ょ
う
か
。

空
海
の
真
言
密
教
に
は
、「
三
密
」
と
い
う
修
行
法
が
あ
り
ま
す
。

①
身
密
（
し
ん
み
つ
）
＝
両
手
で
「
印
（
印
契
）」
を
結
び
、
身3

の
行
い
を
整
え
る
。

②
口
密
（
く
み
つ
）
＝
仏
の
言
葉
で
あ
る
「
真
言
（
マ
ン
ト
ラ
）」
を
口3

で
唱
え
る
。

③
意
密
（
い
み
つ
）
＝
心
を
整
え
て
仏
の
境
地
に
意3

識
を
集
中
さ
せ
る
。

こ
の
仏
教
の
秘
「
密
」
の
「
教
」
え
で
あ
る
『
密
教
』
の
修
行
に
よ
り
、
弘
法
大
師
・
空
海
（
仏
様
）
と
一
体
に
な

る
こ
と
が
で
き
、
大
宇
宙
の
悟
り
へ
と
近
づ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
た
だ
、
仏
門
に
入
っ
た
僧
侶
に
と
っ
て
は
基
本
的

な
修
行
で
す
が
、
普
通
に
暮
ら
す
人
々
は
「
修
行
」
と
聞
い
た
だ
け
で
、
こ
れ
は
キ
ツ
イ
と
思
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
人
々
の
た
め
に
、
私
は
日
常
生
活
に
お
け
る
『
三
密
』
の
方
法
を
説
い
て
い
ま
す
。

①
『
身
』
や
り
た
い
こ
と
を
、
身3

体
を
動
か
し
て
実
際
に
や
っ
て
み
よ
う
。

②
『
口
』
必
ず
や
れ
る
。
で
き
る
と
い
う
前
向
き
な
言
葉
を
口3

に
し
よ
う
。

③
『
意
』
迷
わ
ず
夢
の
実
現
に
向
か
う
強
い
意3

志
（
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
）
を
持
と
う
。

こ
れ
は
、
自
己
を
啓
発
し
て
、
願
望
を
実
現
さ
せ
る
た
め
の
基
本
で
す
。
願
望
を
必
ず
達
成
さ
せ
る
と
い
う
意
識
（
イ

メ
ー
ジ
）
を
強
く
持
ち
、
そ
れ
を
積
極
的
に
口
で
言
葉
に
し
て
、
意
識
を
集
中
し
て
行
動
（
チ
ャ
レ
ン
ジ
）
す
る
。
こ

6500年の時空を超えて、奇跡的に発見された 
『秀真伝（ホツマツタヱ）』
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本
書
で
は
、
多
く
の
人
が
「
世
紀
末
」
と
予
言
す
る
不
確
か
な
時
代
に
お

い
て
、
間
違
い
な
く
現
代
を
生
き
る
人
々
を
幸
せ
へ
と
導
く
真
の
パ
ワ
ー
の

一
つ
と
し
て
、
こ
の
『
秀ホ
ツ
マ
ツ
タ
ヱ

真
伝
』
に
つ
い
て
詳
し
く
説
明
し
て
い
き
ま
す
。

も
う
一
つ
、
日
本
最
大
の
琵
琶
湖
に
は
神
々
が
発
す
る
不
思
議
な
パ
ワ
ー

の
源
で
あ
る
「
竹
生
島
」
が
あ
り
ま
す
。
竹
生
島
は
観
光
地
と
し
て
有
名
で

す
が
、
古
来
よ
り
日
本
人
の
心
の
聖
地
で
あ
り
、
空
海
が
真
言
密
教
の
修
行

の
た
め
の
道
場
を
開
い
た
超
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
の
「
島
」
で
す
。
そ
れ
ゆ
え
、

江
州
山
・
千
光
寺
総
本
山
で
は
、
祈
願
成
就
の
た
め
の
「
竹
生
島
参
拝
」
を
、

と
て
も
大
事
な
行
事
と
し
て
執
り
行
っ
て
い
ま
す
。

私
は
、
空
海
の
真
言
密
教
を
根
本
と
し
て
、「
竹
生
島
」
と
「
秀ホ
ツ
マ
ツ
タ
ヱ

真
伝
」
の
強
力
な
パ
ワ
ー
を
享
受
す
る
こ
と
が
で

き
れ
ば
、
こ
の
混
迷
の
時
代
を
生
き
る
人
々
が
必
ず
幸
福
へ
の
「
道
」
を
歩
ん
で
い
け
る
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

●
空
海
の
「
人
生
成
功
術
」
「
幸
福
へ
の
道
」
と
は

空
海
は
真
言
密
教
の
開
祖
で
あ
り
、「
高
野
山
（
８
１
６
年
）」
や
京
都
の
「
東
寺
（
８
２
３
年
）」
を
根
本
道
場
と

し
て
活
躍
な
さ
れ
た
ス
ー
パ
ー
ス
タ
ー
で
す
。
そ
の
『
空
海
』
は
、「
人
は
、
自
分
の
な
か
に
『
宝
』
を
持
っ
て
い
る

こ
と
を
知
ら
ず
、
過
ち
を
お
か
す
」
と
い
う
格
言
を
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
人
は
誰
も
生
ま
れ
な
が
ら
に
し
て
素
晴
ら
し

い
可
能
性
を
持
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
可
能
性
に
気
づ
か
な
い
ま
ま
生
き
て
い
る
と
、
悩
ん
だ
り
迷
っ
た
り
す

る
人
生
で
終
わ
っ
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
を
諭
し
て
い
る
言
葉
で
す
。

で
は
、
そ
の
可
能
性
に
気
づ
き
、
人
生
を
成
功
さ
せ
る
た
め
に
は
、
ど
う
す
れ
ば
良
い
の
で
し
ょ
う
か
。

空
海
の
真
言
密
教
に
は
、「
三
密
」
と
い
う
修
行
法
が
あ
り
ま
す
。

①
身
密
（
し
ん
み
つ
）
＝
両
手
で
「
印
（
印
契
）」
を
結
び
、
身3

の
行
い
を
整
え
る
。

②
口
密
（
く
み
つ
）
＝
仏
の
言
葉
で
あ
る
「
真
言
（
マ
ン
ト
ラ
）」
を
口3

で
唱
え
る
。

③
意
密
（
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つ
）
＝
心
を
整
え
て
仏
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境
地
に
意3

識
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集
中
さ
せ
る
。

こ
の
仏
教
の
秘
「
密
」
の
「
教
」
え
で
あ
る
『
密
教
』
の
修
行
に
よ
り
、
弘
法
大
師
・
空
海
（
仏
様
）
と
一
体
に
な

る
こ
と
が
で
き
、
大
宇
宙
の
悟
り
へ
と
近
づ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
た
だ
、
仏
門
に
入
っ
た
僧
侶
に
と
っ
て
は
基
本
的

な
修
行
で
す
が
、
普
通
に
暮
ら
す
人
々
は
「
修
行
」
と
聞
い
た
だ
け
で
、
こ
れ
は
キ
ツ
イ
と
思
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
人
々
の
た
め
に
、
私
は
日
常
生
活
に
お
け
る
『
三
密
』
の
方
法
を
説
い
て
い
ま
す
。

①
『
身
』
や
り
た
い
こ
と
を
、
身3

体
を
動
か
し
て
実
際
に
や
っ
て
み
よ
う
。

②
『
口
』
必
ず
や
れ
る
。
で
き
る
と
い
う
前
向
き
な
言
葉
を
口3

に
し
よ
う
。

③
『
意
』
迷
わ
ず
夢
の
実
現
に
向
か
う
強
い
意3

志
（
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
）
を
持
と
う
。

こ
れ
は
、
自
己
を
啓
発
し
て
、
願
望
を
実
現
さ
せ
る
た
め
の
基
本
で
す
。
願
望
を
必
ず
達
成
さ
せ
る
と
い
う
意
識
（
イ

メ
ー
ジ
）
を
強
く
持
ち
、
そ
れ
を
積
極
的
に
口
で
言
葉
に
し
て
、
意
識
を
集
中
し
て
行
動
（
チ
ャ
レ
ン
ジ
）
す
る
。
こ

6500年の時空を超えて、奇跡的に発見された 
『秀真伝（ホツマツタヱ）』
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れ
こ
そ
が
人
生
を
「
成
功
」
あ
る
い
は
「
幸
福
」
に
さ
せ
る
一
番
の
近
道
な
の

で
す
。

た
だ
、
毎
日
忙
し
く
働
い
て
生
活
し
て
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
る
中
で
、
こ
の

よ
う
な
意
識
を
保
ち
続
け
る
こ
と
は
、
な
か
な
か
難
し
く
、
分
か
っ
て
い
て

も
忘
れ
て
し
ま
い
が
ち
で
す
。
そ
う
な
ら
な
い
た
め
の
方
法
は
、
自
身
が
生

ま
れ
な
が
ら
に
し
て
持
っ
て
い
る
可
能
性
に
気
づ
か
せ
て
く
れ
る
機
会
を
得

る
こ
と
で
す
。
そ
し
て
、
自
身
の
可
能
性
を
引
き
出
し
て
く
れ
る
「
大
日
パ

ワ
ー
」
を
享
受
す
る
こ
と
で
す
。

そ
の
た
め
に
、私
は
、空
海
の
教
え
を
学
ぼ
う
、「
竹
生
島
」
に
詣
で
て
神
々

の
パ
ワ
ー
を
頂
こ
う
、『
秀ホ
ツ
マ
ツ
タ
ヱ

真
伝
』
か
ら
現
代
を
生
き
る
知
恵
と
「
道
」
を
学
ぼ
う
と
、皆
様
に
お
勧
め
し
た
い
の
で
す
。

本
書
は
、
そ
の
意
味
と
「
幸
せ
へ
の
道
」
を
探
求
す
る
内
容
に
な
っ
て
い
ま
す
。
読
み
進
め
て
い
く
と
、
い
ま
ま
で

気
づ
か
な
か
っ
た
不
思
議
で
強
大
な
「
ラ
ッ
キ
ー
」
パ
ワ
ー
の
存
在
を
知
る
こ
と
が
で
き
、
あ
な
た
の
心
も
体
も
元
気

に
な
り
人
生
観
が
変
わ
る
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。

２
０
２
６
年
（
令
和
８
年
）
６
月
23
日

『
空
海
の
秀
真
伝
』
研
究
会

会
主　
　

上 

野　

玄 

津
「竹生島参拝」空海と同行二人の旅を楽しむ

３
万
８
０
０
０
年
以
上
続
い
た 

縄
文
文
明
の
古
文
書
『
秀ホ
ツ
マ
ツ
タ
ヱ

真
伝
』
と
は
？

第１章

琵琶湖

2000年以上の歴史を記憶している「滋賀県高島市『白髭神社』の湖上鳥居」2000年以上の歴史を記憶している「滋賀県高島市『白髭神社』の湖上鳥居」
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●
私
は
、
空
海
の
教
え
を
現
代
に
伝
え
る
「
弟
子
（
代
理
人
）」

『
空
海
』
は
、
四
国
（
香
川
県
善
通
寺
市
）
に
生
ま
れ
、
佐さ
え
き
の
あ
た
い

伯
直
の
血
筋
で
藤
原
氏
の
血
筋
も
入
っ
て
い
る
真
言
宗

の
宗
祖
で
す
。
俗
名
は
佐
伯
真ま

魚お

で
あ
り
、
誕
生
よ
り
今
日
ま
で
１
２
５
２
年
の
と
き
を
超
え
、
今
も
多
く
の
人
の
心

を
照
ら
し
続
け
る
『
ス
ー
パ
ー
ス
タ
ー
空
海
（
７
７
４
年
～
８
３
５
年
）』
で
す
。

空
海
は
、
土
木
・
医
療
・
教
育
・
文
化
、
国
家
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
光
を
灯
し
、
護
摩
祈
祷
な
ど
願
望
達
成
術
に
よ

り
人
々
を
「
幸
せ
」
へ
と
お
導
き
い
た
だ
け
る
「
真
言
密
教
」
と
い
う
体
系
を
日
本
の
大
地
に
深
く
根
づ
か
せ
ま
し
た
。

そ
の
根
は
枯
れ
る
こ
と
な
く
、
高
野
山
の
奥
の
院
で
は
今
も
な
お
、『
即
身
成
仏
』
に
よ
り
宇
宙
の
真
理
（
大
日
如
来
）

と
自
己
が
一
体
と
な
る
悟
り
の
境
地
を
実
践
さ
れ
続
け
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

し
か
し
、
空
海
の
弟
子
と
し
て
の
私
は
こ
う
思
わ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

も
し
空
海
が
今
こ
の
時
代
を
生
き
て
い
た
な
ら
、
人
々
に
何
を
伝
え
よ
う
と
す
る
だ
ろ
う
か
と
。

Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
は
毎
日
、
世
の
中
に
対
す
る
不
安
と
怒
り
と
恐
怖
の
情
報
が
波
の
よ
う
に
押
し
寄
せ
て
お
り
、
人
々
の
心

は
今
に
も
流
さ
れ
て
し
ま
う
小
舟
の
よ
う
に
、
分
断
の
波
間
に
漂
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
船
に
確
か
な
「
錨い
か
り

」
が
あ

れ
ば
、
ど
れ
ほ
ど
激
し
い
嵐
が
来
て
も
流
さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
た
と
え
大
き
な
波
に
揺
さ
ぶ
ら
れ
た
と
し
て

も
、
嵐
が
過
ぎ
去
れ
ば
元
の
静
か
な
場
所
に
戻
っ
て
来
ら
れ
ま
す
。

私
に
と
っ
て
信
仰
心
と
は
、
ま
さ
に
こ
の
「
錨い
か
り

」
の
こ
と
で
す
。
先
祖
や
親
へ
の
感
謝
、
自
分
を
生
ん
で
く
れ
た
土

地
へ
の
感
謝
、
そ
し
て
自
分
の
た
め
だ
け
で
な
く
家
族
や
周
り
の
人
の
「
幸
せ
」
を
願
う
誓
い
。
そ
れ
ら
一
つ
ひ
と
つ

の
温
か
な
想
い
が
、
心
の
「
錨い

か
り

」
に
重
さ
を
与
え
『
人
の
道
』
へ
と
導
い
て
く
れ
ま
す
。

そ
の
重
み
こ
そ
が
、ど
ん
な
嵐
の
中
で
も
、私
た
ち
を
本
来
あ
る
べ
き
自
分
へ
と
繋
ぎ
止
め
て
く
れ
る
の
で
す
。
き
っ

と
空
海
な
ら
、
こ
の
こ
と
を
現
代
の
言
葉
で
や
さ
し
く
伝
え
た
に
違
い
あ
り

ま
せ
ん
。「
空
海
の
代
理
人
」
と
し
て
私
が
今
、
琵
琶
湖
（
高
島
）
江ご
う

州し
ゅ
う

山ざ
ん

千
光
寺
に
「
空
海
の
秀ホ
ツ
マ
ツ
タ
ヱ

真
伝
」
研
究
会
の
本
部
を
設
立
し
た
理
由
。
そ
れ
は
、

空
海
か
ら
授
か
っ
た
「
真
言
密
教
」
と
『
秀ホ
ツ
マ
ツ
タ
ヱ

真
伝
』
と
い
う
深
遠
な
智
慧
を
、

今
の
時
代
に
生
き
る
人
々
の
心
に
真
っ
直
ぐ
届
く
言
葉
へ
と
翻
訳
し
、
私
た

ち
の
「
心
」
の
持
ち
よ
う
、
ど
う
歩
む
べ
き
か
の
『
人
の
道
』
を
本
書
に
て

示
す
た
め
で
す
。

自
他
と
も
に
認
め
る
「
空
海
の
一
番
出
来
の
悪
い
弟
子
」
が
、
な
ぜ
そ
の

大
役
を
担
お
う
と
し
て
い
る
の
か
。
私
は
、
今
年
65
歳
に
な
り
ま
し
た
。
世

間
で
は
定
年
を
迎
え
、
余
生
を
静
か
に
過
ご
す
年
代
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し

か
し
、
私
の
人
生
の
時
計
は
こ
こ
か
ら
力
強
く
動
き
始
め
ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
92
歳
ま
で
の
限
ら
れ
た
時
間
は
自
分
の
た
め
だ
け
に
使
う
の
で
は
な
く
、

多
く
の
判
断
ミ
ス
や
大
失
敗
し
た
私
自
身
が
、
今
日
ま
で
「
幸
せ
」
に
生
き

て
こ
ら
れ
た
こ
と
へ
の
深
い
感
謝
を
込
め
て
、
空
海
の
生
き
様
と
そ
の
教
え

江州山千光寺の「空海の秀真伝」研究会本部

第1章 ３万８０００年以上続いた縄文文明の古文書『秀
ホツマツタヱ
真伝』とは？
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謝
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幸
せ
」
を
願
う
誓
い
。
そ
れ
ら
一
つ
ひ
と
つ

の
温
か
な
想
い
が
、
心
の
「
錨い

か
り

」
に
重
さ
を
与
え
『
人
の
道
』
へ
と
導
い
て
く
れ
ま
す
。

そ
の
重
み
こ
そ
が
、ど
ん
な
嵐
の
中
で
も
、私
た
ち
を
本
来
あ
る
べ
き
自
分
へ
と
繋
ぎ
止
め
て
く
れ
る
の
で
す
。
き
っ

と
空
海
な
ら
、
こ
の
こ
と
を
現
代
の
言
葉
で
や
さ
し
く
伝
え
た
に
違
い
あ
り

ま
せ
ん
。「
空
海
の
代
理
人
」
と
し
て
私
が
今
、
琵
琶
湖
（
高
島
）
江ご
う

州し
ゅ
う

山ざ
ん

千
光
寺
に
「
空
海
の
秀ホ
ツ
マ
ツ
タ
ヱ

真
伝
」
研
究
会
の
本
部
を
設
立
し
た
理
由
。
そ
れ
は
、

空
海
か
ら
授
か
っ
た
「
真
言
密
教
」
と
『
秀ホ
ツ
マ
ツ
タ
ヱ

真
伝
』
と
い
う
深
遠
な
智
慧
を
、

今
の
時
代
に
生
き
る
人
々
の
心
に
真
っ
直
ぐ
届
く
言
葉
へ
と
翻
訳
し
、
私
た

ち
の
「
心
」
の
持
ち
よ
う
、
ど
う
歩
む
べ
き
か
の
『
人
の
道
』
を
本
書
に
て

示
す
た
め
で
す
。

自
他
と
も
に
認
め
る
「
空
海
の
一
番
出
来
の
悪
い
弟
子
」
が
、
な
ぜ
そ
の

大
役
を
担
お
う
と
し
て
い
る
の
か
。
私
は
、
今
年
65
歳
に
な
り
ま
し
た
。
世

間
で
は
定
年
を
迎
え
、
余
生
を
静
か
に
過
ご
す
年
代
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し

か
し
、
私
の
人
生
の
時
計
は
こ
こ
か
ら
力
強
く
動
き
始
め
ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
92
歳
ま
で
の
限
ら
れ
た
時
間
は
自
分
の
た
め
だ
け
に
使
う
の
で
は
な
く
、

多
く
の
判
断
ミ
ス
や
大
失
敗
し
た
私
自
身
が
、
今
日
ま
で
「
幸
せ
」
に
生
き

て
こ
ら
れ
た
こ
と
へ
の
深
い
感
謝
を
込
め
て
、
空
海
の
生
き
様
と
そ
の
教
え

江州山千光寺の「空海の秀真伝」研究会本部
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を
現
代
の
言
葉
で
具
現
化
し
続
け
た
い
。
そ
の
た
め
に
私
の
こ
れ
か
ら
の
27
年
間
を
捧
げ
た
い
。
そ
れ
こ
そ
が
、
残
さ

れ
た
人
生
を
か
け
た
私
の
使
命
な
の
で
す
。

私
は
空
海
の
背
中
に
寄
り
添
い
、「
同
行
二
人
」
で
修
行
の
道
を
歩
み
、と
き
に
は
そ
の
想
い
を
代
弁
す
る
「
代
理
人
」

と
し
て
、
皆
さ
ん
と
同
じ
目
線
に
立
ち
、
空
海
の
「
言
葉
（
言
霊
）」
を
届
け
た
い
。
出
来
の
悪
い
弟
子
だ
か
ら
こ
そ
、

立
派
な
鎧よ
ろ
い

な
ど
脱
ぎ
捨
て
て
、
あ
り
の
ま
ま
の
真
実
を
語
れ
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。

空
海
が
生
涯
を
か
け
て
追
い
求
め
た
「
真
実
の
言
葉
（
言こ
と

霊だ
ま

）」、
そ
れ
が
「
真し
ん

言ご
ん

」
で
す
。
真
言
密
教
と
は
、
仏
の

智ち

慧え

や
宇
宙
の
真
理
が
込
め
ら
れ
た
言
葉
（
波
動
・
振
動
）
か
ら
発
生
す
る
「
大だ
い

日に
ち

力り
ょ
く

」
に
よ
り
人
々
が
求
め
る
幸
福

へ
の
究
極
点
を
示
す
『
人
の
道
』
の
教
え
で
す
。
そ
の
「
真
言
」
を
現
代
を
生
き
る
人
々
に
、
分
か
り
や
す
く
お
伝
え

し
た
い
の
で
す
。

●
近
江
の
国
（
江
州
）
で
の
６
５
０
０
年
前
の
超
古
文
書
『
秀ホ
ツ
マ
ツ
タ
ヱ

真
伝
』
と
の
出
会
い

私
は
、
こ
の
「
真
言
」
を
何
千
回
、
何
万
回
と
唱
え
、「
密
教
」
の
厳
し
い
修
行
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、

真
言
密
教
の
開
祖
・
空
海
が
求
め
て
い
た
究
極
の
真
理
を
、
私
も
ま
た
追
い
求
め
て
い
ま
し
た
。
空
海
が
中
国
に
渡
っ

て
「
密
教
」
を
学
び
、
日
本
で
真
言
密
教
を
創
立
す
る
以
前
か
ら
、
空
海
は
山
岳
修
行
を
重
ね
、
究
極
の
真
理
を
探
し

求
め
て
い
ま
し
た
。

そ
の
若
き
日
の
空
海
（
幼
名
：
俗
名
は
佐
伯
真ま

魚お

）
は
、
修
験
道
の
山
岳
修
行
、
そ
し
て
神
道
か
ら
多
く
を
体
験
し

大
自
然
の
「
力
」
を
学
ん
で
い
ま
す
。
私
は
、
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
は
ず
、
き
っ
と
空
海
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
何

か
が
必
ず
あ
る
は
ず
と
考
え
、
そ
の
何
か
を
探
し
追
い
求
め
て
き
ま
し
た
。

そ
し
て
、
そ
の
何
か
を
、
ど
こ
ま
で
も
遡
さ
か
の
ぼ

っ
た
先
に
待
っ
て
い
た
の
が
、
本
書
の
テ
ー
マ
で
あ
る
『
秀ホ
ツ
マ
ツ
タ
ヱ

真
伝
』
で

し
た
。
こ
れ
ま
で
日
本
の
古
代
史
（
神
々
の
時
代
）
を
ま
と
め
た
初
め
て
の
書
物
は
、「
記き

紀き

」
と
称
さ
れ
る
『
日
本

書
紀
』
と
『
古
事
記
』
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
記
紀
よ
り
遙は
る

か
昔
に
書
か
れ
た
『
秀ホ
ツ
マ
ツ
タ
ヱ

真
伝
』
が

発
見
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
の
常
識
が
覆
く
つ
が
え

り
ま
し
た
。
記
紀
に
は
書
か
れ
て
い
な
い
話
、
ま
た
記
紀
と
は

異
な
る
話
が
詳
し
く
書
か
れ
て
い
た
の
で
す
。
そ
の
た
め
、
今
日
で
は
、
日
本
書
紀
や
古
事
記
を
書
く
た
め
に
参
考
に

し
た
原
書
が
、
実
は
『
秀ホ
ツ
マ
ツ
タ
ヱ

真
伝
』
だ
っ
た
と
解
釈
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
古
文
書
に
触
れ
た
瞬
間
、
私
の
腹
の
底
に
は
、
抗
い
よ
う
の
な
い
確
信
が
ず
し
り
と
降
り
て
き
ま
し
た
。
神
話

の
世
界
の
中
に
、
３
万
８
０
０
０
年

3

3

3

3

3

3

3

も
の
長
き
に
わ
た
り
平
和
が
続
い
て
い
た
縄
文
時
代
の
人
々
の
精
神
が
見
事
に
記

録
と
し
て
描
か
れ
て
お
り
、
そ
こ
に
秘
め
ら
れ
た
不
思
議
な
パ
ワ
ー
に
圧
倒
さ
れ
た
か
ら
で
す
（
詳
し
く
は
第
７
章
で
説

明
し
ま
す
）。

空
海
も
、
こ
の
『
秀ホ
ツ
マ
ツ
タ
ヱ

真
伝
』
か
ら
影
響
を
受
け
た
に
違
い
な
い
と
確
信
を
抱
い
た
私
は
、
古
代
の
叡
智
を
現
代
の

言
葉
（
現
代
の
日
本
語
）
へ
と
翻
訳
し
、
教
科
書
と
は
ま
っ
た
く
違
う
真
実
を
「
現
代
（
未
来
へ
）
の
叡え
い

智ち

」
と
し
て

伝
え
広
め
る
必
要
が
あ
る
と
決
意
し
ま
し
た
。
そ
の
一
つ
の
取
り
組
み
が
本
書
の
執
筆
で
す
。

古
文
書
で
あ
る
『
秀ホ
ツ
マ
ツ
タ
ヱ

真
伝
』
は
、
今
、
間
違
っ
た
歴
史
を
正
し
く
理
解
し
て
迷
走
す
る
現
代
社
会
を
正
し
い
方
向
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葉
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。
そ
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の
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す
。
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空
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中
に
寄
り
添
い
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同
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」
で
修
行
の
道
を
歩
み
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の
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代
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代
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」

と
し
て
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同
じ
目
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に
立
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空
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言
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言
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を
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出
来
の
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い
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だ
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、

立
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と
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ま
す
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言
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動
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求
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示
す
『
人
の
道
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の
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の
「
真
言
」
を
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人
々
に
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や
す
く
お
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の
で
す
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で
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０
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古
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書
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ツ
マ
ツ
タ
ヱ

真
伝
』
と
の
出
会
い

私
は
、
こ
の
「
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言
」
を
何
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何
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と
唱
え
、「
密
教
」
の
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し
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行
を
重
ね
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き
ま
し
た
。
そ
し
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、

真
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密
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の
開
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・
空
海
が
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た
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を
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も
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た
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空
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、
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何
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追
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で
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。
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で
日
本
の
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史
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を
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に
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り
、
こ
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で
の
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が
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つ
が
え

り
ま
し
た
。
記
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に
は
書
か
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て
い
な
い
話
、
ま
た
記
紀
と
は

異
な
る
話
が
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し
く
書
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て
い
た
の
で
す
。
そ
の
た
め
、
今
日
で
は
、
日
本
書
紀
や
古
事
記
を
書
く
た
め
に
参
考
に

し
た
原
書
が
、
実
は
『
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真
伝
』
だ
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た
と
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釈
さ
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て
い
ま
す
。

こ
の
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に
触
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間
、
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に
は
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う
の
な
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確
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と
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に
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０
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た
縄
文
時
代
の
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の
精
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が
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に
記
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そ
こ
に
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不
思
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な
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ー
に
圧
倒
さ
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た
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ら
で
す
（
詳
し
く
は
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７
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で
説

明
し
ま
す
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も
、
こ
の
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タ
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真
伝
』
か
ら
影
響
を
受
け
た
に
違
い
な
い
と
確
信
を
抱
い
た
私
は
、
古
代
の
叡
智
を
現
代
の

言
葉
（
現
代
の
日
本
語
）
へ
と
翻
訳
し
、
教
科
書
と
は
ま
っ
た
く
違
う
真
実
を
「
現
代
（
未
来
へ
）
の
叡え
い

智ち

」
と
し
て

伝
え
広
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る
必
要
が
あ
る
と
決
意
し
ま
し
た
。
そ
の
一
つ
の
取
り
組
み
が
本
書
の
執
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で
す
。
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で
あ
る
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は
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史
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へ
と
導
く
知
恵
の
書
と
し
て
注
目
を
浴
び
始
め
て
い
ま
す
。
そ
の
一
例
を
紹
介
し
な
が
ら
、
６
５
０
０
年
前
の
超
古
代

書
『
秀ホ
ツ
マ
ツ
タ
ヱ

真
伝
』
が
伝
え
る
平
和
と
幸
福
の
道
標
『
人
の
道
』
を
詳
し
く
説
明
し
て
い
き
ま
す
。

２
０
２
５
年
の
正
月
、
多
く
の
人
々
を
驚
か
せ
る
出
来
事
が
あ
り
ま
し
た
。
私
た
ち
の
日
常
に
、
突
如
と
し
て
奇
妙

な
、
あ
る
「
謎
」
が
投
げ
か
け
ら
れ
た
の
で
す
。

そ
れ
は
、
世
界
的
な
フ
ァ
ス
ト
フ
ー
ド
チ
ェ
ー
ン
、
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
日
本
法
人
が
発
信
し
た
Ｘ
（
旧
ツ
イ
ッ
タ
ー
）

で
の
投
稿
で
し
た
。
主
力
商
品
で
あ
る
「
サ
ム
ラ
イ
マ
ッ
ク
」
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
と
と
も
に
、
新
年
の
挨
拶
と
し
て

添
え
ら
れ
た
画
像
。
そ
こ
に
は
、
現
代
の
洗
練
さ
れ
た
広
告
コ
ピ
ー
と
は
似
て
も
似
つ
か
な
い
、
不
思
議
な
文
字
が
並

ん
で
い
た
の
で
す
。

「
こ
れ
は
一
体
、
何
だ
？
」

「
暗
号
か
？ 

そ
れ
と
も
未
知
の
言
語
か
？
」

Ｓ
Ｎ
Ｓ
上
は
た
ち
ま
ち
騒
然
と
な
り
ま
し
た
。
一
見
し
て
判
読
不
能
な
そ
の
文
字
列
。
そ
れ
は
、
歴
史
の
表
舞
台
か
ら

長
い
間
姿
を
消
し
て
い
た
「
ヲ
シ
テ
文
字
」（
本
書
34
ペ
ー
ジ
図
１
と
、
37
ペ
ー
ジ
図
２
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
）
と
呼
ば
れ
る
、
日
本

古
代
の
神
代
文
字
だ
っ
た
の
で
す
。「
ヲ
シ
テ
文
字
」
と
は
、
教
科
書
で
学
ん
だ
約
１
５
０
０
年
以
上
前
に
中
国
よ
り
伝

来
し
た
「
漢
字
」
が
日
本
に
伝
わ
る
よ
り
も
遙
か
以
前
に
使
わ
れ
て
い
た
日
本
固
有
の
文
字
で
す
。
ひ
ら
が
な
や
カ
タ

カ
ナ
と
は
ま
っ
た
く
異
な
る
、
幾
何
学
的
な
形
を
し
て
い
ま
す
。

「
し 

ょ 

う 

が 

つ 

も  

さ 

む 

ら 

い 

ま 

っ 

く 

た 
べ 
て 
ね
」

そ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
、「
正
月
も
サ
ム
ラ
イ
マ
ッ
ク
を
食
べ
て
ね
」
と
い
う
親

し
み
や
す
い
も
の
で
し
た
が
、
事
態
は
そ
れ
だ
け
で
は
終
わ
ら
な
か
っ
た
の
で

す
。
こ
の
投
稿
に
、
現
代
の
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
と
未
来
を
牽
引
す
る
稀
代
の
起
業
家
、

イ
ー
ロ
ン
・
マ
ス
ク
氏
が
す
ぐ
さ
ま
反
応
し
、
リ
ポ
ス
ト
（
再
投
稿
）
し
た
の
で

す
。
２
億
人
を
超
え
る
フ
ォ
ロ
ワ
ー
を
持
つ
彼
の
指
先
一
つ
で
、
古
代
日
本
の
「
ヲ
シ
テ
文
字
」
は
、
ロ
ケ
ッ
ト
が
宇

宙
へ
駆
け
上
が
る
よ
う
な
凄
ま
じ
い
勢
い
で
国
境
を
越
え
、
世
界
中
に
拡
散
さ
れ
た
の
で
す
。

な
ぜ
、
最
先
端
を
走
る
グ
ロ
ー
バ
ル
企
業
や
天
才
起
業
家
が
、
６
５
０
０
年
も
前
の
「
忘
れ
ら
れ
た
文
字
」
に
惹
き

つ
け
ら
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
単
な
る
「
サ
ム
ラ
イ
」
と
い
う
言
葉
の
響
き
や
、
エ
キ
ゾ
チ
ッ
ク
な
デ
ザ
イ
ン
へ
の
興

味
だ
け
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
私
は
そ
う
は
思
い
ま
せ
ん
。
そ
こ
に
は
、混
迷
を
極
め
る
現
代
社
会
に
お
い
て
、人
々

が
無
意
識
の
う
ち
に
渇
望
し
て
い
る
「
何
か
？
」
が
あ
っ
た
は
ず
で
す
。

「
自
分
の
信
じ
る
『
道
』
を
切
り
拓
け
」

そ
の
商
品
の
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
と
、
い
に
し
え
の
日
本
人
が
宇
宙
の
真
理
を
刻
ん
だ
「
ヲ
シ
テ
文
字
」
が
融
合
し
た

と
き
、
時
空
を
超
え
た
強
力
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
現
代
人
の
心
に
突
き
刺
さ
っ
た
の
で
す
。
そ
れ
は
「
そ
ろ
そ
ろ
目
を
覚

ま
し
な
さ
い
」
と
い
う
、
平
和
が
３
万
８
０
０
０
年
続
い
た
縄
文
時
代
の
神
々
や
人
々
の
営
み
を
伝
え
る
約
６
５
０
０
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す
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介
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０
０
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０
２
５
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。
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Ｘ
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。
そ
こ
に
は
、
現
代
の
洗
練
さ
れ
た
広
告
コ
ピ
ー
と
は
似
て
も
似
つ
か
な
い
、
不
思
議
な
文
字
が
並

ん
で
い
た
の
で
す
。

「
こ
れ
は
一
体
、
何
だ
？
」

「
暗
号
か
？ 

そ
れ
と
も
未
知
の
言
語
か
？
」

Ｓ
Ｎ
Ｓ
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史
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台
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古
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０
０
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以
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以
前
に
使
わ
れ
て
い
た
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。
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。
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サ
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。
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、
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再
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古
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本
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が
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な
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ま
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で
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を
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え
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世
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中
に
拡
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で
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、
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を
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る
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バ
ル
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業
や
天
才
起
業
家
が
、
６
５
０
０
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も
前
の
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忘
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ら
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た
文
字
」
に
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き
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け
ら
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た
の
で
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ょ
う
か
。
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な
る
「
サ
ム
ラ
イ
」
と
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う
言
葉
の
響
き
や
、
エ
キ
ゾ
チ
ッ
ク
な
デ
ザ
イ
ン
へ
の
興

味
だ
け
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
私
は
そ
う
は
思
い
ま
せ
ん
。
そ
こ
に
は
、混
迷
を
極
め
る
現
代
社
会
に
お
い
て
、人
々

が
無
意
識
の
う
ち
に
渇
望
し
て
い
る
「
何
か
？
」
が
あ
っ
た
は
ず
で
す
。

「
自
分
の
信
じ
る
『
道
』
を
切
り
拓
け
」

そ
の
商
品
の
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
と
、
い
に
し
え
の
日
本
人
が
宇
宙
の
真
理
を
刻
ん
だ
「
ヲ
シ
テ
文
字
」
が
融
合
し
た

と
き
、
時
空
を
超
え
た
強
力
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
現
代
人
の
心
に
突
き
刺
さ
っ
た
の
で
す
。
そ
れ
は
「
そ
ろ
そ
ろ
目
を
覚

ま
し
な
さ
い
」
と
い
う
、
平
和
が
３
万
８
０
０
０
年
続
い
た
縄
文
時
代
の
神
々
や
人
々
の
営
み
を
伝
え
る
約
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０
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年
前
の
聖
書
よ
り
古
い
古
文
書
『
秀ホ
ツ
マ
ツ
タ
ヱ

真
伝
』
か
ら
現
代
人
へ
、『
人
の
道
』
へ
導
く
た
め
の
合
図
だ
っ
た
の
で
は
？ 

と

私
は
考
え
て
い
ま
す
。

マ
ク
ド
ナ
ル
ド
の
「
ヲ
シ
テ
文
字
」
広
告
を
見
て
「
ク
ー
ル
だ
」
と
感
じ
た
若
者
た
ち
の
直
感
は
、
決
し
て
間
違
っ

て
い
ま
せ
ん
。
そ
こ
に
は
、
物
質
的
な
豊
か
さ
や
効
率
性
ば
か
り
を
追
い
求
め
、
疲
弊
し
て
し
ま
っ
た
現
代
人
が
、
喉

か
ら
手
が
出
る
ほ
ど
求
め
て
い
る
「
本
当
の
豊
か
さ
」
の
源
泉
（
オ
ー
ラ
パ
ワ
ー
）
が
あ
る
か
ら
で
す
。

「
効
率
よ
り
も
調
和
を
」「
支
配
よ
り
も
共
存
を
」「
対
立
よ
り
も
融
合
を
」

世
界
の
四
大
文
明
よ
り
古
く
栄
え
た
縄
文
文
明
の
日
本
人
が
、
呼
吸
を
す
る
よ
う
に
息
づ
い
て
い
た
こ
の
縄
文
文
明

の
精
神
。
約
3
万
8
0
0
0
年
続
い
た
平
和
な
縄
文
時
代
の
精
神
こ
そ
、
環
境
問
題
や
人
々
の
争
い
ご
と
に
揺
れ
る
地

球
が
、
今
ま
さ
に
必
要
と
し
て
い
る
も
の
で
す
。
遠
い
過
去
か
ら
届
い
た
こ
の
『
秀ホ
ツ
マ
ツ
タ
ヱ

真
伝
』
の
教
え
は
、
現
代
の
私

た
ち
が
未
来
を
切
り
拓
く
た
め
の
「
一
番
古
く
て
、
一
番
新
し
い
答
え
」
に
ほ
か
な
り
ま
せ
ん
。

本
書
は
、
私
た
ち
悩
め
る
現
代
を
生
き
る
人
々
の
心
の
奥
底
に
眠
る
美
し
い
『
人
の
道
』
と
し
て
、「
奪
い
合
わ
な

い
清
き
『
心
』
が
磁
石
の
よ
う
に
す
べ
て
の
豊
か
さ
を
呼
び
込
む
」
そ
の
美
し
い
精
神
を
、
も
う
一
度
呼
び
覚
ま
す
た

め
の
「
再
発
見
の
旅
」
で
す
。
読
み
進
め
る
ご
と
に
「
気
づ
き
の
き
っ
か
け
」
を
幾い
く

つ
も
得
ら
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

●
学
校
の
教
科
書
で
学
ん
だ
日
本
の
歴
史
が
す
べ
て
変
わ
る

あ
な
た
は
、
日
本
と
い
う
国
の
「
本
当
の
は
じ
ま
り
」
を
知
っ
て
い
ま
す
か
？

多
く
の
人
の
頭
に
浮
か
ぶ
の
は
、
学
校
の
教
科
書
で
習
っ
た
断
片
的
な
歴
史
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
あ
る
い
は
、
日
本

最
古
の
正
史
と
さ
れ
る
『
古
事
記
（
７
１
２
年
）』
や
『
日
本
書
紀
（
７
２
０
年
）』、約
１
３
０
０
年
前
の
い
わ
ゆ
る
「
記
・

紀
」
神
話
を
思
い
浮
か
べ
る
で
し
ょ
う
か
。

し
か
し
、
本
書
が
問
い
か
け
る
日
本
建
国
の
「
本
当
の
は
じ
ま
り
」
と
は
、
日
本
の
歴
史
書
と
し
て
常
識
の
「
記

紀
」（『
古
事
記
』
と
『
日
本
書
紀
』
を
合
わ
せ
た
総
称
）
よ
り
も
遥
か
以
前
の
話
で
す
。「
記
紀
」
が
編へ
ん

纂さ
ん

さ
れ
た
の

は
、
今
か
ら
約
１
３
０
０
年
前
の
こ
と
。
そ
れ
よ
り
も
さ
ら
に
５
２
０
０
年
も
前
、
こ
の
日
本
列
島
に
は
独
自
の
文
字

を
持
ち
、
宇
宙
の
真
理
を
書
き
残
せ
る
ほ
ど
精せ
い

緻ち

な
縄
文
文
明
が
存
在
し
て
い
た
─
─
。
そ
の
こ
と
を
今
に
伝
え
る
の

が
『
秀ホ
ツ
マ
ツ
タ
ヱ

真
伝
』
な
の
で
す
。
言
い
換
え
れ
ば
、『
秀ホ
ツ
マ
ツ
タ
ヱ

真
伝
』
こ
そ
が
、
教
科
書
に
は
載
っ
て
い
な
い
「
日
本
の
本
当
の

は
じ
ま
り
」そ
の
も
の
な
の
で
す
。
私
た
ち
の
常
識
を
塗
り
替
え
る
、こ
の
一
冊
で
日
本
の
歴
史
が
ひ
っ
く
り
返
る

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

「
真

実
の
物
語
」
が
こ
こ
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

約
６
５
０
０
年
前
の
歴
史
を
記
録
し
た
古
文
書
『
秀ホ
ツ
マ
ツ
タ
ヱ

真
伝
』
と
い
う
言
葉
を
初
め
て
聞
く
人
も
多
い
で
し
ょ
う
。
そ

れ
は
、
現
代
を
生
き
る
私
た
ち
が
、
い
つ
の
間
に
か
忘
れ
て
し
ま
っ
た
「
日
本
人
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
」
の
結
晶
で
あ
り
、
光
に

満
ち
た
歴
史
叙じ
ょ

事じ

詩し

で
す
。
こ
の
壮
大
な
古
文
書
は
、
全
40
巻
、
お
よ
そ
ヲ
シ
テ
文
字
で
12
万
文
字
。
そ
の
す
べ
て
が

日
本
人
の
耳
に
心
地
よ
い
「
五
七
調
」
の
美
し
い
リ
ズ
ム
で
奏か
な

で
ら
れ
て
い
ま
す
。
本
当
の
古
代
日
本
の
歴
史
を
観
じ

て
み
て
く
だ
さ
い
。
絶
対
に
勉
強
に
な
り
ま
す
。

実
は
こ
の
『
秀ホ
ツ
マ
ツ
タ
ヱ

真
伝
』
は
、
私
た
ち
が
知
る
「
記
紀
」
に
は
描
か
れ
な
か
っ
た
、
と
き
の
権
力
に
よ
り
隠
さ
れ
た
空
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年
前
の
聖
書
よ
り
古
い
古
文
書
『
秀ホ
ツ
マ
ツ
タ
ヱ

真
伝
』
か
ら
現
代
人
へ
、『
人
の
道
』
へ
導
く
た
め
の
合
図
だ
っ
た
の
で
は
？ 

と

私
は
考
え
て
い
ま
す
。

マ
ク
ド
ナ
ル
ド
の
「
ヲ
シ
テ
文
字
」
広
告
を
見
て
「
ク
ー
ル
だ
」
と
感
じ
た
若
者
た
ち
の
直
感
は
、
決
し
て
間
違
っ

て
い
ま
せ
ん
。
そ
こ
に
は
、
物
質
的
な
豊
か
さ
や
効
率
性
ば
か
り
を
追
い
求
め
、
疲
弊
し
て
し
ま
っ
た
現
代
人
が
、
喉

か
ら
手
が
出
る
ほ
ど
求
め
て
い
る
「
本
当
の
豊
か
さ
」
の
源
泉
（
オ
ー
ラ
パ
ワ
ー
）
が
あ
る
か
ら
で
す
。

「
効
率
よ
り
も
調
和
を
」「
支
配
よ
り
も
共
存
を
」「
対
立
よ
り
も
融
合
を
」

世
界
の
四
大
文
明
よ
り
古
く
栄
え
た
縄
文
文
明
の
日
本
人
が
、
呼
吸
を
す
る
よ
う
に
息
づ
い
て
い
た
こ
の
縄
文
文
明

の
精
神
。
約
3
万
8
0
0
0
年
続
い
た
平
和
な
縄
文
時
代
の
精
神
こ
そ
、
環
境
問
題
や
人
々
の
争
い
ご
と
に
揺
れ
る
地

球
が
、
今
ま
さ
に
必
要
と
し
て
い
る
も
の
で
す
。
遠
い
過
去
か
ら
届
い
た
こ
の
『
秀ホ
ツ
マ
ツ
タ
ヱ

真
伝
』
の
教
え
は
、
現
代
の
私

た
ち
が
未
来
を
切
り
拓
く
た
め
の
「
一
番
古
く
て
、
一
番
新
し
い
答
え
」
に
ほ
か
な
り
ま
せ
ん
。

本
書
は
、
私
た
ち
悩
め
る
現
代
を
生
き
る
人
々
の
心
の
奥
底
に
眠
る
美
し
い
『
人
の
道
』
と
し
て
、「
奪
い
合
わ
な

い
清
き
『
心
』
が
磁
石
の
よ
う
に
す
べ
て
の
豊
か
さ
を
呼
び
込
む
」
そ
の
美
し
い
精
神
を
、
も
う
一
度
呼
び
覚
ま
す
た

め
の
「
再
発
見
の
旅
」
で
す
。
読
み
進
め
る
ご
と
に
「
気
づ
き
の
き
っ
か
け
」
を
幾い
く

つ
も
得
ら
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

●
学
校
の
教
科
書
で
学
ん
だ
日
本
の
歴
史
が
す
べ
て
変
わ
る

あ
な
た
は
、
日
本
と
い
う
国
の
「
本
当
の
は
じ
ま
り
」
を
知
っ
て
い
ま
す
か
？

多
く
の
人
の
頭
に
浮
か
ぶ
の
は
、
学
校
の
教
科
書
で
習
っ
た
断
片
的
な
歴
史
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
あ
る
い
は
、
日
本

最
古
の
正
史
と
さ
れ
る
『
古
事
記
（
７
１
２
年
）』
や
『
日
本
書
紀
（
７
２
０
年
）』、約
１
３
０
０
年
前
の
い
わ
ゆ
る
「
記
・

紀
」
神
話
を
思
い
浮
か
べ
る
で
し
ょ
う
か
。

し
か
し
、
本
書
が
問
い
か
け
る
日
本
建
国
の
「
本
当
の
は
じ
ま
り
」
と
は
、
日
本
の
歴
史
書
と
し
て
常
識
の
「
記

紀
」（『
古
事
記
』
と
『
日
本
書
紀
』
を
合
わ
せ
た
総
称
）
よ
り
も
遥
か
以
前
の
話
で
す
。「
記
紀
」
が
編へ
ん

纂さ
ん

さ
れ
た
の

は
、
今
か
ら
約
１
３
０
０
年
前
の
こ
と
。
そ
れ
よ
り
も
さ
ら
に
５
２
０
０
年
も
前
、
こ
の
日
本
列
島
に
は
独
自
の
文
字

を
持
ち
、
宇
宙
の
真
理
を
書
き
残
せ
る
ほ
ど
精せ
い

緻ち

な
縄
文
文
明
が
存
在
し
て
い
た
─
─
。
そ
の
こ
と
を
今
に
伝
え
る
の

が
『
秀ホ
ツ
マ
ツ
タ
ヱ

真
伝
』
な
の
で
す
。
言
い
換
え
れ
ば
、『
秀ホ
ツ
マ
ツ
タ
ヱ

真
伝
』
こ
そ
が
、
教
科
書
に
は
載
っ
て
い
な
い
「
日
本
の
本
当
の

は
じ
ま
り
」そ
の
も
の
な
の
で
す
。
私
た
ち
の
常
識
を
塗
り
替
え
る
、こ
の
一
冊
で
日
本
の
歴
史
が
ひ
っ
く
り
返
る

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

「
真

実
の
物
語
」
が
こ
こ
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

約
６
５
０
０
年
前
の
歴
史
を
記
録
し
た
古
文
書
『
秀ホ
ツ
マ
ツ
タ
ヱ

真
伝
』
と
い
う
言
葉
を
初
め
て
聞
く
人
も
多
い
で
し
ょ
う
。
そ

れ
は
、
現
代
を
生
き
る
私
た
ち
が
、
い
つ
の
間
に
か
忘
れ
て
し
ま
っ
た
「
日
本
人
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
」
の
結
晶
で
あ
り
、
光
に

満
ち
た
歴
史
叙じ
ょ

事じ

詩し

で
す
。
こ
の
壮
大
な
古
文
書
は
、
全
40
巻
、
お
よ
そ
ヲ
シ
テ
文
字
で
12
万
文
字
。
そ
の
す
べ
て
が

日
本
人
の
耳
に
心
地
よ
い
「
五
七
調
」
の
美
し
い
リ
ズ
ム
で
奏か
な

で
ら
れ
て
い
ま
す
。
本
当
の
古
代
日
本
の
歴
史
を
観
じ

て
み
て
く
だ
さ
い
。
絶
対
に
勉
強
に
な
り
ま
す
。

実
は
こ
の
『
秀ホ
ツ
マ
ツ
タ
ヱ

真
伝
』
は
、
私
た
ち
が
知
る
「
記
紀
」
に
は
描
か
れ
な
か
っ
た
、
と
き
の
権
力
に
よ
り
隠
さ
れ
た
空
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白
を
埋
め
る
「
原
典
」
で
あ
り
「
真
実
」
で
す
。
約
６
５
０
０
年
前
の
縄
文

時
代
の
日
本
人
の
考
え
方
や
風
習
、
そ
し
て
現
代
の
私
た
ち
日
本
人
が
今
も

大
切
に
し
て
い
る
「
心
の
原
点
＝
心
配
り
や
お
も
て
な
し
の
精
神
」
が
、
驚

く
ほ
ど
生
き
生
き
と
記
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。

『
秀ホ
ツ
マ
ツ
タ
ヱ

真
伝
』
の
最
大
の
特
徴
は
、
１
万
７
０
０
行
に
及
ぶ
叙じ
ょ

事じ

詩し

が
す
べ
て

五
七
調
の
「
歌
」
と
し
て
構
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
す
。
端
々
に
散
り
ば
め

ら
れ
た
言
葉
の
掛
け
合
わ
せ
（
ダ
ブ
ル
ミ
ー
ニ
ン
グ
）
な
ど
の
高
度
な
文
学

的
表
現
は
、
読
む
者
を
圧
倒
し
、
深
い
精
神
世
界
へ
と
誘
い
ま
す
。

そ
し
て
『
秀ホ
ツ
マ
ツ
タ
ヱ

真
伝
』
を
構
成
す
る
全
40
章
は
、
す
べ
て
「
ア
ヤ

3

3

（
章
）」
と

呼
ば
れ
ま
す
。
機
織
り
の
「
織
り
（
ア
ヤ
）」
で
す
。
天
か
ら
降
り
注
ぐ
不
変

の
真
理
「
天
の
道
」
を
「
縦
糸
」
に
し
て
、人
々
の
血
の
通
っ
た
感
情
や
日
々
の
営
み
と
い
う
「
人
の
道
」
を
「
横
糸
」

が
交
差
し
て
い
る
か
ら
で
す
。
一
文
字
一
文
字
が
精
緻
な
法
則
（
本
書
の
27
ペ
ー
ジ
の
写
真
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
）
に
基
づ
い

て
配
置
さ
れ
、
美
し
い
布
を
織
り
な
す
よ
う
に
、
こ
の
物
語
は
壮
大
な
一
巻
の
タ
ペ
ス
ト
リ
ー
と
し
て
構
成
さ
れ
て
い

る
の
で
す
。
外
側
か
ら
見
れ
ば
「
１
万
７
０
０
行
の
五
七
調
の
歌
集
」。
し
か
し
内
側
に
流
れ
る
の
は
、
宇
宙
の
真
理

と
人
間
の
営
み
が
縦
横
に
交
差
す
る
「
命
の
織
物
」
で
す
。
そ
の
奥
深
さ
を
一
語
で
言
い
表
す
な
ら
、
こ
れ
は
ま
さ
に

「
幸
せ
を
織
り
な
す
百
科
事
典
」
な
の
で
す
。

そ
の
「
織
り
」
の
奥
深
い
日
本
人
特
有
の
精
神
が
、た
っ
た
一
語
の
語
源
に
凝
縮
さ
れ
て
い
る
の
が
、「
君
（
キ
ミ
）」

と
い
う
言
葉
で
す
。
男
神
（
陽
）
を
表
す
「
木
（
キ
）」
と
、
女
神
（
陰
）
を
表
す
「
実
（
ミ
）」。
こ
の
二
人
の
男
女

が
互
い
を
認
め
合
い
、
調
和
の
中
で
「
君
（
キ
ミ

3

3

）」
と
し
て
一
体
と
な
っ
て
初
め
て
、
建
国
と
い
う
美
し
い
模
様
が

描
き
出
さ
れ
ま
す
。
古
代
日
本
で
使
わ
れ
て
い
た
「
君
」
と
は
単
な
る
権
力
者
で
は
な
く
、
陰
陽
（
太
陽
と
月
、
白
と

黒
、
表
と
裏
…
…
）
の
男
性
と
女
性
の
両
方
が
支
え
合
い
、
調
和
の
中
で
民
を
慈い
つ
く

し
む
「
聖
な
る
あ
り
方
」
そ
の
も
の

を
指
し
て
い
た
の
で
す
。

さ
ら
に
「
ヲ
シ
テ

3

3

3

」
と
い
う
文
字
と
言
葉
。
表
の
意
味
は
、
文
字
そ
の
も
の
を
表
し
て
い
ま
す
が
、
ヲ
シ
テ
の
「
ヲ
」

は
宇
宙
の
始
ま
り
、「
シ
」
は
個
々
の
存
在
、「
テ
」
は
調
和
的
な
働
き
を
指
す
、
も
う
一
つ
の
意
味
が
込
め
ら
れ
て
い

ま
す
（
本
書
の
37
ペ
ー
ジ
の
表
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
）。『
秀ホ
ツ
マ
ツ
タ
ヱ

真
伝
』
は
単
な
る
歴
史
書
を
超
え
た
、
こ
う
し
た
美
し
い
輝
き

が
随
所
に
あ
る
の
で
す
。

『
秀ホ
ツ
マ
ツ
タ
ヱ

真
伝
』
と
い
う
名
に
は
、「
ま
こ
と
（
真
）
の
中
の
ま
こ
と
（
真
）
の
言
い
伝
え
」
と
い
う
意
味
が
込
め
ら
れ
て

い
ま
す
。「
ホ
」
は
火
（
陽
）
を
、「
ツ
」
は
水
（
陰
）
を
、
そ
し
て
「
マ
」
は
真
（
誠
）
を
象
徴
し
て
い
ま
す
。
つ
ま

り
「
ホ
ツ
マ
」
と
は
、「
神
の
誠
（
ま
こ
と
）」
を
指
し
示
し
て
い
る
の
で
す
。

「
ホ
ツ
マ
」
は
漢
字
で
書
く
と
「
秀
真
」。「
ツ
タ
ヱ
」
は
「
伝
え
・
言
い
伝
え
」
を
表
し
て
い
ま
す
。「
秀
真
国
」
と
は
、

「
秀
で
た
本
当
の
国
＝
日
の
本
」。
こ
の
「
秀
真
」
に
は
、
単
に
優
れ
て
い
る
と
い
う
意
味
以
上
の
「
整
っ
て
い
る
」
と

い
う
深
い
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
人
々
が
穏
や
か
に
暮
ら
し
、礼
儀
を
重
ん
じ
、誠
実
さ
と
謙
虚
さ
を
持
っ

て
支
え
合
う
。
そ
の
調
和
こ
そ
が
、
国
の
安あ
ん

寧ね
い

を
守
り
、
人
々
の
幸
せ
を
形
作
る
。『
秀ホ
ツ
マ
ツ
タ
ヱ

真
伝
』
は
、
そ
ん
な
「
本
当

の
美
し
さ
」
を
具
現
化
し
た
「
ホ
ツ
マ
ク
ニ
（
秀
真
国
）」
の
崇
高
な
日
出
る
国
と
し
て
の
日
本
の
建
国
思
想
を
、
現

高島市で発見された『秀真伝』完璧な40巻の写本
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白
を
埋
め
る
「
原
典
」
で
あ
り
「
真
実
」
で
す
。
約
６
５
０
０
年
前
の
縄
文

時
代
の
日
本
人
の
考
え
方
や
風
習
、
そ
し
て
現
代
の
私
た
ち
日
本
人
が
今
も

大
切
に
し
て
い
る
「
心
の
原
点
＝
心
配
り
や
お
も
て
な
し
の
精
神
」
が
、
驚

く
ほ
ど
生
き
生
き
と
記
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。

『
秀ホ
ツ
マ
ツ
タ
ヱ

真
伝
』
の
最
大
の
特
徴
は
、
１
万
７
０
０
行
に
及
ぶ
叙じ
ょ

事じ

詩し

が
す
べ
て

五
七
調
の
「
歌
」
と
し
て
構
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
す
。
端
々
に
散
り
ば
め

ら
れ
た
言
葉
の
掛
け
合
わ
せ
（
ダ
ブ
ル
ミ
ー
ニ
ン
グ
）
な
ど
の
高
度
な
文
学

的
表
現
は
、
読
む
者
を
圧
倒
し
、
深
い
精
神
世
界
へ
と
誘
い
ま
す
。

そ
し
て
『
秀ホ
ツ
マ
ツ
タ
ヱ

真
伝
』
を
構
成
す
る
全
40
章
は
、
す
べ
て
「
ア
ヤ

3

3

（
章
）」
と

呼
ば
れ
ま
す
。
機
織
り
の
「
織
り
（
ア
ヤ
）」
で
す
。
天
か
ら
降
り
注
ぐ
不
変

の
真
理
「
天
の
道
」
を
「
縦
糸
」
に
し
て
、人
々
の
血
の
通
っ
た
感
情
や
日
々
の
営
み
と
い
う
「
人
の
道
」
を
「
横
糸
」

が
交
差
し
て
い
る
か
ら
で
す
。
一
文
字
一
文
字
が
精
緻
な
法
則
（
本
書
の
27
ペ
ー
ジ
の
写
真
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
）
に
基
づ
い

て
配
置
さ
れ
、
美
し
い
布
を
織
り
な
す
よ
う
に
、
こ
の
物
語
は
壮
大
な
一
巻
の
タ
ペ
ス
ト
リ
ー
と
し
て
構
成
さ
れ
て
い

る
の
で
す
。
外
側
か
ら
見
れ
ば
「
１
万
７
０
０
行
の
五
七
調
の
歌
集
」。
し
か
し
内
側
に
流
れ
る
の
は
、
宇
宙
の
真
理

と
人
間
の
営
み
が
縦
横
に
交
差
す
る
「
命
の
織
物
」
で
す
。
そ
の
奥
深
さ
を
一
語
で
言
い
表
す
な
ら
、
こ
れ
は
ま
さ
に

「
幸
せ
を
織
り
な
す
百
科
事
典
」
な
の
で
す
。

そ
の
「
織
り
」
の
奥
深
い
日
本
人
特
有
の
精
神
が
、た
っ
た
一
語
の
語
源
に
凝
縮
さ
れ
て
い
る
の
が
、「
君
（
キ
ミ
）」

と
い
う
言
葉
で
す
。
男
神
（
陽
）
を
表
す
「
木
（
キ
）」
と
、
女
神
（
陰
）
を
表
す
「
実
（
ミ
）」。
こ
の
二
人
の
男
女

が
互
い
を
認
め
合
い
、
調
和
の
中
で
「
君
（
キ
ミ

3

3

）」
と
し
て
一
体
と
な
っ
て
初
め
て
、
建
国
と
い
う
美
し
い
模
様
が

描
き
出
さ
れ
ま
す
。
古
代
日
本
で
使
わ
れ
て
い
た
「
君
」
と
は
単
な
る
権
力
者
で
は
な
く
、
陰
陽
（
太
陽
と
月
、
白
と

黒
、
表
と
裏
…
…
）
の
男
性
と
女
性
の
両
方
が
支
え
合
い
、
調
和
の
中
で
民
を
慈い
つ
く

し
む
「
聖
な
る
あ
り
方
」
そ
の
も
の

を
指
し
て
い
た
の
で
す
。

さ
ら
に
「
ヲ
シ
テ

3

3

3

」
と
い
う
文
字
と
言
葉
。
表
の
意
味
は
、
文
字
そ
の
も
の
を
表
し
て
い
ま
す
が
、
ヲ
シ
テ
の
「
ヲ
」

は
宇
宙
の
始
ま
り
、「
シ
」
は
個
々
の
存
在
、「
テ
」
は
調
和
的
な
働
き
を
指
す
、
も
う
一
つ
の
意
味
が
込
め
ら
れ
て
い

ま
す
（
本
書
の
37
ペ
ー
ジ
の
表
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
）。『
秀ホ
ツ
マ
ツ
タ
ヱ

真
伝
』
は
単
な
る
歴
史
書
を
超
え
た
、
こ
う
し
た
美
し
い
輝
き

が
随
所
に
あ
る
の
で
す
。

『
秀ホ
ツ
マ
ツ
タ
ヱ

真
伝
』
と
い
う
名
に
は
、「
ま
こ
と
（
真
）
の
中
の
ま
こ
と
（
真
）
の
言
い
伝
え
」
と
い
う
意
味
が
込
め
ら
れ
て

い
ま
す
。「
ホ
」
は
火
（
陽
）
を
、「
ツ
」
は
水
（
陰
）
を
、
そ
し
て
「
マ
」
は
真
（
誠
）
を
象
徴
し
て
い
ま
す
。
つ
ま

り
「
ホ
ツ
マ
」
と
は
、「
神
の
誠
（
ま
こ
と
）」
を
指
し
示
し
て
い
る
の
で
す
。

「
ホ
ツ
マ
」
は
漢
字
で
書
く
と
「
秀
真
」。「
ツ
タ
ヱ
」
は
「
伝
え
・
言
い
伝
え
」
を
表
し
て
い
ま
す
。「
秀
真
国
」
と
は
、

「
秀
で
た
本
当
の
国
＝
日
の
本
」。
こ
の
「
秀
真
」
に
は
、
単
に
優
れ
て
い
る
と
い
う
意
味
以
上
の
「
整
っ
て
い
る
」
と

い
う
深
い
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
人
々
が
穏
や
か
に
暮
ら
し
、礼
儀
を
重
ん
じ
、誠
実
さ
と
謙
虚
さ
を
持
っ

て
支
え
合
う
。
そ
の
調
和
こ
そ
が
、
国
の
安あ
ん

寧ね
い

を
守
り
、
人
々
の
幸
せ
を
形
作
る
。『
秀ホ
ツ
マ
ツ
タ
ヱ

真
伝
』
は
、
そ
ん
な
「
本
当

の
美
し
さ
」
を
具
現
化
し
た
「
ホ
ツ
マ
ク
ニ
（
秀
真
国
）」
の
崇
高
な
日
出
る
国
と
し
て
の
日
本
の
建
国
思
想
を
、
現

高島市で発見された『秀真伝』完璧な40巻の写本
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代
の
私
た
ち
に
真
っ
直
ぐ
に
伝
え
て

く
れ
て
い
る
の
で
す
。

こ
こ
か
ら
は
、
三
つ
の
扉
を
順
番

に
開
け
て
い
き
ま
す
。

一
つ
目
の
扉
は
、『
秀ホ
ツ
マ
ツ
タ
ヱ

真
伝
』
と

い
う
古
文
書
の
「
正
体
」
で
す
。
ど

こ
で
生
ま
れ
、
な
ぜ
長
い
間
隠
さ
れ

て
い
た
の
か
。
そ
の
驚
く
べ
き
発
見

の
ド
ラ
マ
を
お
伝
え
し
ま
す
。

二
つ
目
の
扉
は
、
こ
の
書
物
の
底

に
流
れ
る
「
哲
学
」
で
す
。
す
で
に

縄
文
時
代
の
日
本
人
が
当
た
り
前
の

よ
う
に
認
め
て
い
た
天あ
ま
て
ら
す
お
お
み
か
み

照
大
神
が

日
本
の
総そ
う

氏う
じ

神が
み

で
あ
る
な
ら
、
国
祖

と
呼
ぶ
べ
き
偉
大
な
「
ク
ニ
ト
コ
タ

チ
」
の
「
ト3

の
教
え
」（
調
和
の
精

◉『秀
ホツマツタヱ

真伝』が、6500年前の真書である理由
書物としての『秀真伝』編纂は1 ～ 3世紀のことです。初代大物主クシヒコが記した古記を

下敷きに、右大臣クシミカタマが口伝で受け継がれてきた古代の記憶を初めて文字にまとめ（1
～ 27アヤ）、のちに景行天皇の時代にオオタタネコが補筆（28 ～ 40アヤ）して全40アヤ（章）
が完成しました。

しかし重要なのは「いつ文字化されたか」ではなく、「そこに何が記されているか」です。
『秀真伝』に刻まれた神々の歴史――大噴火、海の満ち引き、富士山の山体崩壊、気候の寒冷
化――は、現代の地質学・気候学が突き止めた縄文時代の環境激変のタイムラインと、恐ろし
いほどの正確さで一致しています。

時期 地質・気候の実証データ 秀真伝の記述
約7300年前 アカホヤ大噴火 歴史の幕開け背景
約6500年前 縄文海進の頂点 3代トヨクンヌ、人の姿として本格的な国造り開始
約5600年前 富士山の大規模山体崩壊 4代ウヒチニ（越前）、統治者の時代

5代オオトノチの時代
約4200年前 急激な寒冷化 6代オモタルの時代、淡海安曇川の中州に中柱（宮建立）
約3000～2300年前 晩期寒冷化・稲作移行 7代イザナギ・イザナミが淡海で水田稲作を始動

約7300年前のアカホヤ大噴火により九州が壊滅し、縄文海進が頂点に達した約6500年前の過
酷な統治。約5600年前の富士山大規模山体崩壊。そして約4200年前の急激な寒冷化と社会的混乱。
さらに7代イザナギ・イザナミが「アワのうた」で民の言葉を正し、近江（琵琶湖周辺）で水田
稲作を本格始動させた縄文晩期の記録まで――すべてが科学データと符合するのです。

後世の人間が頭の中で作り上げた創作であれば、これほどの一致はあり得ません。『秀真伝』
は、約6500年前から日本列島に生きた先祖たちが実際に体験した地球規模の記憶を、一寸の狂
いもなく口伝し続けた「本物の歴史書（真書）」なのです。

神
）
と
は
何
か
。
そ
れ
が
今
も
、
私
た
ち
の
日
常
の
言
葉
や
習
慣
の
中
に
生
き
て
い
る
こ
と
に
気
づ
い
て
い
た
だ
け
る

は
ず
で
す
。

そ
し
て
三
つ
目
の
扉
が
、
最
も
驚
く
べ
き
奇
跡
で
す
。
６
５
０
０
年
前
の
哲
学
が
「
音
（
言
霊
）」
と
「
文
字
（
形

霊
）」
と
し
て
今
も
私
た
ち
の
細
胞
に
宿
っ
て
お
り
、空
海
の
教
え
の
「
真
言
（
古
代
イ
ン
ド
の
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
）」

と
同
様
に
声
に
出
す
だ
け
で
心
と
体
が
整
う
「
言
霊
」。
そ
の
実
践
の
力
「
ア
ワ
の
う
た
」（
本
書
の
44
ペ
ー
ジ
の
表
を
ご
参

照
く
だ
さ
い
）
を
お
伝
え
し
ま
す
。

ど
う
か
難
し
く
考
え
ず
に
、
古
代
か
ら
届
い
た
「
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
」
の
扉
を
一
つ
ひ
と
つ
開
け
る
よ
う
な
気
持
ち

で
、
現
代
人
の
99
％
の
人
が
知
ら
な
い
衝
撃
の
事
実
『
秀ホ
ツ
マ
ツ
タ
ヱ

真
伝
』
の
世
界
に
触
れ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

●
４
０
０
万
年
前
の
古
代
湖
「
琵
琶
湖
（
高
島
）」
で
発
見
さ
れ
た
奇
跡
の
古
文
書

琵
琶
湖
が
「
４
０
０
万
年
前
の
古
代
湖
」
と
呼
ば
れ
る
こ
と
は
、
滋
賀
県
に
暮
ら
す
人
々
に
は
馴
染
み
深
い
事
実
で

す
。
し
か
し
、
世
界
の
学
術
界
に
お
い
て
そ
の
意
味
が
ど
れ
ほ
ど
特
別
な
も
の
か
、
あ
ら
た
め
て
思
い
を
馳は

せ
る
と
き
、

私
は
驚
き
を
隠
し
き
れ
ま
せ
ん
。

地
球
上
で
「
古
代
湖
」
と
認
定
さ
れ
て
い
る
湖
は
、
約
20
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
第
１
位
が
ロ
シ
ア
の
「
バ
イ
カ

ル
湖
」
第
２
位
は
ア
フ
リ
カ
の
「
タ
ン
ガ
ニ
ー
カ
湖
」。
そ
し
て
、
第
３
位
は
私
た
ち
の
「
琵
琶
湖
」
で
す
。
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。
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し
か
も
、
世
界
の
学
術
界
が
琵
琶
湖
に
注
ぐ
眼
差
し
は
、「
た
だ
古
い
」
と
い
う
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。「
ビ
ワ
コ

オ
オ
ナ
マ
ズ
」
や
「
ニ
ゴ
ロ
ブ
ナ
」
な
ど
、
60
種
を
超
え
る
固
有
種
の
進
化
を
解
明
す
る
「
進
化
の
展
覧
会
場
」
な
の

で
す
。
そ
し
て
湖
底
に
眠
る
縄
文
時
代
か
ら
の
１
０
０
以
上
の
水
中
遺
跡
を
擁
す
る
「
水
中
考
古
学
の
宝
庫
」
と
し
て
、

過
去
（
地
質
・
進
化
）・
現
在
（
環
境
保
全
）・
未
来
（
持
続
可
能
な
共
生
）
の
す
べ
て
で
、「
国
際
湖
沼
会
議
」
が
「
環

境
再
生
の
世
界
的
モ
デ
ル
」
と
称
え
る
聖
地
で
も
あ
る
の
で
す
。

そ
ん
な
奇
跡
の
琵
琶
湖
に
面
す
る
「
高
島
」
で
、
も
う
一
つ
の
奇
跡
が
静
か
に
息
づ
い
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
が
、
こ

の
地
で
発
見
さ
れ
た
古
文
書
『
秀ホ
ツ
マ
ツ
タ
ヱ

真
伝
』
と
の
運
命
的
な
出
会
い
で
し
た
。

約
１
５
０
０
年
前
の
仏
教
と
い
う
体
系
に
出
会
う
前
、
私
た
ち
日
本
人
の
内
側
に
は
、
一
体
何
が
流
れ
て
い
た
の
か
。

数
万
年
と
い
う
歳
月
を
こ
の
小
さ
な
島
国
で
生
き
て
き
た
先
祖
た
ち
は
、
何
を
見
つ
め
、
何
に
祈
り
を
捧
げ
て
い
た
の

か
。
そ
の
源
流
を
辿
っ
た
先
に
あ
っ
た
の
が
、『
秀ホ
ツ
マ
ツ
タ
ヱ

真
伝
』
だ
っ
た
の
で
す
。

こ
の
古
文
書
は
、ま
る
で
自
ら
意
志
を
持
っ
て
い
る
か
の
よ
う
に
、現
代
の
「
光
」
の
中
へ
と
這
い
出
し
て
き
ま
し
た
。

す
べ
て
の
始
ま
り
は
、
１
９
６
６
年
の
あ
る
偶
然
の
「
出
会
い
」
で
し
た
。
出
版
社
の
編
集
長
だ
っ
た
松
本
善
之
助
氏

が
、
東
京
神
田
の
古
書
店
で
埃ほ
こ
り

に
ま
み
れ
た
写
本
の
一
部
を
偶
然
手
に
取
っ
た
の
で
す
。
そ
こ
に
記
さ
れ
て
い
た
の
は
、

見
た
こ
と
も
な
い
幾
何
学
的
な
文
字
の
羅
列
で
し
た
。「
こ
れ
は
記
号
か
？ 

い
や
、
文
字
だ
」
─
─
そ
の
瞬
間
、
松
本

氏
の
指
先
に
走
っ
た
電
撃
が
、
歴
史
の
闇
に
沈
ん
で
い
た
巨
大
な
パ
ズ
ル
を
動
か
し
始
め
ま
し
た
。

全
体
像
を
求
め
て
奔
走
す
る
松
本
氏
は
、
写
本
の
記
述
に
導
か
れ
る
よ
う
に
し
て
、
琵
琶
湖
の
西
エ
リ
ア
・
滋
賀
県

高
島
郡
（
現
在
の
高
島
市
）
へ
と
辿
り
着
き
ま
す
。
そ
し
て
つ
い
に
奇
跡
が
起
き
ま
し
た
。
旧
家
の
尽
力
も
あ
り
安
曇

川
町
に
あ
る
日
吉
神
社
の
、
ひ
っ
そ
り
と
し
た
神み

輿こ
し

蔵ぐ
ら

の
奥
底
か
ら
、『
秀ホ
ツ
マ
ツ
タ
ヱ

真
伝
』
の
全
巻
に
及
ぶ
写
本
が
完
全
な
形

で
姿
を
現
し
た
の
で
す
。
一
人
の
先
祖
が
心
血
を
注
い
で
漢
訳
を
完
成
さ
せ
、
神
へ
と
奉
納
し
た
と
い
う
魂
の
記
録
で

し
た
。そ
う
、奇
跡
の
扉
が
開
い
た
場
所
こ
そ
、江
州
山
千
光
寺
が
運
命
の
糸
に
引
か
れ
る
よ
う
に
導
か
れ
た
、こ
こ「
高

島
」
の
地
だ
っ
た
の
で
す
。
松
本
氏
を
導
い
た
「
見
え
な
い
糸
」
は
、
空
海
の
引
き
寄
せ
の
「
力
」
に
よ
り
、
私
を
こ

の
地
へ
呼
び
続
け
て
い
た
糸
と
同
じ
も
の
で
は
な
い
か
─
─
そ
う
思
っ
た
瞬
間
、
こ
れ
は
偶
然
で
は
な
い
と
い
う
確
信

が
生
ま
れ
ま
し
た
。

松
本
氏
が
最
初
に
手
に
し
た
写
本
に
は
、
は
っ
き
り
と
左
肩
に
「
秀ホ
ツ
マ
ツ
タ
ヱ

真
伝
」、
右
肩
に
「
近
江
国
高
島
郡
産さ
ん

所じ
ょ

村む
ら

三み

尾お

神じ
ん

社じ
ゃ

神
宝
」
と
い
う
文
字
が
刻
ま
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
「
産さ
ん

所じ
ょ

村む
ら

」
と
は
、

継け
い

体た
い

天て
ん

皇の
う

の
母
・
振ふ
り

媛ひ
め

が
三
つ
子
を
出
産
し
た
と
い
う
伝
説
が
残
る
、
命
の

息
吹
が
満
ち
る
場
所
。
こ
の
三
尾
神
社
（
現
在
の
水み

尾お

神
社
）
の
境
内
に
は
、

「
当
社
に
は
神
代
文
字
書
『
秀ホ
ツ
マ
ツ
タ
ヱ

真
伝
』
40
巻
が
伝
わ
り
ま
し
た
」
と
い
う
、
歴

史
の
証
言
が
今
も
誇
り
高
く
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

実
は
、『
秀ホ
ツ
マ
ツ
タ
ヱ

真
伝
』
は
長
年
「
偽
書
」
の
レ
ッ
テ
ル
を
貼
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

「
記
紀
」
の
時
代
は
母
音
が
８
つ
だ
っ
た
の
に
、
こ
の
書
は
現
代
と
同
じ
５
母

音
で
書
か
れ
て
い
る
─
─
そ
れ
が
主
な
根
拠
で
し
た
。
し
か
し
、
１
９
７
０

年
代
以
降
の
言
語
学
研
究
が
進
む
と
「
８
母
音
は
渡
来
人
が
も
た
ら
し
た
一

時
的
な
変
化
だ
っ
た
」
と
い
う
説
が
有
力
と
な
り
、
今
や
偽
書
説
の
土
台
は

『秀真伝』全巻の写本が発見（1966年・平成4年）された
日吉神社の神輿蔵
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し
か
も
、
世
界
の
学
術
界
が
琵
琶
湖
に
注
ぐ
眼
差
し
は
、「
た
だ
古
い
」
と
い
う
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。「
ビ
ワ
コ

オ
オ
ナ
マ
ズ
」
や
「
ニ
ゴ
ロ
ブ
ナ
」
な
ど
、
60
種
を
超
え
る
固
有
種
の
進
化
を
解
明
す
る
「
進
化
の
展
覧
会
場
」
な
の

で
す
。
そ
し
て
湖
底
に
眠
る
縄
文
時
代
か
ら
の
１
０
０
以
上
の
水
中
遺
跡
を
擁
す
る
「
水
中
考
古
学
の
宝
庫
」
と
し
て
、

過
去
（
地
質
・
進
化
）・
現
在
（
環
境
保
全
）・
未
来
（
持
続
可
能
な
共
生
）
の
す
べ
て
で
、「
国
際
湖
沼
会
議
」
が
「
環

境
再
生
の
世
界
的
モ
デ
ル
」
と
称
え
る
聖
地
で
も
あ
る
の
で
す
。

そ
ん
な
奇
跡
の
琵
琶
湖
に
面
す
る
「
高
島
」
で
、
も
う
一
つ
の
奇
跡
が
静
か
に
息
づ
い
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
が
、
こ

の
地
で
発
見
さ
れ
た
古
文
書
『
秀ホ
ツ
マ
ツ
タ
ヱ

真
伝
』
と
の
運
命
的
な
出
会
い
で
し
た
。

約
１
５
０
０
年
前
の
仏
教
と
い
う
体
系
に
出
会
う
前
、
私
た
ち
日
本
人
の
内
側
に
は
、
一
体
何
が
流
れ
て
い
た
の
か
。

数
万
年
と
い
う
歳
月
を
こ
の
小
さ
な
島
国
で
生
き
て
き
た
先
祖
た
ち
は
、
何
を
見
つ
め
、
何
に
祈
り
を
捧
げ
て
い
た
の

か
。
そ
の
源
流
を
辿
っ
た
先
に
あ
っ
た
の
が
、『
秀ホ
ツ
マ
ツ
タ
ヱ

真
伝
』
だ
っ
た
の
で
す
。

こ
の
古
文
書
は
、ま
る
で
自
ら
意
志
を
持
っ
て
い
る
か
の
よ
う
に
、現
代
の
「
光
」
の
中
へ
と
這
い
出
し
て
き
ま
し
た
。

す
べ
て
の
始
ま
り
は
、
１
９
６
６
年
の
あ
る
偶
然
の
「
出
会
い
」
で
し
た
。
出
版
社
の
編
集
長
だ
っ
た
松
本
善
之
助
氏

が
、
東
京
神
田
の
古
書
店
で
埃ほ
こ
り

に
ま
み
れ
た
写
本
の
一
部
を
偶
然
手
に
取
っ
た
の
で
す
。
そ
こ
に
記
さ
れ
て
い
た
の
は
、

見
た
こ
と
も
な
い
幾
何
学
的
な
文
字
の
羅
列
で
し
た
。「
こ
れ
は
記
号
か
？ 

い
や
、
文
字
だ
」
─
─
そ
の
瞬
間
、
松
本

氏
の
指
先
に
走
っ
た
電
撃
が
、
歴
史
の
闇
に
沈
ん
で
い
た
巨
大
な
パ
ズ
ル
を
動
か
し
始
め
ま
し
た
。

全
体
像
を
求
め
て
奔
走
す
る
松
本
氏
は
、
写
本
の
記
述
に
導
か
れ
る
よ
う
に
し
て
、
琵
琶
湖
の
西
エ
リ
ア
・
滋
賀
県

高
島
郡
（
現
在
の
高
島
市
）
へ
と
辿
り
着
き
ま
す
。
そ
し
て
つ
い
に
奇
跡
が
起
き
ま
し
た
。
旧
家
の
尽
力
も
あ
り
安
曇

川
町
に
あ
る
日
吉
神
社
の
、
ひ
っ
そ
り
と
し
た
神み

輿こ
し

蔵ぐ
ら

の
奥
底
か
ら
、『
秀ホ
ツ
マ
ツ
タ
ヱ

真
伝
』
の
全
巻
に
及
ぶ
写
本
が
完
全
な
形

で
姿
を
現
し
た
の
で
す
。
一
人
の
先
祖
が
心
血
を
注
い
で
漢
訳
を
完
成
さ
せ
、
神
へ
と
奉
納
し
た
と
い
う
魂
の
記
録
で

し
た
。そ
う
、奇
跡
の
扉
が
開
い
た
場
所
こ
そ
、江
州
山
千
光
寺
が
運
命
の
糸
に
引
か
れ
る
よ
う
に
導
か
れ
た
、こ
こ「
高

島
」
の
地
だ
っ
た
の
で
す
。
松
本
氏
を
導
い
た
「
見
え
な
い
糸
」
は
、
空
海
の
引
き
寄
せ
の
「
力
」
に
よ
り
、
私
を
こ

の
地
へ
呼
び
続
け
て
い
た
糸
と
同
じ
も
の
で
は
な
い
か
─
─
そ
う
思
っ
た
瞬
間
、
こ
れ
は
偶
然
で
は
な
い
と
い
う
確
信

が
生
ま
れ
ま
し
た
。

松
本
氏
が
最
初
に
手
に
し
た
写
本
に
は
、
は
っ
き
り
と
左
肩
に
「
秀ホ
ツ
マ
ツ
タ
ヱ

真
伝
」、
右
肩
に
「
近
江
国
高
島
郡
産さ
ん

所じ
ょ

村む
ら

三み

尾お

神じ
ん

社じ
ゃ

神
宝
」
と
い
う
文
字
が
刻
ま
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
「
産さ
ん

所じ
ょ

村む
ら

」
と
は
、

継け
い

体た
い

天て
ん

皇の
う

の
母
・
振ふ
り

媛ひ
め

が
三
つ
子
を
出
産
し
た
と
い
う
伝
説
が
残
る
、
命
の

息
吹
が
満
ち
る
場
所
。
こ
の
三
尾
神
社
（
現
在
の
水み

尾お

神
社
）
の
境
内
に
は
、

「
当
社
に
は
神
代
文
字
書
『
秀ホ
ツ
マ
ツ
タ
ヱ

真
伝
』
40
巻
が
伝
わ
り
ま
し
た
」
と
い
う
、
歴

史
の
証
言
が
今
も
誇
り
高
く
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

実
は
、『
秀ホ
ツ
マ
ツ
タ
ヱ

真
伝
』
は
長
年
「
偽
書
」
の
レ
ッ
テ
ル
を
貼
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

「
記
紀
」
の
時
代
は
母
音
が
８
つ
だ
っ
た
の
に
、
こ
の
書
は
現
代
と
同
じ
５
母

音
で
書
か
れ
て
い
る
─
─
そ
れ
が
主
な
根
拠
で
し
た
。
し
か
し
、
１
９
７
０

年
代
以
降
の
言
語
学
研
究
が
進
む
と
「
８
母
音
は
渡
来
人
が
も
た
ら
し
た
一

時
的
な
変
化
だ
っ
た
」
と
い
う
説
が
有
力
と
な
り
、
今
や
偽
書
説
の
土
台
は

『秀真伝』全巻の写本が発見（1966年・平成4年）された
日吉神社の神輿蔵
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大
き
く
揺
ら
い
で
い
ま
す
。
そ
う
し
た
疑
い
は
次
第
に
説
得
力
を
失
っ
て
い
く

一
方
で
、
む
し
ろ
『
秀ホ
ツ
マ
ツ
タ
ヱ

真
伝
』
こ
そ
が
真
実
を
伝
え
る
貴
重
な
古
文
書
だ
と
、

そ
の
歴
史
的
価
値
を
支
持
す
る
研
究
者
が
着
実
に
増
え
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、「
本
物
か
ど
う
か
」
と
い
う
問
い
に
対
す
る
答
え
は
、
現
代
の
学

者
よ
り
も
ず
っ
と
前
か
ら
、
静
か
に
届
い
て
い
ま
し
た
。

江
戸
時
代
中
期
、
滋
賀
県
大
津
市
に
建
つ
天
台
宗
の
名
刹
「
三み

井い

寺で
ら

（
園
城

寺
）」
の
住
職
で
あ
っ
た
学
匠
「
敬け
い

光こ
う

」
は
、当
時
知
ら
れ
て
い
た
阿あ

比ひ

留る

文
字
・

豊と
よ

国く
に

文
字
を
は
じ
め
と
す
る
様
々
な
神
代
文
字
を
丹
念
に
比
較
検
証
し
た
大
著

『
和わ

字じ

考こ
う

』（
１
７
９
３
年
）
を
著
し
ま
し
た
。

空
海
と
同
じ
く
遣け
ん

唐と
う

使し

と
し
て
唐
（
中
国
）
に
渡
っ
た
「
最さ

い

澄ち
ょ
う

（
７
６
７
年

～
８
２
２
年
）」
を
宗
祖
と
す
る
、
密
教
と
も
深
い
縁
を
持
つ
天
台
宗
の
高
僧
が
、
宗
派
の
枠
を
超
え
て
「
日
本
に
漢

字
以
前
の
文
字
は
存
在
し
た
の
か
」
と
い
う
問
い
に
正
面
か
ら
向
き
合
い
、
学
術
的
な
仕
事
と
し
て
後
世
に
残
し
た
貴

重
な
証
言
で
す
。
そ
の
研
究
の
中
で
特
別
に
取
り
上
げ
た
文
字
の
一
つ
が
、「
ヲ
シ
テ
文
字
」
で
し
た
。

「
他
の
神か
み

代よ

文
字
と
は
何
か
が
違
う
」
─
─
「
敬け
い

光こ
う

」
が
そ
う
感
じ
た
理
由
は
、
ヲ
シ
テ
文
字
に
は
、
宇
宙
の
理
こ
と
わ
り

を

体
系
的
に
表
現
す
る
内
的
な
一
貫
性
が
あ
り
、
密
教
の
思
想
と
深
く
共
鳴
す
る
構
造
が
そ
の
形
の
中
に
息
づ
い
て
い
た

か
ら
で
す
。

三
井
寺
は
、『
秀ホ
ツ
マ
ツ
タ
ヱ

真
伝
』
が
守
ら
れ
続
け
た
高
島
の
あ
る
近
江
の
地
と
同
じ
滋
賀
の
大
地
に
立
つ
古
刹
で
す
。
現
代

の
学
術
論
争
よ
り
昔
か
ら
、「
ヲ
シ
テ
文
字
」
の
真
正
性
へ
の
問
い
は
、
こ
の
琵
琶
湖
の
あ
る
近
江
国
と
い
う
土
地
で

始
ま
っ
て
い
た
の
で
す
。

し
か
し
私
に
と
っ
て
、
そ
の
確
信
の
根
拠
は
学
術
論
争
よ
り
も
、
も
っ
と
直
接
的
な
と
こ
ろ
か
ら
や
っ
て
き
た
の
で

す
。
こ
の
『
秀ホ
ツ
マ
ツ
タ
ヱ

真
伝
』
を
初
め
て
読
ん
だ
と
き
、
強
く
感
じ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
私
の
「
こ
れ
は
本
物
だ
」
と

い
う
直
感
で
す
。
な
ぜ
か
と
問
わ
れ
て
も
、
論
拠
を
一
つ
ひ
と
つ
挙
げ
る
こ
と
は
５
年
前
の
私
に
は
難
し
い
。
し
か
し

確
信
に
は
、
理
屈
を
超
え
た
と
こ
ろ
で
生
ま
れ
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
直
感
を
後
か
ら
裏
付
け
て
く
れ
た
出
来
事

の
一
つ
が
、
縄
文
時
代
の
「
三
内
丸
山
遺
跡
（
青
森
県
）」
の
発
掘
で
し
た
。

１
９
９
７
年
３
月
に
は
国
の
特
別
史
跡
に
指
定
さ
れ
た
縄
文
時
代
前
期

（
５
９
０
０
～
４
２
０
０
年
前
）
の
大
規
模
集
落
跡
地
の
「
三
内
丸
山
遺
跡
」

の
調
査
で
は
、
縄
文
時
代
の
人
々
が
想
像
を
遥
か
に
超
え
る
豊
か
な
暮
ら
し

を
営
ん
で
い
た
「
縄
文
文
明
」
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま

し
た
。
六
本
柱
の
大
型
建
造
物
、
長
距
離
交
易
の
痕
跡
、
精
巧
な
土
偶
の
数
々
。

学
校
の
教
科
書
で
学
ん
だ
「
縄
文
人
は
未
開
人
だ
っ
た
」
と
い
う
常
識
が
根

底
か
ら
覆
さ
れ
、「
縄
文
文
明
」
と
し
て
の
認
識
を
新
た
に
し
た
の
で
す
。
そ

し
て
そ
の
暮
ら
し
ぶ
り
の
詳
細
が
、『
秀ホ
ツ
マ
ツ
タ
ヱ

真
伝
』
に
記
さ
れ
て
い
た
内
容
と
見

事
に
重
な
っ
て
い
ま
し
た
。
６
５
０
０
年
も
前
に
こ
の
書
物
に
書
か
れ
て
い

た
こ
と
が
、
現
代
の
発
掘
に
よ
っ
て
次
々
と
事
実
と
し
て
確
認
さ
れ
る
。
こ

江州山千光寺境内の枯山水と「ヲシテ文字」 「秀真伝」が発見（1830年・天保元年）された三尾神社
（現在の水尾神社）
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大
き
く
揺
ら
い
で
い
ま
す
。
そ
う
し
た
疑
い
は
次
第
に
説
得
力
を
失
っ
て
い
く

一
方
で
、
む
し
ろ
『
秀ホ
ツ
マ
ツ
タ
ヱ

真
伝
』
こ
そ
が
真
実
を
伝
え
る
貴
重
な
古
文
書
だ
と
、

そ
の
歴
史
的
価
値
を
支
持
す
る
研
究
者
が
着
実
に
増
え
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、「
本
物
か
ど
う
か
」
と
い
う
問
い
に
対
す
る
答
え
は
、
現
代
の
学

者
よ
り
も
ず
っ
と
前
か
ら
、
静
か
に
届
い
て
い
ま
し
た
。

江
戸
時
代
中
期
、
滋
賀
県
大
津
市
に
建
つ
天
台
宗
の
名
刹
「
三み

井い

寺で
ら

（
園
城

寺
）」
の
住
職
で
あ
っ
た
学
匠
「
敬け
い

光こ
う

」
は
、当
時
知
ら
れ
て
い
た
阿あ

比ひ

留る

文
字
・

豊と
よ

国く
に

文
字
を
は
じ
め
と
す
る
様
々
な
神
代
文
字
を
丹
念
に
比
較
検
証
し
た
大
著

『
和わ

字じ

考こ
う

』（
１
７
９
３
年
）
を
著
し
ま
し
た
。

空
海
と
同
じ
く
遣け
ん

唐と
う

使し

と
し
て
唐
（
中
国
）
に
渡
っ
た
「
最さ

い

澄ち
ょ
う

（
７
６
７
年

～
８
２
２
年
）」
を
宗
祖
と
す
る
、
密
教
と
も
深
い
縁
を
持
つ
天
台
宗
の
高
僧
が
、
宗
派
の
枠
を
超
え
て
「
日
本
に
漢

字
以
前
の
文
字
は
存
在
し
た
の
か
」
と
い
う
問
い
に
正
面
か
ら
向
き
合
い
、
学
術
的
な
仕
事
と
し
て
後
世
に
残
し
た
貴

重
な
証
言
で
す
。
そ
の
研
究
の
中
で
特
別
に
取
り
上
げ
た
文
字
の
一
つ
が
、「
ヲ
シ
テ
文
字
」
で
し
た
。

「
他
の
神か
み

代よ

文
字
と
は
何
か
が
違
う
」
─
─
「
敬け
い

光こ
う

」
が
そ
う
感
じ
た
理
由
は
、
ヲ
シ
テ
文
字
に
は
、
宇
宙
の
理
こ
と
わ
り

を

体
系
的
に
表
現
す
る
内
的
な
一
貫
性
が
あ
り
、
密
教
の
思
想
と
深
く
共
鳴
す
る
構
造
が
そ
の
形
の
中
に
息
づ
い
て
い
た

か
ら
で
す
。

三
井
寺
は
、『
秀ホ
ツ
マ
ツ
タ
ヱ

真
伝
』
が
守
ら
れ
続
け
た
高
島
の
あ
る
近
江
の
地
と
同
じ
滋
賀
の
大
地
に
立
つ
古
刹
で
す
。
現
代

の
学
術
論
争
よ
り
昔
か
ら
、「
ヲ
シ
テ
文
字
」
の
真
正
性
へ
の
問
い
は
、
こ
の
琵
琶
湖
の
あ
る
近
江
国
と
い
う
土
地
で

始
ま
っ
て
い
た
の
で
す
。

し
か
し
私
に
と
っ
て
、
そ
の
確
信
の
根
拠
は
学
術
論
争
よ
り
も
、
も
っ
と
直
接
的
な
と
こ
ろ
か
ら
や
っ
て
き
た
の
で

す
。
こ
の
『
秀ホ
ツ
マ
ツ
タ
ヱ

真
伝
』
を
初
め
て
読
ん
だ
と
き
、
強
く
感
じ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
私
の
「
こ
れ
は
本
物
だ
」
と

い
う
直
感
で
す
。
な
ぜ
か
と
問
わ
れ
て
も
、
論
拠
を
一
つ
ひ
と
つ
挙
げ
る
こ
と
は
５
年
前
の
私
に
は
難
し
い
。
し
か
し

確
信
に
は
、
理
屈
を
超
え
た
と
こ
ろ
で
生
ま
れ
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
直
感
を
後
か
ら
裏
付
け
て
く
れ
た
出
来
事

の
一
つ
が
、
縄
文
時
代
の
「
三
内
丸
山
遺
跡
（
青
森
県
）」
の
発
掘
で
し
た
。

１
９
９
７
年
３
月
に
は
国
の
特
別
史
跡
に
指
定
さ
れ
た
縄
文
時
代
前
期

（
５
９
０
０
～
４
２
０
０
年
前
）
の
大
規
模
集
落
跡
地
の
「
三
内
丸
山
遺
跡
」

の
調
査
で
は
、
縄
文
時
代
の
人
々
が
想
像
を
遥
か
に
超
え
る
豊
か
な
暮
ら
し

を
営
ん
で
い
た
「
縄
文
文
明
」
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま

し
た
。
六
本
柱
の
大
型
建
造
物
、
長
距
離
交
易
の
痕
跡
、
精
巧
な
土
偶
の
数
々
。

学
校
の
教
科
書
で
学
ん
だ
「
縄
文
人
は
未
開
人
だ
っ
た
」
と
い
う
常
識
が
根

底
か
ら
覆
さ
れ
、「
縄
文
文
明
」
と
し
て
の
認
識
を
新
た
に
し
た
の
で
す
。
そ

し
て
そ
の
暮
ら
し
ぶ
り
の
詳
細
が
、『
秀ホ
ツ
マ
ツ
タ
ヱ

真
伝
』
に
記
さ
れ
て
い
た
内
容
と
見

事
に
重
な
っ
て
い
ま
し
た
。
６
５
０
０
年
も
前
に
こ
の
書
物
に
書
か
れ
て
い

た
こ
と
が
、
現
代
の
発
掘
に
よ
っ
て
次
々
と
事
実
と
し
て
確
認
さ
れ
る
。
こ

江州山千光寺境内の枯山水と「ヲシテ文字」 「秀真伝」が発見（1830年・天保元年）された三尾神社
（現在の水尾神社）
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の
符
合
を
「
偶
然
」
と
片
付
け
る
に
は
、
あ
ま
り
に
鮮
や
か
す
ぎ
ま
す
。

さ
ら
に
驚
く
べ
き
「
一
致
」
が
、
別
の
発
掘
現
場
で
も
待
っ
て
い
ま
し
た
。『
秀ホ
ツ
マ
ツ
タ
ヱ

真
伝
』
に
記
さ
れ
た
「
39
個
の
銅ど

う

鐸た
く

を
紐
で
ま
と
め
て
埋
め
よ
」
と
い
う
一
節
で
す
。
１
９
９
６
年
の
「
加
茂
岩
倉
遺
跡
（
島
根
県
）」
か
ら
、
ま
さ
に

こ
の
記
述
を
証
明
す
る
か
の
よ
う
に
銅
鐸
39
個
が
ほ
ぼ
重
な
り
合
っ
た
状
態
で
発
掘
さ
れ
た
の
で
す
。
も
ち
ろ
ん
学
術

的
な
議
論
を
待
つ
必
要
が
あ
る
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、『
秀ホ
ツ
マ
ツ
タ
ヱ

真
伝
』
の
圧
倒
的
な
「
世
界
観
」
と
「
精
神
性
」
は
、
こ

う
し
た
ロ
マ
ン
溢
れ
る
考
古
学
の
発
見
と
も
呼
応
し
な
が
ら
、
今
、
静
か
に
私
た
ち
の
魂
を
揺
さ
ぶ
り
「
本
物
」
と
扱

わ
れ
始
め
て
い
ま
す
。

私
の
心
を
最
も
深
く
打
っ
た
の
は
、
こ
う
し
た
考
古
学
の
符
合
以
上
に
、
長
年
の
「
歴
史
の
謎
」
が
解
け
た
瞬
間
で

し
た
。「
記
紀
」
に
は
、
日
本
建
国
の
中
心
人
物
「
大
物
主
（
オ
オ
モ
ノ
ヌ
シ
）」
は
一
人
の
人
間
と
し
て
は
到
底
不
自

然
な
ほ
ど
の
長
寿
と
し
て
描
か
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
矛
盾
が
『
秀ホ
ツ
マ
ツ
タ
ヱ

真
伝
』
を
開
い
た
途
端
、ス
ッ
と
溶
け
ま
し
た
。「
大

物
主
」
と
は
個
人
名
で
は
な
く
、
現
代
で
い
う
総
理
大
臣
の
よ
う
な
代
々
受
け
継
が
れ
る
役
職
名
だ
っ
た
の
で
す
。
そ

の
一
語
で
、
数
世
代
に
わ
た
る
功
績
を
一
人
の
人
物
に
圧
縮
し
た
こ
と
で
生
じ
た
歴
史
の
歪
み
が
一
気
に
霧
が
晴
れ
る

よ
う
に
整
っ
て
い
き
ま
し
た
。
な
ぜ
こ
れ
ほ
ど
の
真
実
が
長
く
伏
せ
ら
れ
て
き
た
の
か
。
そ
の
と
き
私
の
腹
の
底
に
ス

ト
ン
と
落
ち
た
も
の
こ
そ
、
歴
史
の
深
層
に
触
れ
た
確
か
な
手
応
え
で
し
た
。

こ
の
壮
大
な
『
秀ホ
ツ
マ
ツ
タ
ヱ

真
伝
』
を
編へ
ん

纂さ
ん

し
、
後
世
へ
と
託
し
た
一
人
の
男
が
い
ま
す
。
第
12
代
景け
い

行こ
う

天
皇
の
時
代
、
三み

輪わ

山や
ま

（
奈
良
県
桜
井
市
）
に
あ
る
大お
お

神み
わ

神
社
の
祭
神
・
大お
お

物も
の

主ぬ
し

の
末
裔
で
あ
り
疫
病
を
鎮
め
た
英
雄
と
し
て
も
知
ら
れ

る
、
三み
わ
の
お
み

輪
臣
の
大
田
田
根
子
（
オ
オ
タ
タ
ネ
コ
）
で
す
。
彼
が
、「
指
導
者
が
い
か
に
あ
る
べ
き
か
」「
人
が
い
か
に
幸

せ
に
生
き
る
べ
き
か
」
と
い
う
、
日
本
人
が
守
る
べ
き
不
変
の
道
を
後
世
に
伝
え
る
べ
く
『
秀ホ
ツ
マ
ツ
タ
ヱ

真
伝
』
を
編
纂
し
た

か
ら
こ
そ
、
私
た
ち
現
代
人
が
古
代
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
、
ま
た
次
世
代
へ
と
繋
い
で
い
く
こ

と
が
で
き
る
の
で
す
。

こ
の
高
島
の
地
で
発
見
さ
れ
た
『
秀ホ
ツ
マ
ツ
タ
ヱ

真
伝
』
を
、
私
は
実
際
に
こ
の
目
で
確
か
め
る
機
会
を
得
て
、
吸
い
寄
せ
ら

れ
る
よ
う
に
写
本
の
前
に
立
ち
ま
し
た
。
震
え
る
指
先
で
、
長
い
眠
り
か
ら
覚
め
た
そ
の
書
物
に
触
れ
ま
し
た
。
古
び

た
紙
が
放
つ
、
し
ん
と
冷
え
て
い
な
が
ら
も
、
ど
こ
か
掌
て
の
ひ
ら

に
吸
い
付
く
よ
う
な
温
か
い
質
感
。
そ
こ
に
並
ん
で
い
た

の
は
、
五
七
調
の
調
べ
に
乗
っ
て
、
清
ら
か
な
「
う
た
」
の
よ
う
に
舞
い
踊
る
文
字
で
し
た
。
ま
る
で
呼
吸
を
し
て
い

る
か
の
よ
う
に
、
紙
の
上
で
躍
動
し
て
見
え
た
の
で
す
。

私
は
、
一
人
の
僧
侶
と
し
て
、
空
海
が
持
ち
帰
っ
た
経
典
や
、
数
々
の
古

文
書
に
こ
れ
ま
で
触
れ
て
き
ま
し
た
が
、
こ
の
『
秀ホ
ツ
マ
ツ
タ
ヱ

真
伝
』
が
放
つ
エ
ネ
ル

ギ
ー
は
、
そ
れ
ら
と
は
ま
っ
た
く
異
質
で
、
も
っ
と
生
命
の
根
源
に
近
い
何

か
だ
っ
た
の
で
す
。
ペ
ー
ジ
を
め
く
っ
た
瞬
間
、
視
界
が
真
っ
白
に
な
る
ほ

ど
の
衝
撃
が
走
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
霧
の
向
こ
う
に
隠
れ
た
遠
い
神
話
な

ど
で
は
な
く
、
驚
く
ほ
ど
鮮
明
な
１
万
４
０
０
０
年
前
の
古
代
第
２
次
「
縄

文
文
明
」
時
代
か
ら
の
「
日
本
人
の
真
の
営
み
」
そ
の
も
の
だ
っ
た
か
ら
で
す
。

古
書
店
で
の
最
初
の
写
本
の
一
部
と
の
出
会
い
、
高
島
の
神
輿
蔵
か
ら
完

『秀真伝（ホツマツタヱ）』写本の一葉
「天照皇太神御宇」「天孫瓊瓊杵尊」など、国土経営・天孫降臨に 

関わる記述が確認できる
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の
符
合
を
「
偶
然
」
と
片
付
け
る
に
は
、
あ
ま
り
に
鮮
や
か
す
ぎ
ま
す
。

さ
ら
に
驚
く
べ
き
「
一
致
」
が
、
別
の
発
掘
現
場
で
も
待
っ
て
い
ま
し
た
。『
秀ホ
ツ
マ
ツ
タ
ヱ

真
伝
』
に
記
さ
れ
た
「
39
個
の
銅ど

う

鐸た
く

を
紐
で
ま
と
め
て
埋
め
よ
」
と
い
う
一
節
で
す
。
１
９
９
６
年
の
「
加
茂
岩
倉
遺
跡
（
島
根
県
）」
か
ら
、
ま
さ
に

こ
の
記
述
を
証
明
す
る
か
の
よ
う
に
銅
鐸
39
個
が
ほ
ぼ
重
な
り
合
っ
た
状
態
で
発
掘
さ
れ
た
の
で
す
。
も
ち
ろ
ん
学
術

的
な
議
論
を
待
つ
必
要
が
あ
る
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、『
秀ホ
ツ
マ
ツ
タ
ヱ

真
伝
』
の
圧
倒
的
な
「
世
界
観
」
と
「
精
神
性
」
は
、
こ

う
し
た
ロ
マ
ン
溢
れ
る
考
古
学
の
発
見
と
も
呼
応
し
な
が
ら
、
今
、
静
か
に
私
た
ち
の
魂
を
揺
さ
ぶ
り
「
本
物
」
と
扱

わ
れ
始
め
て
い
ま
す
。

私
の
心
を
最
も
深
く
打
っ
た
の
は
、
こ
う
し
た
考
古
学
の
符
合
以
上
に
、
長
年
の
「
歴
史
の
謎
」
が
解
け
た
瞬
間
で

し
た
。「
記
紀
」
に
は
、
日
本
建
国
の
中
心
人
物
「
大
物
主
（
オ
オ
モ
ノ
ヌ
シ
）」
は
一
人
の
人
間
と
し
て
は
到
底
不
自

然
な
ほ
ど
の
長
寿
と
し
て
描
か
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
矛
盾
が
『
秀ホ
ツ
マ
ツ
タ
ヱ

真
伝
』
を
開
い
た
途
端
、ス
ッ
と
溶
け
ま
し
た
。「
大

物
主
」
と
は
個
人
名
で
は
な
く
、
現
代
で
い
う
総
理
大
臣
の
よ
う
な
代
々
受
け
継
が
れ
る
役
職
名
だ
っ
た
の
で
す
。
そ

の
一
語
で
、
数
世
代
に
わ
た
る
功
績
を
一
人
の
人
物
に
圧
縮
し
た
こ
と
で
生
じ
た
歴
史
の
歪
み
が
一
気
に
霧
が
晴
れ
る

よ
う
に
整
っ
て
い
き
ま
し
た
。
な
ぜ
こ
れ
ほ
ど
の
真
実
が
長
く
伏
せ
ら
れ
て
き
た
の
か
。
そ
の
と
き
私
の
腹
の
底
に
ス

ト
ン
と
落
ち
た
も
の
こ
そ
、
歴
史
の
深
層
に
触
れ
た
確
か
な
手
応
え
で
し
た
。

こ
の
壮
大
な
『
秀ホ
ツ
マ
ツ
タ
ヱ

真
伝
』
を
編へ
ん

纂さ
ん

し
、
後
世
へ
と
託
し
た
一
人
の
男
が
い
ま
す
。
第
12
代
景け
い

行こ
う

天
皇
の
時
代
、
三み

輪わ

山や
ま

（
奈
良
県
桜
井
市
）
に
あ
る
大お
お

神み
わ

神
社
の
祭
神
・
大お
お

物も
の

主ぬ
し

の
末
裔
で
あ
り
疫
病
を
鎮
め
た
英
雄
と
し
て
も
知
ら
れ

る
、
三み
わ
の
お
み

輪
臣
の
大
田
田
根
子
（
オ
オ
タ
タ
ネ
コ
）
で
す
。
彼
が
、「
指
導
者
が
い
か
に
あ
る
べ
き
か
」「
人
が
い
か
に
幸

せ
に
生
き
る
べ
き
か
」
と
い
う
、
日
本
人
が
守
る
べ
き
不
変
の
道
を
後
世
に
伝
え
る
べ
く
『
秀ホ
ツ
マ
ツ
タ
ヱ

真
伝
』
を
編
纂
し
た

か
ら
こ
そ
、
私
た
ち
現
代
人
が
古
代
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
、
ま
た
次
世
代
へ
と
繋
い
で
い
く
こ

と
が
で
き
る
の
で
す
。

こ
の
高
島
の
地
で
発
見
さ
れ
た
『
秀ホ
ツ
マ
ツ
タ
ヱ

真
伝
』
を
、
私
は
実
際
に
こ
の
目
で
確
か
め
る
機
会
を
得
て
、
吸
い
寄
せ
ら

れ
る
よ
う
に
写
本
の
前
に
立
ち
ま
し
た
。
震
え
る
指
先
で
、
長
い
眠
り
か
ら
覚
め
た
そ
の
書
物
に
触
れ
ま
し
た
。
古
び

た
紙
が
放
つ
、
し
ん
と
冷
え
て
い
な
が
ら
も
、
ど
こ
か
掌
て
の
ひ
ら

に
吸
い
付
く
よ
う
な
温
か
い
質
感
。
そ
こ
に
並
ん
で
い
た

の
は
、
五
七
調
の
調
べ
に
乗
っ
て
、
清
ら
か
な
「
う
た
」
の
よ
う
に
舞
い
踊
る
文
字
で
し
た
。
ま
る
で
呼
吸
を
し
て
い

る
か
の
よ
う
に
、
紙
の
上
で
躍
動
し
て
見
え
た
の
で
す
。

私
は
、
一
人
の
僧
侶
と
し
て
、
空
海
が
持
ち
帰
っ
た
経
典
や
、
数
々
の
古

文
書
に
こ
れ
ま
で
触
れ
て
き
ま
し
た
が
、
こ
の
『
秀ホ
ツ
マ
ツ
タ
ヱ

真
伝
』
が
放
つ
エ
ネ
ル

ギ
ー
は
、
そ
れ
ら
と
は
ま
っ
た
く
異
質
で
、
も
っ
と
生
命
の
根
源
に
近
い
何

か
だ
っ
た
の
で
す
。
ペ
ー
ジ
を
め
く
っ
た
瞬
間
、
視
界
が
真
っ
白
に
な
る
ほ

ど
の
衝
撃
が
走
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
霧
の
向
こ
う
に
隠
れ
た
遠
い
神
話
な

ど
で
は
な
く
、
驚
く
ほ
ど
鮮
明
な
１
万
４
０
０
０
年
前
の
古
代
第
２
次
「
縄

文
文
明
」
時
代
か
ら
の
「
日
本
人
の
真
の
営
み
」
そ
の
も
の
だ
っ
た
か
ら
で
す
。

古
書
店
で
の
最
初
の
写
本
の
一
部
と
の
出
会
い
、
高
島
の
神
輿
蔵
か
ら
完

『秀真伝（ホツマツタヱ）』写本の一葉
「天照皇太神御宇」「天孫瓊瓊杵尊」など、国土経営・天孫降臨に 
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璧
な
完
本
が
現
れ
た
と
い
う
発
見
の
ド
ラ
マ
─
─
し
か
し
、
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
事
実
が
も
う
一
つ
あ

り
ま
す
。
現
存
す
る
『
秀ホ
ツ
マ
ツ
タ
ヱ

真
伝
』
写
本
が
現
在
、
国
立
公
文
書
館
（
内
閣
文
庫
）
※
注 

に
所
蔵
さ
れ
て
い
ま

す
。
元
の
所
蔵
者
は
内
務
省
─
─
す
な
わ
ち
、
近
代
日
本
の
国
家
行
政
の
中
枢
に
あ
っ
た
機
関
が
こ
の
文
献

を
保
管
し
て
い
た
の
で
す
。
単
な
る
民
間
の
伝
承
文
書
や
偽
作
が
、
国
家
機
関
の
書
庫
に
収
め
ら
れ
る
こ
と

が
あ
る
で
し
ょ
う
か
。「
偽
書
」
と
い
う
烙
印
を
押
し
続
け
る
こ
と
の
難
し
さ
が
、
こ
の
一
事
実
だ
け
で
も
浮

か
び
上
が
り
ま
す
。
学
術
的
な
議
論
は
今
も
続
い
て
お
り
、
す
べ
て
が
解
明
さ
れ
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
な
が
ら
、
国
の
機
関
が
そ
の
保
管
を
判
断
し
た
書
物
を
、
私
た
ち
が
「
な
か
っ
た
も
の
」
と
し
て
見

過
ご
し
続
け
る
こ
と
も
、
ま
た
一
つ
の
歴
史
へ
の
不
誠
実
さ
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
真
実
と
い
う
も
の
は
、

ど
れ
ほ
ど
隠
さ
れ
よ
う
と
決
し
て
消
え
は
し
な
い
の
で
す
。

あ
な
た
が
信
じ
て
き
た
歴
史
の
隣
に
、
も
う
一
つ
の
視
点
を
置
い
て
み
て
く
だ
さ
い
。
す
る
と
、
こ
れ
ま

で
モ
ノ
ク
ロ
に
見
え
て
い
た
日
本
の
建
国
の
姿
が
、
急
に
鮮
や
か
な
色
彩
を
帯
び
て
カ
ラ
ー
動
画
の
よ
う
に

動
き
出
し
ま
す
。
効
率
や
合
理
性
に
追
わ
れ
る
日
常
か
ら
解
き
放
た
れ
、
自
ら
の
源
流
へ
と
立
ち
返
る
心
地

よ
い
旅
の
始
ま
り
。
忘
れ
か
け
て
い
た
心
の
潤
い
に
満
た
さ
れ
、
真
っ
さ
ら
な
朝
を
迎
え
る
よ
う
に
目
覚
め

て
い
く
の
で
す
。
何
千
年
も
前
か
ら
織
り
続
け
ら
れ
て
き
た
「
ア
ヤ
（
章
）」
の
そ
れ
ぞ
れ
の
輝
き
が
、
不
思

議
な
こ
と
に
あ
な
た
の
人
生
と
い
う
物
語
を
、
優
し
く
、
美
し
く
包
み
込
ん
で
く
れ
ま
す
。

私
た
ち
日
本
人
の
身
体
（
Ｄ
Ｎ
Ａ
）
そ
の
も
の
が
自
然
に
覚
え
て
い
る
「
懐
か
し
い
記
憶
」。
そ
れ
は
、
雨

の
匂
い
や
風
の
そ
よ
ぎ
に
神
聖
さ
を
感
じ
、
万
物
と
共
鳴
し
て
生
き
て
き
た
、
日
本
人
な
ら
誰
し
も
が
持
っ

て
い
る
「
魂
の
ふ
る
さ
と
」
の
感
覚
で
す
。『
秀ホ
ツ
マ
ツ
タ
ヱ

真
伝
』
に
は
、
そ
の
確
か
な
実
感
が
古
代
の
人
々
の
体
温
と
と
も
に

刻
ま
れ
て
い
る
の
で
す
。
そ
の
体
温
の
正
体
は
、
一
つ
の
言
葉
に
凝
縮
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
国
祖
と
も
呼
ぶ
べ
き
ク
ニ

ト
コ
タ
チ
の
「
ト
」
─
─
た
っ
た
一
音
、
そ
れ
が
「
ト3

の
教
え
」
で
す
。

●
日
本
人
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
に
刻
ま
れ
た
究
極
の
解
答
「
ト3

の
教
え
」
と
は
？

『
秀ホ
ツ
マ
ツ
タ
ヱ

真
伝
』
の
根
底
を
流
れ
る
の
は
、「
ト
ノ
オ
シ
エ
（
ト
の
教
え
）」
と
い
う
不
変
の
哲
学
で
す
。「
ト
」
と
い
う
音

は
古
代
、
非
常
に
シ
ン
プ
ル
な
「
＋
」
十
字
の
よ
う
な
形
で
描
か
れ
て
い
ま
し
た
（
本
書
37
ペ
ー
ジ
の
表
を
参
照
く
だ
さ
い
）。

縦
の
一
本
線
は
「
天
（
大
宇
宙
の
大
き
な
流
れ
）」、
横
の
一
本
線
は
「
地
（
私
た
ち
の
暮
ら
し
）」
を
表
し
て
い
ま
す
。

こ
の
縦
と
横
が
、
ど
こ
に
も
偏か
た
よ

ら
ず
、
ぴ
っ
た
り
と
重
な
り
合
う
「
真
ん
中
」
の
点
。
そ
れ
が
「
ト
」
で
あ
り
、
日
本

人
の
心
の
原
点
で
あ
る
「
調
和
」
を
意
味
し
て
い
ま
す
（
こ
の
不
思
議
な
「
ヲ
シ
テ
文
字
」
に
つ
い
て
は
、
後
ほ
ど
34

ペ
ー
ジ
で
詳
し
く
触
れ
ま
す
）。

こ
こ
で
重
要
な
の
は
、
横
の
一
本
線
、
す
な
わ
ち
「
地
」
を
司
つ
か
さ
ど

る
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
、
ヲ
シ
テ
文
字
で
は
「
オ
」
と

い
う
響
き
で
表
さ
れ
る
こ
と
で
す
。「
オ
」
は
単
な
る
音
で
は
な
く
、
天
の
意
図
が
こ
の
地
上
で
形
を
成
し
、
ど
っ
し

り
と
落
ち
着
く
「
結
び
」
や
「
成
就
」
を
意
味
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
の
「
オ
」
の
力
が
最
も
純
粋
に
現
れ
た
聖

地
こ
そ
が
、
古
く
か
ら
「
ア
ワ
・
ウ
ミ
（
淡
海
）」
と
呼
ば
れ
た
私
た
ち
の
「
オ
ウ
ミ
」
近
江
の
国
・
琵
琶
湖
の
あ
る ※注：
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璧
な
完
本
が
現
れ
た
と
い
う
発
見
の
ド
ラ
マ
─
─
し
か
し
、
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
事
実
が
も
う
一
つ
あ

り
ま
す
。
現
存
す
る
『
秀ホ
ツ
マ
ツ
タ
ヱ

真
伝
』
写
本
が
現
在
、
国
立
公
文
書
館
（
内
閣
文
庫
）
※
注 

に
所
蔵
さ
れ
て
い
ま

す
。
元
の
所
蔵
者
は
内
務
省
─
─
す
な
わ
ち
、
近
代
日
本
の
国
家
行
政
の
中
枢
に
あ
っ
た
機
関
が
こ
の
文
献

を
保
管
し
て
い
た
の
で
す
。
単
な
る
民
間
の
伝
承
文
書
や
偽
作
が
、
国
家
機
関
の
書
庫
に
収
め
ら
れ
る
こ
と

が
あ
る
で
し
ょ
う
か
。「
偽
書
」
と
い
う
烙
印
を
押
し
続
け
る
こ
と
の
難
し
さ
が
、
こ
の
一
事
実
だ
け
で
も
浮

か
び
上
が
り
ま
す
。
学
術
的
な
議
論
は
今
も
続
い
て
お
り
、
す
べ
て
が
解
明
さ
れ
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
な
が
ら
、
国
の
機
関
が
そ
の
保
管
を
判
断
し
た
書
物
を
、
私
た
ち
が
「
な
か
っ
た
も
の
」
と
し
て
見

過
ご
し
続
け
る
こ
と
も
、
ま
た
一
つ
の
歴
史
へ
の
不
誠
実
さ
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
真
実
と
い
う
も
の
は
、

ど
れ
ほ
ど
隠
さ
れ
よ
う
と
決
し
て
消
え
は
し
な
い
の
で
す
。

あ
な
た
が
信
じ
て
き
た
歴
史
の
隣
に
、
も
う
一
つ
の
視
点
を
置
い
て
み
て
く
だ
さ
い
。
す
る
と
、
こ
れ
ま

で
モ
ノ
ク
ロ
に
見
え
て
い
た
日
本
の
建
国
の
姿
が
、
急
に
鮮
や
か
な
色
彩
を
帯
び
て
カ
ラ
ー
動
画
の
よ
う
に

動
き
出
し
ま
す
。
効
率
や
合
理
性
に
追
わ
れ
る
日
常
か
ら
解
き
放
た
れ
、
自
ら
の
源
流
へ
と
立
ち
返
る
心
地

よ
い
旅
の
始
ま
り
。
忘
れ
か
け
て
い
た
心
の
潤
い
に
満
た
さ
れ
、
真
っ
さ
ら
な
朝
を
迎
え
る
よ
う
に
目
覚
め

て
い
く
の
で
す
。
何
千
年
も
前
か
ら
織
り
続
け
ら
れ
て
き
た
「
ア
ヤ
（
章
）」
の
そ
れ
ぞ
れ
の
輝
き
が
、
不
思

議
な
こ
と
に
あ
な
た
の
人
生
と
い
う
物
語
を
、
優
し
く
、
美
し
く
包
み
込
ん
で
く
れ
ま
す
。

私
た
ち
日
本
人
の
身
体
（
Ｄ
Ｎ
Ａ
）
そ
の
も
の
が
自
然
に
覚
え
て
い
る
「
懐
か
し
い
記
憶
」。
そ
れ
は
、
雨

の
匂
い
や
風
の
そ
よ
ぎ
に
神
聖
さ
を
感
じ
、
万
物
と
共
鳴
し
て
生
き
て
き
た
、
日
本
人
な
ら
誰
し
も
が
持
っ

て
い
る
「
魂
の
ふ
る
さ
と
」
の
感
覚
で
す
。『
秀ホ
ツ
マ
ツ
タ
ヱ

真
伝
』
に
は
、
そ
の
確
か
な
実
感
が
古
代
の
人
々
の
体
温
と
と
も
に

刻
ま
れ
て
い
る
の
で
す
。
そ
の
体
温
の
正
体
は
、
一
つ
の
言
葉
に
凝
縮
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
国
祖
と
も
呼
ぶ
べ
き
ク
ニ

ト
コ
タ
チ
の
「
ト
」
─
─
た
っ
た
一
音
、
そ
れ
が
「
ト3

の
教
え
」
で
す
。

●
日
本
人
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
に
刻
ま
れ
た
究
極
の
解
答
「
ト3

の
教
え
」
と
は
？

『
秀ホ
ツ
マ
ツ
タ
ヱ

真
伝
』
の
根
底
を
流
れ
る
の
は
、「
ト
ノ
オ
シ
エ
（
ト
の
教
え
）」
と
い
う
不
変
の
哲
学
で
す
。「
ト
」
と
い
う
音

は
古
代
、
非
常
に
シ
ン
プ
ル
な
「
＋
」
十
字
の
よ
う
な
形
で
描
か
れ
て
い
ま
し
た
（
本
書
37
ペ
ー
ジ
の
表
を
参
照
く
だ
さ
い
）。

縦
の
一
本
線
は
「
天
（
大
宇
宙
の
大
き
な
流
れ
）」、
横
の
一
本
線
は
「
地
（
私
た
ち
の
暮
ら
し
）」
を
表
し
て
い
ま
す
。

こ
の
縦
と
横
が
、
ど
こ
に
も
偏か
た
よ

ら
ず
、
ぴ
っ
た
り
と
重
な
り
合
う
「
真
ん
中
」
の
点
。
そ
れ
が
「
ト
」
で
あ
り
、
日
本

人
の
心
の
原
点
で
あ
る
「
調
和
」
を
意
味
し
て
い
ま
す
（
こ
の
不
思
議
な
「
ヲ
シ
テ
文
字
」
に
つ
い
て
は
、
後
ほ
ど
34

ペ
ー
ジ
で
詳
し
く
触
れ
ま
す
）。

こ
こ
で
重
要
な
の
は
、
横
の
一
本
線
、
す
な
わ
ち
「
地
」
を
司
つ
か
さ
ど

る
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
、
ヲ
シ
テ
文
字
で
は
「
オ
」
と

い
う
響
き
で
表
さ
れ
る
こ
と
で
す
。「
オ
」
は
単
な
る
音
で
は
な
く
、
天
の
意
図
が
こ
の
地
上
で
形
を
成
し
、
ど
っ
し

り
と
落
ち
着
く
「
結
び
」
や
「
成
就
」
を
意
味
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
の
「
オ
」
の
力
が
最
も
純
粋
に
現
れ
た
聖

地
こ
そ
が
、
古
く
か
ら
「
ア
ワ
・
ウ
ミ
（
淡
海
）」
と
呼
ば
れ
た
私
た
ち
の
「
オ
ウ
ミ
」
近
江
の
国
・
琵
琶
湖
の
あ
る ※注：
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滋
賀
県
高
島
市
エ
リ
ア
の
江
州
で
す
。

そ
れ
は
、
今
か
ら
気
が
遠
く
な
る
ほ
ど
昔
の
こ
と
。
こ
の
日
本
と
い
う
国
が
産
声
を
あ
げ
た
と
き
、
み
ん
な
が
幸
せ

に
暮
ら
す
た
め
の
ル
ー
ル
を
一
番
最
初
に
決
め
た
人
物
が
い
ま
し
た
。
そ
の
名
を
「
ク
ニ
ト
コ
タ
チ
」。
日
本
人
の
精

神
的
な
「
始
祖
・
国
祖
」
で
あ
り
、
私
た
ち
の
遠
い
遠
い
ご
先
祖
様
の
よ
う
な
存
在
で
す
。

「
ト
の
教
え
」
と
は
、
そ
ん
な
始
祖
ク
ニ
ト
コ
タ
チ
が
定
め
た
「
こ
の
国
の
根
本
理
念
」
の
こ
と
で
す
。
現
代
で
い
え

ば
憲
法
に
あ
た
る
、
国
の
土
台
と
な
る
考
え
方
で
す
。
そ
の
根
本
理
念
に
添
っ
た
国
造
り
に
求
め
ら
れ
る
の
は
、「
国

の
リ
ー
ダ
ー
た
る
も
の
、
ま
ず
は
自
ら
の
心
を
整
え
、
民
の
幸
せ
を
祈
る
こ
と
で
あ
る
」
と
い
う
シ
ン
プ
ル
な
指
針
で

し
た
。
そ
し
て
、
こ
の
教
え
を
人
々
が
ど
う
守
り
、
そ
の
結
果
、
ど
れ
ほ
ど
穏
や
か
な
社
会
を
築
い
た
か
と
い
う
こ
と

が
、
温あ
た
た

か
な
「
生
き
た
事
例
集
」
と
し
て
『
秀ホ

ツ
マ
ツ
タ
ヱ

真
伝
』
に
は
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
「
ク
ニ
ト
コ
タ
チ
」
の
教
え
は
、
天
（
ア
）
の
理
こ
と
わ
り

が
、

近
江
と
い
う
地
（
オ
）
に
お
い
て
、「
実
（
ミ
）」
を
結
ぶ
こ
と

で
、
具
体
的
な
統
治
と
し
て
完
成
し
ま
し
た
。
淡
海
＝
近
江
（
琵

琶
湖
）
が
「
日
本
の
へ
そ
」
と
呼
ば
れ
、
古
来
よ
り
重
要
な
役

割
を
果
た
し
て
き
た
の
は
、
近
江
の
国
が
宇
宙
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
現
実
の
形
へ
と
定
着
さ
せ
る
「
オ
」
の
琵
琶
湖
の
力
が
満
ち

た
場
所
だ
っ
た
か
ら
に
ほ
か
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
生
き
方
の
「
ク

ニ
ト
コ
タ
チ
」
の
「
ト
の
教
え
」
は
、
琵
琶
湖
畔
の
高
島
市
か

ら
滋
賀
県
、
そ
し
て
日
本
全
体
を
元
気
に
甦
ら
せ
た
い
と
い
う
、
私
が
空
海
の
「
密
教
」
修
行
で
辿
り
着
こ
う
と
し
て

い
る
も
の
と
本
質
的
に
同
じ
だ
っ
た
の
で
す
。

興
味
深
い
の
は
、
こ
の
「
ト
（
教
え
）」
を
次
世
代
へ
繋
ぐ
仕
組
み
で
す
。
実
は
、
私
た
ち
が
当
た
り
前
の
よ
う
に

使
っ
て
い
る
「
嫁
（
と
つ
）
ぐ
」
と
い
う
言
葉
。
そ
れ
は
「
ト
を
繋
ぐ
（
ト
・
ツ
グ
）」
こ
と
に
由
来
し
て
い
る
こ
と

が
『
秀ホ
ツ
マ
ツ
タ
ヱ

真
伝
』
に
は
具
体
的
に
書
か
れ
て
い
ま
す
。
ク
ニ
ト
コ
タ
チ
の
「
ト
の
教
え
」
を
外
に
向
け
て
説
き
広
め
る

の
が
男
性
の
役
割
な
ら
、
そ
の
真
髄
を
「
命
の
ぬ
く
も
り
」
と
し
て
、
日
々
の
暮
ら
し
の
中
で
、
脈
々
と
次
の
世
代
へ

繋
い
で
い
く
の
は
女
性
の
役
割
で
し
た
。

ま
た
、伊
勢
神
宮
に
祀
ら
れ
る
「
ト
ヨ
ケ
（
豊と
よ
う
け
の
お
お
か
み

受
大
神
）」
と
い
う
お
名
前
も
、「
ト
（
教
え
）」
の
「
ヨ
（
世
）」
を
「
受

け
る
」
─
─
つ
ま
り
、
ク
ニ
ト
コ
タ
チ
の
教
え
を
守
っ
た
理
想
の
世
の
中
を
完
璧
に
受
け
継
い
だ
者
、
と
い
う
意
味
が

込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
ト
ヨ
ケ
の
神
に
は
、『
秀ホ
ツ
マ
ツ
タ
ヱ

真
伝
』
だ
け
が
明
か
す
驚
く
べ
き
正
体
が
あ
り
ま
す
。
実
は
こ
の
偉
大
な
神
は
今
生

が
「
三
度
目
の
転
生
」
─
─
宇
宙
の
根
源
か
ら
最
初
に
生
ま
れ
た
神
・
ク
ニ
ト
コ
タ
チ
、
そ
し
て
「
キ
ノ
ト
コ
タ
チ
」

と
い
う
姿
を
経
て
、
長
い
年
月
の
う
ち
に
積
み
重
ね
た
智
慧
を
す
べ
て
持
っ
た
ま
ま
、
改
め
て
こ
の
世
界
に
生
ま
れ
直

し
た
存
在
だ
っ
た
の
で
す
。
幾
度
も
の
命
を
尽
く
し
て
宇
宙
の
法
則
を
探
求
し
続
け
た
彼
が
、
誰
よ
り
も
深
く
「
調
和

の
道
」
を
知
っ
て
い
た
の
は
、
当
然
の
こ
と
で
し
た
。

天
照
大
神
（『
秀ホ
ツ
マ
ツ
タ
ヱ

真
伝
』
で
は
ア
マ
テ
ル
カ
ミ
と
記
載
）
は
こ
の
ト
ヨ
ケ
か
ら
、
ク
ニ
ト
コ
タ
チ
の
「
ト
の
教
え
」

の
す
べ
て
を
継
承
し
ま
し
た
。
ア
マ
テ
ル
カ
ミ
は
「
ア
メ
ミ
ヲ
ヤ
（
宇
宙
万
物
の
創
造
祖
・
真
言
密
教
で
は
大
日
如
来

日本の根本思想を定めた「クニトコタチ」の
「トの教え」
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滋
賀
県
高
島
市
エ
リ
ア
の
江
州
で
す
。

そ
れ
は
、
今
か
ら
気
が
遠
く
な
る
ほ
ど
昔
の
こ
と
。
こ
の
日
本
と
い
う
国
が
産
声
を
あ
げ
た
と
き
、
み
ん
な
が
幸
せ

に
暮
ら
す
た
め
の
ル
ー
ル
を
一
番
最
初
に
決
め
た
人
物
が
い
ま
し
た
。
そ
の
名
を
「
ク
ニ
ト
コ
タ
チ
」。
日
本
人
の
精

神
的
な
「
始
祖
・
国
祖
」
で
あ
り
、
私
た
ち
の
遠
い
遠
い
ご
先
祖
様
の
よ
う
な
存
在
で
す
。

「
ト
の
教
え
」
と
は
、
そ
ん
な
始
祖
ク
ニ
ト
コ
タ
チ
が
定
め
た
「
こ
の
国
の
根
本
理
念
」
の
こ
と
で
す
。
現
代
で
い
え

ば
憲
法
に
あ
た
る
、
国
の
土
台
と
な
る
考
え
方
で
す
。
そ
の
根
本
理
念
に
添
っ
た
国
造
り
に
求
め
ら
れ
る
の
は
、「
国

の
リ
ー
ダ
ー
た
る
も
の
、
ま
ず
は
自
ら
の
心
を
整
え
、
民
の
幸
せ
を
祈
る
こ
と
で
あ
る
」
と
い
う
シ
ン
プ
ル
な
指
針
で

し
た
。
そ
し
て
、
こ
の
教
え
を
人
々
が
ど
う
守
り
、
そ
の
結
果
、
ど
れ
ほ
ど
穏
や
か
な
社
会
を
築
い
た
か
と
い
う
こ
と

が
、
温あ
た
た

か
な
「
生
き
た
事
例
集
」
と
し
て
『
秀ホ

ツ
マ
ツ
タ
ヱ

真
伝
』
に
は
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
「
ク
ニ
ト
コ
タ
チ
」
の
教
え
は
、
天
（
ア
）
の
理
こ
と
わ
り

が
、

近
江
と
い
う
地
（
オ
）
に
お
い
て
、「
実
（
ミ
）」
を
結
ぶ
こ
と

で
、
具
体
的
な
統
治
と
し
て
完
成
し
ま
し
た
。
淡
海
＝
近
江
（
琵

琶
湖
）
が
「
日
本
の
へ
そ
」
と
呼
ば
れ
、
古
来
よ
り
重
要
な
役

割
を
果
た
し
て
き
た
の
は
、
近
江
の
国
が
宇
宙
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
現
実
の
形
へ
と
定
着
さ
せ
る
「
オ
」
の
琵
琶
湖
の
力
が
満
ち

た
場
所
だ
っ
た
か
ら
に
ほ
か
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
生
き
方
の
「
ク

ニ
ト
コ
タ
チ
」
の
「
ト
の
教
え
」
は
、
琵
琶
湖
畔
の
高
島
市
か

ら
滋
賀
県
、
そ
し
て
日
本
全
体
を
元
気
に
甦
ら
せ
た
い
と
い
う
、
私
が
空
海
の
「
密
教
」
修
行
で
辿
り
着
こ
う
と
し
て

い
る
も
の
と
本
質
的
に
同
じ
だ
っ
た
の
で
す
。

興
味
深
い
の
は
、
こ
の
「
ト
（
教
え
）」
を
次
世
代
へ
繋
ぐ
仕
組
み
で
す
。
実
は
、
私
た
ち
が
当
た
り
前
の
よ
う
に

使
っ
て
い
る
「
嫁
（
と
つ
）
ぐ
」
と
い
う
言
葉
。
そ
れ
は
「
ト
を
繋
ぐ
（
ト
・
ツ
グ
）」
こ
と
に
由
来
し
て
い
る
こ
と

が
『
秀ホ
ツ
マ
ツ
タ
ヱ

真
伝
』
に
は
具
体
的
に
書
か
れ
て
い
ま
す
。
ク
ニ
ト
コ
タ
チ
の
「
ト
の
教
え
」
を
外
に
向
け
て
説
き
広
め
る

の
が
男
性
の
役
割
な
ら
、
そ
の
真
髄
を
「
命
の
ぬ
く
も
り
」
と
し
て
、
日
々
の
暮
ら
し
の
中
で
、
脈
々
と
次
の
世
代
へ

繋
い
で
い
く
の
は
女
性
の
役
割
で
し
た
。

ま
た
、伊
勢
神
宮
に
祀
ら
れ
る
「
ト
ヨ
ケ
（
豊と
よ
う
け
の
お
お
か
み

受
大
神
）」
と
い
う
お
名
前
も
、「
ト
（
教
え
）」
の
「
ヨ
（
世
）」
を
「
受

け
る
」
─
─
つ
ま
り
、
ク
ニ
ト
コ
タ
チ
の
教
え
を
守
っ
た
理
想
の
世
の
中
を
完
璧
に
受
け
継
い
だ
者
、
と
い
う
意
味
が

込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
ト
ヨ
ケ
の
神
に
は
、『
秀ホ
ツ
マ
ツ
タ
ヱ

真
伝
』
だ
け
が
明
か
す
驚
く
べ
き
正
体
が
あ
り
ま
す
。
実
は
こ
の
偉
大
な
神
は
今
生

が
「
三
度
目
の
転
生
」
─
─
宇
宙
の
根
源
か
ら
最
初
に
生
ま
れ
た
神
・
ク
ニ
ト
コ
タ
チ
、
そ
し
て
「
キ
ノ
ト
コ
タ
チ
」

と
い
う
姿
を
経
て
、
長
い
年
月
の
う
ち
に
積
み
重
ね
た
智
慧
を
す
べ
て
持
っ
た
ま
ま
、
改
め
て
こ
の
世
界
に
生
ま
れ
直

し
た
存
在
だ
っ
た
の
で
す
。
幾
度
も
の
命
を
尽
く
し
て
宇
宙
の
法
則
を
探
求
し
続
け
た
彼
が
、
誰
よ
り
も
深
く
「
調
和

の
道
」
を
知
っ
て
い
た
の
は
、
当
然
の
こ
と
で
し
た
。

天
照
大
神
（『
秀ホ
ツ
マ
ツ
タ
ヱ

真
伝
』
で
は
ア
マ
テ
ル
カ
ミ
と
記
載
）
は
こ
の
ト
ヨ
ケ
か
ら
、
ク
ニ
ト
コ
タ
チ
の
「
ト
の
教
え
」

の
す
べ
て
を
継
承
し
ま
し
た
。
ア
マ
テ
ル
カ
ミ
は
「
ア
メ
ミ
ヲ
ヤ
（
宇
宙
万
物
の
創
造
祖
・
真
言
密
教
で
は
大
日
如
来

日本の根本思想を定めた「クニトコタチ」の
「トの教え」
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と
表
現
さ
れ
ま
す
）
に
よ
っ
て
ア
マ
ヒ
（
太
陽
）
か
ら
ミ
タ
マ
が
分
け
降
ろ
さ
れ
て
ヒ
ト
（
人
）
に
生
ま
れ
た
」
と
伝

え
ら
れ
て
い
ま
す
。
宇
宙
の
根
源
か
ら
直
接
魂
を
分
け
与
え
ら
れ
た
そ
の
誕
生
か
ら
し
て
、
ア
マ
テ
ル
カ
ミ
は
「
調
和

の
バ
ト
ン
」
を
受
け
取
る
べ
き
存
在
と
し
て
、
最
初
か
ら
こ
の
世
に
送
り
出
さ
れ
て
い
た
の
で
す
。
ク
ニ
ト
コ
タ
チ
か

ら
ト
ヨ
ケ
へ
、
そ
し
て
ア
マ
テ
ル
カ
ミ
（
天あ
ま
て
ら
す
お
お
み
か
み

照
大
神
）
へ
と
脈
々
と
受
け
継
が
れ
て
き
た
こ
の
「
調
和
の
道
」
こ
そ
が
、

彼
が
力
で
支
配
す
る
の
で
は
な
く
、「
ト
の
教
え
」
に
よ
っ
て
国
を
治
め
る
こ
と
が
で
き
た
、そ
の
根
底
に
あ
る
力
（
大

日
力
）
だ
っ
た
の
で
す
。

「
ト
の
教
え
」
は
、
遠
い
神
話
の
中
だ
け
に
生
き
て
い
る
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。「
嫁
ぐ
」
と
い
う
言
葉
が
「
ト
」
を

継
ぐ
こ
と
に
由
来
す
る
よ
う
に
、
私
た
ち
が
日
々
何
気
な
く
使
っ
て
い
る
言
葉
の
中
に
、
こ
の
「
ト
の
教
え
」
の
種
は

今
も
息
づ
い
て
い
ま
す
。
聖
徳
太
子
の
十
七
条
憲
法
「
和
を
以
て
貴
し
と
な
す
」
も
、
琵
琶
湖
の
ほ
と
り
の
高
島
市
安

曇
川
町
に
ゆ
か
り
の
近
江
聖
人
・
中
江
藤
樹
が
説
い
た
「
良
知
」
も
、
そ
の
根
は
空
海
と
同
じ
一
本
の
種
か
ら
伸
び
て

い
る
の
で
す
。
天
の
理
こ
と
わ
り

を
地
に
降
ろ
し
、
こ
の
近
江
の
地
で
６
５
０
０
年
前
に
誠
実
に
生
き
抜
い
た
先
人
（
縄
文
時

代
を
生
き
抜
い
た
人
）
た
ち
の
姿
こ
そ
、
ま
さ
に
「
オ
」
の
力
を
宿
し
た
ク
ニ
ト
コ
タ
チ
の
「
ト
の
教
え
」
の
体
現
そ

の
も
の
で
あ
っ
た
と
い
え
ま
す
。

●
真
言
密
教
の
宗
祖
「
空
海
」
も
惹
か
れ
た
「
天
・
地
・
人
の
道
」

日
本
の
超
古
代
史
を
伝
え
る
書
物
は
、『
秀ホ
ツ
マ
ツ
タ
ヱ

真
伝
』
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。『
上う
え
つ
ふ
み記
』『
宮
下
文
書
』『
竹
内
文
書
』

等
々
、
い
わ
ゆ
る
「
古
史
古
伝
」
と
呼
ば
れ
る
古
文
献
が
今
も
語
り
継
が
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
、
中
国

か
ら
漢
字
が
輸
入
さ
れ
る
よ
り
遥
か
以
前
か
ら
、
日
本
独
自
の
「
阿あ

比ひ

留る

文
字
」「
豊と
よ

国く
に

文
字
」
や
「
富
士
文
字
」
等

と
い
っ
た
「
神か
み

代よ

文
字
」
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
を
伝
え
て
お
り
、
近
年
で
は
古
代
遺
跡
か
ら
発
掘
さ
れ
た
縄
文
土
器

に
も
そ
の
痕
跡
と
思
わ
れ
る
刻
印
や
神
代
文
字
等
が
確
認
さ
れ
る
な
ど
、単
な
る
伝
承
の
域
を
超
え
つ
つ
あ
り
ま
す
（
詳

し
く
は
本
書
の
第
７
章
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
）。

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
書
物
の
多
く
は
「
い
か
に
自
分
た
ち
の
家
系
が
特
別
か
」
と
い
う
権
威
付
け
や
、
神
秘
的
な
予

言
の
記
録
に
終
始
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
が
、『
秀ホ
ツ
マ
ツ
タ
ヱ

真
伝
』
と
は
ま
っ
た
く
異
な
る
点
で
す
。

で
は
、
何
が
違
う
の
か
。『
秀ホ
ツ
マ
ツ
タ
ヱ

真
伝
』
は
、
特
定
の
誰
か
を
ヒ
ー
ロ
ー
に
す
る
た
め
の
書
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
こ

に
記
さ
れ
て
い
る
の
は
、
時
代
が
変
わ
っ
て
も
決
し
て
色
褪
せ
な
い
、
三
つ
の
「
生
き
る
道
」
で
す
。

「
天
の
道
」
─
─
宇
宙
の
法
則
、
自
然
の
摂
理
と
と
も
に
生
き
る
こ
と
。

「
地
の
道
」
─
─
自
分
の
た
め
だ
け
で
な
く
、
社
会
（
国
）
全
体
の
調
和
を
願
う
こ
と
。

「
人
の
道
」
─
─
家
族
愛
や
他
者
へ
の
思
い
や
り
を
大
切
に
す
る
こ
と
。

『
秀ホ
ツ
マ
ツ
タ
ヱ

真
伝
』
が
最
も
重
き
を
置
い
て
い
る
の
は
、「
古
代
日
本
の
精
神
（
哲
学
）」
そ
の
も
の
で
す
。
歴
史
的
な
事
実
以

上
に
、
神
々
の
葛
藤
や
後
悔
、
心
の
歪
み
を
ど
う
正
す
べ
き
か
と
い
う
「
内
面
」
に
深
く
フ
ォ
ー
カ
ス
し
て
お
り
、
単

な
る
歴
史
書
を
超
え
た
「
精
神
の
実
践
書
」
と
し
て
の
側
面
を
強
く
持
っ
て
い
る
の
で
す
。

現
代
の
私
た
ち
が
読
ん
で
も
「
そ
う
、
そ
れ
が
大
切
だ
よ
ね
」
と
自
然
に
頷
け
る
。
誰
か
を
排
除
せ
ず
、
自
分
た
ち
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と
表
現
さ
れ
ま
す
）
に
よ
っ
て
ア
マ
ヒ
（
太
陽
）
か
ら
ミ
タ
マ
が
分
け
降
ろ
さ
れ
て
ヒ
ト
（
人
）
に
生
ま
れ
た
」
と
伝

え
ら
れ
て
い
ま
す
。
宇
宙
の
根
源
か
ら
直
接
魂
を
分
け
与
え
ら
れ
た
そ
の
誕
生
か
ら
し
て
、
ア
マ
テ
ル
カ
ミ
は
「
調
和

の
バ
ト
ン
」
を
受
け
取
る
べ
き
存
在
と
し
て
、
最
初
か
ら
こ
の
世
に
送
り
出
さ
れ
て
い
た
の
で
す
。
ク
ニ
ト
コ
タ
チ
か

ら
ト
ヨ
ケ
へ
、
そ
し
て
ア
マ
テ
ル
カ
ミ
（
天あ
ま
て
ら
す
お
お
み
か
み

照
大
神
）
へ
と
脈
々
と
受
け
継
が
れ
て
き
た
こ
の
「
調
和
の
道
」
こ
そ
が
、

彼
が
力
で
支
配
す
る
の
で
は
な
く
、「
ト
の
教
え
」
に
よ
っ
て
国
を
治
め
る
こ
と
が
で
き
た
、そ
の
根
底
に
あ
る
力
（
大

日
力
）
だ
っ
た
の
で
す
。

「
ト
の
教
え
」
は
、
遠
い
神
話
の
中
だ
け
に
生
き
て
い
る
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。「
嫁
ぐ
」
と
い
う
言
葉
が
「
ト
」
を

継
ぐ
こ
と
に
由
来
す
る
よ
う
に
、
私
た
ち
が
日
々
何
気
な
く
使
っ
て
い
る
言
葉
の
中
に
、
こ
の
「
ト
の
教
え
」
の
種
は

今
も
息
づ
い
て
い
ま
す
。
聖
徳
太
子
の
十
七
条
憲
法
「
和
を
以
て
貴
し
と
な
す
」
も
、
琵
琶
湖
の
ほ
と
り
の
高
島
市
安

曇
川
町
に
ゆ
か
り
の
近
江
聖
人
・
中
江
藤
樹
が
説
い
た
「
良
知
」
も
、
そ
の
根
は
空
海
と
同
じ
一
本
の
種
か
ら
伸
び
て

い
る
の
で
す
。
天
の
理
こ
と
わ
り

を
地
に
降
ろ
し
、
こ
の
近
江
の
地
で
６
５
０
０
年
前
に
誠
実
に
生
き
抜
い
た
先
人
（
縄
文
時

代
を
生
き
抜
い
た
人
）
た
ち
の
姿
こ
そ
、
ま
さ
に
「
オ
」
の
力
を
宿
し
た
ク
ニ
ト
コ
タ
チ
の
「
ト
の
教
え
」
の
体
現
そ

の
も
の
で
あ
っ
た
と
い
え
ま
す
。

●
真
言
密
教
の
宗
祖
「
空
海
」
も
惹
か
れ
た
「
天
・
地
・
人
の
道
」

日
本
の
超
古
代
史
を
伝
え
る
書
物
は
、『
秀ホ
ツ
マ
ツ
タ
ヱ

真
伝
』
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。『
上う
え
つ
ふ
み記
』『
宮
下
文
書
』『
竹
内
文
書
』

等
々
、
い
わ
ゆ
る
「
古
史
古
伝
」
と
呼
ば
れ
る
古
文
献
が
今
も
語
り
継
が
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
、
中
国

か
ら
漢
字
が
輸
入
さ
れ
る
よ
り
遥
か
以
前
か
ら
、
日
本
独
自
の
「
阿あ

比ひ

留る

文
字
」「
豊と
よ

国く
に

文
字
」
や
「
富
士
文
字
」
等

と
い
っ
た
「
神か
み

代よ

文
字
」
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
を
伝
え
て
お
り
、
近
年
で
は
古
代
遺
跡
か
ら
発
掘
さ
れ
た
縄
文
土
器

に
も
そ
の
痕
跡
と
思
わ
れ
る
刻
印
や
神
代
文
字
等
が
確
認
さ
れ
る
な
ど
、単
な
る
伝
承
の
域
を
超
え
つ
つ
あ
り
ま
す
（
詳

し
く
は
本
書
の
第
７
章
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
）。

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
書
物
の
多
く
は
「
い
か
に
自
分
た
ち
の
家
系
が
特
別
か
」
と
い
う
権
威
付
け
や
、
神
秘
的
な
予

言
の
記
録
に
終
始
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
が
、『
秀ホ
ツ
マ
ツ
タ
ヱ

真
伝
』
と
は
ま
っ
た
く
異
な
る
点
で
す
。

で
は
、
何
が
違
う
の
か
。『
秀ホ
ツ
マ
ツ
タ
ヱ

真
伝
』
は
、
特
定
の
誰
か
を
ヒ
ー
ロ
ー
に
す
る
た
め
の
書
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
こ

に
記
さ
れ
て
い
る
の
は
、
時
代
が
変
わ
っ
て
も
決
し
て
色
褪
せ
な
い
、
三
つ
の
「
生
き
る
道
」
で
す
。

「
天
の
道
」
─
─
宇
宙
の
法
則
、
自
然
の
摂
理
と
と
も
に
生
き
る
こ
と
。

「
地
の
道
」
─
─
自
分
の
た
め
だ
け
で
な
く
、
社
会
（
国
）
全
体
の
調
和
を
願
う
こ
と
。

「
人
の
道
」
─
─
家
族
愛
や
他
者
へ
の
思
い
や
り
を
大
切
に
す
る
こ
と
。

『
秀ホ
ツ
マ
ツ
タ
ヱ

真
伝
』
が
最
も
重
き
を
置
い
て
い
る
の
は
、「
古
代
日
本
の
精
神
（
哲
学
）」
そ
の
も
の
で
す
。
歴
史
的
な
事
実
以

上
に
、
神
々
の
葛
藤
や
後
悔
、
心
の
歪
み
を
ど
う
正
す
べ
き
か
と
い
う
「
内
面
」
に
深
く
フ
ォ
ー
カ
ス
し
て
お
り
、
単

な
る
歴
史
書
を
超
え
た
「
精
神
の
実
践
書
」
と
し
て
の
側
面
を
強
く
持
っ
て
い
る
の
で
す
。

現
代
の
私
た
ち
が
読
ん
で
も
「
そ
う
、
そ
れ
が
大
切
だ
よ
ね
」
と
自
然
に
頷
け
る
。
誰
か
を
排
除
せ
ず
、
自
分
た
ち

第1章 ３万８０００年以上続いた縄文文明の古文書『秀
ホツマツタヱ
真伝』とは？

33 32



（「空海の秀真伝」研究会・本部資料）

だ
け
を
特
別
視
し
な
い
。
こ
の
「
開
か
れ
た
普
遍
性
」
こ
そ
が
、
他
の
古
史
古
伝
と
一
線
を
画
す
、『
秀ホ
ツ
マ
ツ
タ
ヱ

真
伝
』
だ
け

が
持
つ
決
定
的
な
力
な
の
で
す
。

そ
し
て
、
こ
の
普
遍
性
に
最
も
深
く
共
鳴
し
た
で
あ
ろ
う
人
物
が
、
空
海
で
し
た
。
あ
ら
ゆ
る
宗
教
の
教
え
は
元
は

一
つ
、「
太
陽
神
」
＝
大
宇
宙
を
あ
ま
ね
く
照
ら
す
「
大
日
如
来
」
で
あ
る
と
い
う
、
空
海
が
目
指
し
た
密
教
の
「
す

べ
て
を
包
み
込
む
」
思
想
。
彼
が
も
し
、
日
本
の
古
代
思
想
の
源
流
を
探
し
て
い
た
と
し
た
ら
、
政
治
的
な
駆
け
引
き

に
満
ち
た
記
録
で
は
な
く
、
こ
の
『
秀ホ
ツ
マ
ツ
タ
ヱ

真
伝
』
に
宿
る
「
天
・
地
・
人
」
の
純
粋
な
「
生
き
る
道
」
の
哲
学
に
こ
そ
、

魂
を
揺
さ
ぶ
ら
れ
た
は
ず
で
す
。

●
縄
文
文
明
を
支
え
た
「
ヲ
シ
テ
文
字
」
を
見
れ
ば
大
宇
宙
が
わ
か
る 

図
形
（
形
霊
と
言
霊
）
の
真
実

漢
字
が
日
本
に
伝
来
し
た
の
は
、
約
１
６
０
０
年
前
の
４
世
紀
か
ら
５
世
紀
に
か
け
て
の
こ
と
。
で
は
、
そ
れ
以
前

の
日
本
人
は
何
も
書
き
残
さ
な
か
っ
た
の
か
？
─
─
『
秀ホ
ツ
マ
ツ
タ
ヱ

真
伝
』
は
そ
う
で
は
な
か
っ
た
こ
と
を
教
え
て
く
れ
ま
す
。

そ
れ
が
神か
み

代よ

文
字
と
さ
れ
る
「
ヲ
シ
テ
文
字
」
で
す
。

「
ヲ
シ
テ
」
と
い
う
言
葉
は
、「
教
え
る
（
ヲ
シ
）」
と
「
手
（
テ
）」
が
組
み
合
わ
さ
っ
た
も
の
で
、「
教
え
の
根
源
」

あ
る
い
は
「
神
か
ら
の
教
え
を
記
す
手
」
と
い
う
意
味
を
持
っ
て
い
ま
す
。
一
字
一
字
が
、
大
宇
宙
を
構
成
す
る
エ
ネ

ル
ギ
ー
そ
の
も
の
を
視
覚
化
し
た
、
い
わ
ば
「
人
々
が
幸
せ
に
暮
ら
す
」
た
め
の
設
計
図
で
す
。

◉縄文時代の日本に眠っていた、神秘の文字「ヲシテ」
教科書で学んだ約1600年前に漢字が日本に伝わるずっと前、私たちの先祖は独自の文字を

約１万年以上も前から持っていました。それが、下記の記号のような形をした「ヲシテ文字」
です。

円形に並んだこの下図は「フトマニ図」と呼ばれ、いわば古代の「宇宙の 理
ことわり

を映す羅針盤」
のようなものです。一つひとつの文字には、自然界のエネルギーや神様たちの役割が込めら
れています。

この円を見つめることは、6500年以上も前
の日本人が大切にしていた「世界のなりたち」
を自らの心に響かせ、そして『秀

ホツマツタヱ
真伝』の日

本の建国パワーを観じることでもあるのです。

右
図
の
中
央
は
、宇
宙
創
造
（
大

日
如
来
）
を
表
し
、
上
の
渦
巻
は

天
（
神
）
か
ら
、
下
の
渦
巻
は
地

（
人
）
か
ら
見
た
宇
宙
を
表
し
て

い
ま
す
。
次
の
円
の
白
地
中
の
８

つ
の
囲
み
は
、
高
島
か
ら
世
界
へ

出
発
し
た
「
暏と

・
補ほ

・
河か

・
昧み

・

袂え

・
微ひ

・
沃た

・
佰め

」
の
八
人
の
王

子
を
表
し
て
い
ま
す
（
詳
し
く
は

第
７
章
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
）。

◉天のエネルギーを呼び寄せる江州山千光寺の「アワのうた」
琵琶湖畔・高島の地に建つ江州山千光寺に、元国家シャーマンＳさんが㈲秀真歌伝の代表

の成田さんと一緒にお越しくださいました。
元国家シャーマンＳさんは千光寺境内の地面に、上記の「フトマニ図」を広げ、その中心

に密教の法具である「三
さん

鈷
こ

杵
しょ

」をスッと立てられました。祝
のり

詞
と

が響き渡るなか、宇宙のエネ
ルギーと交信して導き出されたのは、ここ江州山千光寺のためだけに授けられた、特別な「ア
ワのうた」（本書の44ページを参照ください）です。

ス・ヤ・ル・サ・ア （5音）
ノ・ト・ノ・フ・ネ・オ・ユ （7音）
コ・ハ・キ・ソ・ミ （5音）

「五・七・五」のリズムにのせて、天より届いた言
霊を綴ります。

この言葉を、毎日たった１分間唱えるだけで、心
が前向きになり、体の調子も整い思考が現実化して
いきます。宇宙のパワー（大日力）を呼び寄せるこ
の響き、ぜひ本書と出会った皆様も日々の習慣とし
て、健やかな暮らしに役立てて、心身ともに「元気に」
になってください。　合掌
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そ
の
後
、
世
の
中
に
は
漢
字
と
い
う
「
意
味
を
は
っ
き
り
と
決
め
る
た
め
の
文
字
」
が
広
が
っ
て
い
き
ま
し
た
。
言

葉
を
一
つ
の
意
味
に
固
定
で
き
る
漢
字
は
と
て
も
便
利
で
し
た
が
、
そ
の
一
方
で
、
縄
文
文
明
を
支
え
た
「
文
字
（
形

霊
）」
そ
の
も
の
が
持
っ
て
い
た
パ
ワ
ー
す
な
わ
ち
大
宇
宙
へ
の
「
振
動
」
や
「
波
動
」
を
伝
え
る
力
（
言
霊
）
は
、

い
つ
し
か
日
本
の
歴
史
の
裏
側
へ
と
隠
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。

し
か
し
、
真
実
と
い
う
も
の
は
決
し
て
消
え
去
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
を
証
明
し
て
く
れ
る
の
が

『
秀ホ
ツ
マ
ツ
タ
ヱ

真
伝
』
で
す
。
こ
の
古
文
書
に
記
さ
れ
た
物
語
は
全
編
が
こ
の
「
ヲ
シ
テ
文
字
」
だ
け
で
綴
ら
れ
て
い
ま
す
。
一

つ
ひ
と
つ
の
音
（
言
霊
＝
こ
と
だ
ま
。
言
葉
に
宿
る
霊
的
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
）
と
形
（
形
霊
＝
か
た
だ
ま
。
文
字
の
形
そ

の
も
の
に
宿
る
力
）
が
、
ま
る
で
パ
ズ
ル
の
ピ
ー
ス
が
重
な
る
よ
う
に
美
し
く
も
「
力
」
強
く
響
き
合
い
な
が
ら
、
命

の
物
語
を
今
に
伝
え
て
く
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
『
秀ホ
ツ
マ
ツ
タ
ヱ

真
伝
』
に
触
れ
た
人
々
が
何
よ
り
も
驚
き
、心
打
た
れ
る
の
は
、そ
の
圧
倒
的
な
ま
で
に
整
っ
た
「
一
貫
性
」

で
す
。
一
万
行
と
い
う
途
方
も
な
い
長
さ
の
物
語
が
、
す
べ
て
「
五
・
七
・
五
・
七
…
」
と
い
う
極
め
て
限
ら
れ
た
リ
ズ

ム
だ
け
で
、
一
糸
乱
れ
ぬ
美
し
さ
で
綴
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。
も
し
こ
れ
が
、
誰
か
が
頭
の
中
だ
け
で
考
え
た
も
の
で

あ
れ
ば
、
こ
れ
ほ
ど
制
約
の
厳
し
い
枠
組
み
の
中
で
、
宇
宙
の
成
り
立
ち
か
ら
森
羅
万
象
の
理
ま
で
を
、
何
ひ
と
つ
矛

盾
な
く
描
き
切
る
こ
と
な
ど
で
き
る
は
ず
は
あ
り
ま
せ
ん
。

独
自
の
文
字
体
系
を
使
い
、
流
れ
る
よ
う
な
五
七
の
調
べ
に
乗
せ
て
大
宇
宙
の
す
べ
て
を
表
現
し
尽
く
す
。
そ
こ
に

は
、
単
な
る
記
録
を
超
え
た
、
文
字
通
り
「
生
き
た
歴
史
」
の
鼓
動
や
パ
ワ
ー
が
脈
々
と
息
づ
い
て
い
ま
す
。
私
は
こ

の
響
き
の
中
に
、
遥
か
昔
か
ら
変
わ
る
こ
と
の
な
い
、「
真
言
」
す
な
わ
ち
宇
宙
の
真
実
を
見
つ
け
出
す
こ
と
が
で
き

ア

カ

ハ

ナ

マ

タ

ラ

サ

ヤ

ワ

父音

母音
ハニ　ミツ 　ホ　  カセ　ウツホ
土 　 水 　 火 　 風 　宇宙
オ エ ウ イ ア
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秀真伝の「ヲシテ文字」のカタカナ表記
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は
全
編
が
こ
の
「
ヲ
シ
テ
文
字
」
だ
け
で
綴
ら
れ
て
い
ま
す
。
一

つ
ひ
と
つ
の
音
（
言
霊
＝
こ
と
だ
ま
。
言
葉
に
宿
る
霊
的
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
）
と
形
（
形
霊
＝
か
た
だ
ま
。
文
字
の
形
そ

の
も
の
に
宿
る
力
）
が
、
ま
る
で
パ
ズ
ル
の
ピ
ー
ス
が
重
な
る
よ
う
に
美
し
く
も
「
力
」
強
く
響
き
合
い
な
が
ら
、
命

の
物
語
を
今
に
伝
え
て
く
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
『
秀ホ
ツ
マ
ツ
タ
ヱ

真
伝
』
に
触
れ
た
人
々
が
何
よ
り
も
驚
き
、心
打
た
れ
る
の
は
、そ
の
圧
倒
的
な
ま
で
に
整
っ
た
「
一
貫
性
」

で
す
。
一
万
行
と
い
う
途
方
も
な
い
長
さ
の
物
語
が
、
す
べ
て
「
五
・
七
・
五
・
七
…
」
と
い
う
極
め
て
限
ら
れ
た
リ
ズ

ム
だ
け
で
、
一
糸
乱
れ
ぬ
美
し
さ
で
綴
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。
も
し
こ
れ
が
、
誰
か
が
頭
の
中
だ
け
で
考
え
た
も
の
で

あ
れ
ば
、
こ
れ
ほ
ど
制
約
の
厳
し
い
枠
組
み
の
中
で
、
宇
宙
の
成
り
立
ち
か
ら
森
羅
万
象
の
理
ま
で
を
、
何
ひ
と
つ
矛

盾
な
く
描
き
切
る
こ
と
な
ど
で
き
る
は
ず
は
あ
り
ま
せ
ん
。

独
自
の
文
字
体
系
を
使
い
、
流
れ
る
よ
う
な
五
七
の
調
べ
に
乗
せ
て
大
宇
宙
の
す
べ
て
を
表
現
し
尽
く
す
。
そ
こ
に

は
、
単
な
る
記
録
を
超
え
た
、
文
字
通
り
「
生
き
た
歴
史
」
の
鼓
動
や
パ
ワ
ー
が
脈
々
と
息
づ
い
て
い
ま
す
。
私
は
こ

の
響
き
の
中
に
、
遥
か
昔
か
ら
変
わ
る
こ
と
の
な
い
、「
真
言
」
す
な
わ
ち
宇
宙
の
真
実
を
見
つ
け
出
す
こ
と
が
で
き

ア

カ

ハ

ナ

マ

タ

ラ

サ

ヤ

ワ

父音

母音
ハニ　ミツ 　ホ　  カセ　ウツホ
土 　 水 　 火 　 風 　宇宙
オ エ ウ イ ア

© ワアミ

秀真伝の「ヲシテ文字」のカタカナ表記

（「空海の秀真伝」研究会・本部資料）
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る
の
で
す
。

ヲ
シ
テ
文
字
は
、
母
音
と
子
音
の
組
み
合
わ
せ
で
構
成
さ
れ
た
、
驚
く
ほ
ど
合
理
的
な
文
字
で
す
。
私
が
こ
の
文
字

の
形
を
見
つ
め
た
と
き
、
指
先
に
宇
宙
の
風
を
感
じ
ま
し
た
。
な
ぜ
な
ら
、
５
つ
の
母
音
「
ア
・
イ
・
ウ
・
エ
・
オ
」

と
そ
の
「
か
た
ち
」、
そ
こ
へ
10
の
方
向
性
を
持
つ
子
音
が
加
わ
る
こ
と
で
、
48
の
音
が
生
ま
れ
ま
す
。
そ
の
様
子
は
、

37
ペ
ー
ジ
の
よ
う
に
表
で
表
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

例
え
ば
、
表
の
「
ア
」
と
い
う
音
を
表
す
文
字
は
、「
○
」（
円
）
の
中
央
に
点
「
・
」
が
打
た
れ
た
形
（
37
ペ
ー
ジ
赤

丸
を
参
照
）
を
し
て
い
ま
す
。
○
は
宇
宙
の
全
体
性
を
、
中
央
の
点
は
そ
こ
か
ら
生
ま
れ
出
る
根
源
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が

湧
き
出
す
様
子
を
表
し
て
い
ま
す
。
宇
宙
の
始
ま
り
に
、
一
つ
の
光
が
ぽ
つ
り
と
灯
る
─
─
そ
の
ビ
ジ
ョ
ン
が
、
た
っ

た
一
文
字
の
「
か
た
ち
」（
形
霊
）
に
込
め
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。

母
音
を
基
本
形
と
し
、
そ
こ
に
動
き
を
象
徴
す
る
子
音
の
要
素
が
加
わ
る
。
中
心
か
ら
広
が
る
「
ア
」
に
対
し
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
が
立
ち
昇
る
「
イ
」、
左
右
に
広
が
る
「
ウ
」
な
ど
、
形
そ
の
も
の
が
音
の
響
き
や
意
味
と
連
動
し
て
い
る

点
は
、
極
め
て
ユ
ニ
ー
ク
で
す
。

文
字
を
眺
め
て
い
る
う
ち
に
、
私
は
こ
の
ヲ
シ
テ
文
字
の
法
則
に
気
づ
き
愕が
く

然ぜ
ん

と
し
ま
し
た
。
空
海
が
説
い
た
宇
宙

の
理
こ
と
わ
り

が
、
な
ぜ
こ
の
縄
文
時
代
の
文
字
に
刻
ま
れ
て
い
る
の
か
？ 

私
は
暗
闇
の
中
で
不
思
議
な
「
光
」
を
見
つ
け
た

よ
う
な
心
地
で
し
た
。

文
字
を
見
れ
ば
宇
宙
が
わ
か
る
。
宇
宙
を
知
れ
ば
文
字
の
意
味
が
わ
か
る
。
こ
の
完
璧
な
対
応
関
係
は
、
単
な
る
模も

倣ほ
う

や
偶
然
で
は
決
し
て
生
ま
れ
得
な
い
、
卓
越
し
た
縄
文
文
化
と
思
想
が
す
で
に
６
５
０
０
年
前
の
縄
文
文
明
に
あ
っ

た
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。
後
の
約
１
３
０
０
年
前
の
「
記
紀
」
が
、
日
本
語
を
書
き
残
す
た
め
に
外
来
の
漢
字
を
無

理
や
り
当
て
は
め
た
「
万ま

ん

葉よ
う

仮が

名な

」
を
用
い
た
こ
と
と
比
較
す
れ
ば
、
縄
文
文
明
の
ヲ
シ
テ
文
字
が
い
か
に
先
進
的
で
、

世
界
の
四
大
文
明
で
さ
え
類
を
見
な
い
自
律
し
た
文
化
体
系
で
あ
っ
た
か
が
よ
く
わ
か
り
ま
す
。

「
ヲ
シ
テ
文
字
」
の
一
つ
ひ
と
つ
が
、
宇
宙
の
構
造
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
動
き
と
寸
分
の
狂
い
も
な
く
連
動
し
て
い
る
。

こ
れ
は
、
ま
さ
に
「
宇
宙
の
設
計
図
」
そ
の
も
の
で
す
。
ヲ
シ
テ
文
字
を
見
つ
め
る
こ
と
、
そ
し
て
そ
の
形
を
丁
寧
に

な
ぞ
る
こ
と
は
、
自
分
と
い
う
存
在
を
宇
宙
の
リ
ズ
ム
に
調
律
す
る
「
最
高
の
瞑
想
」
と
な
る
の
で
す
。
そ
れ
は
密
教

の
「
阿あ

字じ

観か
ん

」
と
い
う
修
行
と
同
じ
で
あ
る
た
め
、
私
は
驚
き
を
隠
せ
ま
せ
ん
で
し
た
。

さ
ら
に
私
の
心
を
打
っ
た
の
は
、
こ
の
ヲ
シ
テ
文
字
と
「
夜
空
」
と
の
、
息
を

呑
む
よ
う
な
深
い
繋
が
り
で
す
。『
秀ホ
ツ
マ
ツ
タ
ヱ

真
伝
』
に
は
「
ス
バ
ル
（
プ
レ
ア
デ
ス
星

団
）」
な
ど
、
特
定
の
「
星
」
が
重
要
な
場
面
に
登
場
し
ま
す
。
古
代
の
日
本
人

に
と
っ
て
、
星
々
は
単
な
る
夜
の
装
飾
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
農
耕
の
時
期

を
知
ら
せ
、方
角
を
示
し
、宇
宙
の
大
い
な
る
流
れ
を
読
み
取
る
た
め
の「
天（
神
）

の
言
葉
」
だ
っ
た
の
で
す
。

実
際
、
48
の
ヲ
シ
テ
文
字
の
形
を
夜
空
と
重
ね
合
わ
せ
る
と
、
そ
の
幾
何
学
的

な
記
号
が
北
斗
七
星
や
カ
シ
オ
ペ
ア
座
、
オ
リ
オ
ン
座
な
ど
、
実
際
の
星
々
の
配

置
と
呼
応
す
る
よ
う
な
構
造
を
持
っ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
か
さ
れ
ま
す
。
文
字
は

地
上
の
言
語
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
夜
空
の
星
座
を
写
し
取
っ
た
も
の
で
も
あ
っ

ヲシテ文字とひらがなの対照表
（本書の後見返し参照。「空海の秀真伝」研究会・本部資料）
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葉
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た
─
─
。
そ
の
可
能
性
は
、
古
代
人
が
大
地
と
宇
宙
を
一
体
と
し
て
捉
え
て
い
た
と
い
う
『
秀ホ
ツ
マ
ツ
タ
ヱ

真
伝
』
の
根
本
思
想
と
、

見
事
に
重
な
り
ま
す
。
縄
文
人
は
、
澄
み
渡
る
夜
空
を
見
上
げ
な
が
ら
、
天
の
星
の
配
置
を
そ
の
ま
ま
文
字
の
「
か
た

ち
」（
形
霊
）
と
し
て
見
事
に
地
上
に
写
し
降
ろ
し
た
。
宇
宙
の
地
図
を
、一
文
字
一
文
字
の
「
ヲ
シ
テ
文
字
（
48
種
類
）」

に
封
じ
込
め
た
の
で
す
。

だ
と
す
れ
ば
、
ヲ
シ
テ
文
字
の
一
つ
ひ
と
つ
を
声
に
出
し
て
読
み
上
げ
る
と
き
、
私
た
ち
は
単
に
文
字
を
発
音
し
て

い
る
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
６
５
０
０
年
以
上
も
前
の
い
に
し
え
の
時
代
の
縄
文
人
が
、
澄
ん
だ
夜
空
を
仰
ぎ
な
が
ら

感
じ
て
い
た
「
星
空
の
リ
ズ
ム
」
を
、
自
ら
の
声
（
言
霊
）
と
身
体
で
「
ヲ
シ
テ
文
字
」
の
形
霊
を
な
ぞ
っ
て
い
る
こ

と
に
な
る
の
で
す
。

●
ヲ
シ
テ
文
字
と
一
致
す
る
「
五ご

輪り
ん

塔と
う

」
の
不
思
議

私
た
ち
の
身
近
な
場
所
に
、
ヲ
シ
テ
文
字
の
「
形
霊
」
の
力
が
、
姿
を
変
え
て
息
づ
い
て
い
る
の
を
ご
存
じ
で
し
ょ

う
か
。
お
寺
や
墓
地
で
目
に
す
る
、
不
思
議
な
形
の
石
塔
「
五ご

輪り
ん

塔と
う

」
で
す
。

五
輪
塔
は
、
下
か
ら
順
に
「
□
（
地
・
四
角
）」「
○
（
水
・
円
）」「
△
（
火
・
三
角
）」「
∩
（
風
・
半
月
）」「
宝ほ
う

珠じ
ゅ

形が
た

（
空
）」
と
い
う
五
つ
の
図
形
（
形
霊
）
を
積
み
重
ね
、宇
宙
を
構
成
す
る
５
大
要
素
を
象
徴
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、

空
海
が
唐
よ
り
日
本
に
も
た
ら
し
た
密
教
の
宇
宙
観
そ
の
も
の
で
す
。

空
海
は
「
こ
の
宇
宙
の
す
べ
て
（
五
大
）
は
（
宇
宙
）
大
日
如
来
の
現
れ
で
あ
る
」
と
説
き
ま
し
た
。
つ
ま
り
、
五

輪
塔
を
建
て
る
こ
と
は
、そ
こ
に
宇
宙
の
真
理
を
丸
ご
と
具
現
化
さ
せ
、故
人
を
仏
の
懐
へ
と
導
く
「
聖
な
る
装
置
（
パ

ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
）」
を
設
置
す
る
こ
と
で
も
あ
っ
た
の
で
す
。

驚
く
べ
き
こ
と
に
、
こ
の
五
輪
塔
の
思
想
は
、
ヲ
シ
テ
文
字
の
構
造
と
完
璧
に
一
致
し
て
い
ま
す
。
ヲ
シ
テ
文
字
も

ま
た
、「
○
（
ア
・
天
）」「
□
（
イ
・
地
）」「
△
（
ウ
・
火
）」
と
い
っ
た
基
本
図
形
（
形
霊
）
を
組
み
合
わ
せ
て
成

り
立
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。
空
海
が
「
形
（
形
霊
）」
に
よ
っ
て
宇
宙
を
表
現
し
、
魂
の
救
済
を
試
み
た
よ
う
に
、
約

６
５
０
０
年
前
の
縄
文
人
も
ま
た
、
一
文
字
一
文
字
の
「
形
（
形
霊
）」
の
中
に
宇
宙
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
封
じ
込
め
て
、

先
祖
崇
拝
し
て
い
た
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

空
海
に
と
っ
て
、
文
字
は
単
な
る
情
報
の
伝
達
手
段
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
私
の
師
匠
は
文
字
そ
の
も
の
を
、

神
仏
が
宿
る
「
聖
な
る
シ
ン
ボ
ル
（
形
霊
）」
と
し
て
捉
え
て
い
ま
し
た
。
古
代
イ
ン
ド
の
「
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
」

の
「
梵ぼ
ん

字じ

」
を
「
仏
」
そ
の
も
の
と
し
て
尊と
う
と

ん
だ
空
海
に
と
っ
て
、「
形
（
形
霊
）
と
音
（
言
霊
・
真
言
）」
が
宇
宙
の

真
理
と
一
致
す
る
ヲ
シ
テ
文
字
の
体
系
は
、
ま
さ
に
６
千
年
以
上
前
に
「
日
本
に
眠
っ
て
い
た
密
教
」
と
し
て
映
っ
た

に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

五
輪
塔
を
観
じ
れ
ば
宇
宙
の
調
和
が
わ
か
る
よ
う
に
、
ヲ
シ
テ
文
字
を
書
け

ば
、
そ
の
「
か
た
ち
（
形
霊
）」
を
通
じ
て
私
た
ち
の
内
な
る
神
性
が
宇
宙
の

波
長
と
シ
ン
ク
ロ
し
始
め
ま
す
。
時
代
も
場
所
も
異
な
る
二
つ
の
叡え
い

智ち

が
、
な

ぜ
同
じ
構
造
へ
と
辿
り
着
い
た
の
か
。
そ
こ
に
は
空
海
の
教
え
で
あ
る
「
神し
ん

仏ぶ
つ

不思議な五輪塔
（高野山金剛峯寺）
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た
─
─
。
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『
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ツ
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タ
ヱ

真
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』
の
根
本
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と
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縄
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澄
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０
０
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縄
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仰
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。
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霊
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同ど
う

座ざ

＝
真
理
は
一
つ
」
と
い
う
揺
る
ぎ
な
い
事
実
が
あ
り
ま
す
。
文
字
の
形
（
形
霊
）
を
眺
め
、
そ
の
響
き
を
口
（
言

霊
）
に
す
る
。
そ
れ
だ
け
で
私
た
ち
日
本
人
は
時
空
を
超
え
、
古
代
の
日
の
本
の
神
々
が
築
い
た
調
和
の
世
の
中
、
す

な
わ
ち
「
天
の
道
・
地
の
道
・
人
の
道
」
＝
「
宇
宙
の
源
流
」
へ
と
立
ち
戻
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

●
唱
え
る
だ
け
で
心
と
体
が
整
い
元
気
に
な
る
、
不
思
議
な
「
ア
ワ
の
う
た
」

ヲ
シ
テ
文
字
と
い
う
「
か
た
ち
」（
形
霊
）
に
宿
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
。
そ
れ
が
ひ
と
た
び
音
や
声
（
言
霊
）
と
し
て
放

た
れ
た
と
き
、
私
た
ち
の
身
体
に
、
そ
し
て
空
間
に
は
何
が
起
こ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

『
秀ホ
ツ
マ
ツ
タ
ヱ

真
伝
』
の
言
霊
の
力
は
、
実
は
私
た
ち
が
毎
日
何
気
な
く
使
っ
て
い
る
言
葉
の
中
に
、
今
も
生
き
て
い
ま
す
。

試
し
に
、
方
角
の
名
前
を
思
い
浮
か
べ
て
く
だ
さ
い
。

「
東
（
ひ
が
し
）」
─
─
日
（
ひ
）
の
頭
（
か
し
）
が
昇
る
方
向
。
日
頭
（
ひ
か
し
）
が
転
じ
た
も
の
で
す
。

「
南
（
み
な
み
）」
─
─
皆
（
み
な
）
が
見
（
み
）
る
、
明
る
い
方
角
。

「
西
（
に
し
）」
─
─
煮
（
に
）
え
た
太
陽
が
沈
（
し
ず
）
む
方
向
。

「
北
（
き
た
）」
─
─
人
が
来
（
き
）
て
、
帰
っ
た
場
所
。

東
西
南
北
と
言
わ
れ
て
み
れ
ば
、
そ
う
か
も
し
れ
な
い
と
感
じ
ま
せ
ん
か
。
こ
れ
は
偶
然
の
語
呂
合
わ
せ
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
古
代
の
日
本
人
が
宇
宙
の
動
き
を
言
葉
に
封
じ
込
め
た
「
生
き
た
設
計
図
」
の
痕
跡
で
す
。
言
霊
（
真
言
）

の
力
は
、
６
５
０
０
年
の
時
を
超
え
て
、
あ
な
た
の
口
か
ら
発
す
る
言
葉
の
中
に
今
も
し
っ
か
り
息
づ
い
て
い
る
の
で

す
。
そ
の
謎
を
解
く
鍵
で
あ
り
、『
秀ホ
ツ
マ
ツ
タ
ヱ

真
伝
』
が
現
代
に
伝
え
る
究
極
の
「
心
」
と
「
体
」
の
調
律
法
、
そ
れ
が
「
ア

ワ
の
う
た
」
で
す
。

今
か
ら
６
５
０
０
年
以
上
も
の
大
昔
に
、
人
々
の
言
葉
が
乱
れ
、
心
や
社
会
ま
で
も
が
混
乱
を
極
め
た
時
代
が
あ
り

ま
し
た
。
こ
の
危
機
に
立
ち
上
が
っ
た
の
が
、
日
本
人
の
総
氏
神
で
あ
る
「
天あ
ま
て
ら
す
お
お
み
か
み

照
大
神
」
の
両
親
で
あ
る
日
本
の
始
祖
、

イ
ザ
ナ
ギ
・
イ
ザ
ナ
ミ
の
二
神
で
す
。
当
時
、
言
葉
の
乱
れ
は
単
な
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
問
題
で
は
な
く
、「
心

の
歪
み
」
や
「
身
体
の
不
調
」
そ
の
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
二
神
は
、
48
の
音
を
完
璧
な
調

和
を
も
っ
て
配
列
し
た
「
ア
ワ
の
う
た
」
を
編
み
出
し
、
自
ら
全
国
を
巡
っ
て
民
衆
に
教
え
歩
い
た
の
で
す
。

人
々
の
乱
れ
た
「
話
し
言
葉
」
を
正
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
乱
れ
た
精
神
と
肉
体
を
本
来
の
健
や
か
な
状
態
へ
と
戻
す
。

い
わ
ば
、
言
葉
に
よ
る
全
身
の
デ
ト
ッ
ク
ス
で
あ
り
、
魂
の
調
律
で
し
た
。
ヲ
シ
テ
文
字
が
持
つ
「
形
（
形
霊
）」
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
が
、
声
と
い
う
「
振
動
（
言
霊
・
真
言
）」
に
乗
っ
て
自
分
自
身
の
細
胞
の
隅
々
に
ま
で
浸
透
し
て
い
く

─
─
。「
ア
ワ
の
う
た
」
を
口
に
す
る
と
き
、
私
た
ち
は
数
千
年
前
か
ら
受
け
継
が
れ
る
聖
な
る
大
宇
宙
へ
向
け
た
響

き
と
共
鳴
（
言
霊
・
真
言
）
と
し
て
、
自
分
自
身
を
根
源
か
ら
癒
や
し
元
気
に
な
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
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揺
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。
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西
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。
こ
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偶
然
の
語
呂
合
わ
せ
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
古
代
の
日
本
人
が
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動
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の
力
は
、
６
５
０
０
年
の
時
を
超
え
て
、
あ
な
た
の
口
か
ら
発
す
る
言
葉
の
中
に
今
も
し
っ
か
り
息
づ
い
て
い
る
の
で

す
。
そ
の
謎
を
解
く
鍵
で
あ
り
、『
秀ホ
ツ
マ
ツ
タ
ヱ

真
伝
』
が
現
代
に
伝
え
る
究
極
の
「
心
」
と
「
体
」
の
調
律
法
、
そ
れ
が
「
ア

ワ
の
う
た
」
で
す
。

今
か
ら
６
５
０
０
年
以
上
も
の
大
昔
に
、
人
々
の
言
葉
が
乱
れ
、
心
や
社
会
ま
で
も
が
混
乱
を
極
め
た
時
代
が
あ
り

ま
し
た
。
こ
の
危
機
に
立
ち
上
が
っ
た
の
が
、
日
本
人
の
総
氏
神
で
あ
る
「
天あ
ま
て
ら
す
お
お
み
か
み

照
大
神
」
の
両
親
で
あ
る
日
本
の
始
祖
、

イ
ザ
ナ
ギ
・
イ
ザ
ナ
ミ
の
二
神
で
す
。
当
時
、
言
葉
の
乱
れ
は
単
な
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
問
題
で
は
な
く
、「
心

の
歪
み
」
や
「
身
体
の
不
調
」
そ
の
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
二
神
は
、
48
の
音
を
完
璧
な
調

和
を
も
っ
て
配
列
し
た
「
ア
ワ
の
う
た
」
を
編
み
出
し
、
自
ら
全
国
を
巡
っ
て
民
衆
に
教
え
歩
い
た
の
で
す
。

人
々
の
乱
れ
た
「
話
し
言
葉
」
を
正
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
乱
れ
た
精
神
と
肉
体
を
本
来
の
健
や
か
な
状
態
へ
と
戻
す
。

い
わ
ば
、
言
葉
に
よ
る
全
身
の
デ
ト
ッ
ク
ス
で
あ
り
、
魂
の
調
律
で
し
た
。
ヲ
シ
テ
文
字
が
持
つ
「
形
（
形
霊
）」
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
が
、
声
と
い
う
「
振
動
（
言
霊
・
真
言
）」
に
乗
っ
て
自
分
自
身
の
細
胞
の
隅
々
に
ま
で
浸
透
し
て
い
く

─
─
。「
ア
ワ
の
う
た
」
を
口
に
す
る
と
き
、
私
た
ち
は
数
千
年
前
か
ら
受
け
継
が
れ
る
聖
な
る
大
宇
宙
へ
向
け
た
響

き
と
共
鳴
（
言
霊
・
真
言
）
と
し
て
、
自
分
自
身
を
根
源
か
ら
癒
や
し
元
気
に
な
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
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「
ア
ワ
の
う
た
」

　
（
天
の
24
音
）

　
ア
　
カ
　
ハ
　
ナ
　
マ

　
イ
　
キ
　
ヒ
　
ニ
　
ミ
　
ウ
　
ク

　
フ
　
ヌ
　
ム
　
エ
　
ケ

ヘ
　
ネ
　
メ
　
ヲ
　
コ
　
ホ
　
ノ

　
（
地
の
24
音
）

　
モ
　
ト
　
ロ
　
ソ
　
ヨ

　
ヲ
　
テ
　
レ
　
セ
　
ヱ
　
ツ
　
ル

　
ス
　
ユ
　
ン
　
チ
　
リ

　
シ
　
ヰ
　
タ
　
ラ
　
サ
　
ヤ
　
ワ

こ
の
24
音
ず
つ
の
上
下
二
句
、
合
計
48
音
に
は
、
宇
宙
の
す
べ
て
の
響
き
（
言
霊
）
が
網
羅
さ
れ
て
い
ま
す
。

私
が
初
め
て
こ
の
「
歌
」
を
声
に
出
し
た
瞬
間
の
こ
と
を
今
で
も
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。「
ア
」
か
ら
始
ま
っ
た
音
が
、

胸
の
奥
の
、
普
段
意
識
し
て
い
な
い
場
所
に
触
れ
た
気
が
し
た
の
で
す
。
空
海
の
古
代
イ
ン
ド
の
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語

で
「
真
言
」
を
唱
え
る
と
き
の
、
天
（
宇
宙
）
か
ら
「
大
日
如
来
」
の
大
日
力
（
パ
ワ
ー
）
を
引
き
降
ろ
す
よ
う
な

感
覚
と
似
た
、
自
分
の
中
に
元
々
あ
る
も
の
が
静
か
に
目
を
覚
ま
す
感
覚
で
し
た
。「
ア
ワ
の
う
た
」
と
い
う
名
に
は
、

宇
宙
の
サ
イ
ク
ル
が
そ
の
ま
ま
封
じ
込
め
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。

「
ア
」
は
す
べ
て
の
始
ま
り
で
あ
る
「
天
（
ア
メ
）」
を
、「
ワ
」
は
す
べ
て
を
調
和
さ
せ
る
「
地
（
ツ
チ
）」
す
な
わ

ち
天
地
＝
宇
宙
を
象
徴
し
て
い
ま
す
。
こ
の
「
歌
」
を
口
ず
さ
み
、「
ア
」
か
ら
始
ま
り
、す
べ
て
の
音
を
巡
っ
て
「
ワ
」

に
辿
り
着
く
と
き
、
天
と
地
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
自
分
の
中
で
一
つ
に
繋
が
り
ま
す
。
魂
が
天
か
ら
降
り
て
き
て
、
地
上

で
経
験
を
積
み
、
最
後
に
す
べ
て
を
統
合
し
て
大
地
に
還
っ
て
い
く
─
─
。
そ
ん
な
生
命
の
循
環
そ
の
も
の
を
一
唱
の

う
ち
に
描
き
出
す
こ
と
こ
そ
が
、「
ア
ワ
の
う
た
」
に
秘
め
ら
れ
た
根
本
原
理
、
空
海
の
説
く
「
即
身
成
仏
」（
悟
り
）

の
境
地
な
の
で
す
。

さ
ら
に
、
す
べ
て
の
音
は
「
母
音
（
五
つ
の
父
）」
と
「
子
音
（
十
の
母
）」
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
っ
て
成
り
立
っ
て

い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
ヲ
シ
テ
の
宇
宙
観
で
は
、
音
の
最
小
単
位
を
次
の
よ
う
に
定
義
し
て
い
ま
す
。

●
五
つ
の
父
（
母
音
）	

：「
ア
・
イ
・
ウ
・
エ
・
オ
」
の
五
つ
の
基
本
エ
ネ
ル
ギ
ー
。

●
十
の
母
（
子
音
）	

：「
ア
カ
サ
タ
ナ
ハ
マ
ヤ
ラ
ワ
」
の
十
の
方
向
性
。

こ
の
「
五
つ
の
父
」
と
「
十
の
母
」
が
出
会
い
、
交
わ
る
こ
と
で
、
こ
の
世
の
万
物
（
八や

お
よ
ろ
ず

百
万
の
神
々
）
を
表
現
す

る
48
の
音
（
言
霊
・
真
言
）
が
生
ま
れ
ま
す
。
例
え
ば
、「
ア
」
と
い
う
母
音
は
天
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
、「
カ
」
と
い
う

子
音
は
強
さ
や
結
び
つ
き
を
象
徴
し
ま
す
。
こ
れ
ら
が
組
み
合
わ
さ
る
こ
と
で
、
特
定
の
周
波
数
（
響
き
・
震
動
）
が

生
ま
れ
る
の
で
す
。

口
を
大
き
く
開
い
て
発
す
る
「
ア
」
は
根
源
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
。
そ
こ
か
ら
意
志
を
持
っ
て
進
む
「
イ
（
命
）」
が
生

ま
れ
、
形
を
な
す
「
ウ
（
生
）」
へ
と
繋
が
り
ま
す
。
枝
葉
が
伸
び
る
よ
う
に
発
展
す
る
「
エ
（
枝
）」
を
経
て
、
最
後

に
円
満
に
統
合
さ
れ
る
「
オ
（
緒
）」
へ
と
結
実
す
る
の
で
す
。
つ
ま
り
「
ア
イ
ウ
エ
オ
」
と
発
声
す
る
こ
と
は
、「
無
」
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の
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と
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で
、
こ
の
世
の
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物
（
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お
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ず

百
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の
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を
表
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る
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の
音
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が
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す
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例
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ば
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と
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母
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は
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結
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か
ら
オ
ー
ラ
パ
ワ
ー
（
大
日
力
）
が
生
ま
れ
、
完
成
す
る
と
い
う
「
成
功
（
幸
せ
）
の
プ
ロ
セ
ス
」
を
、
自
ら
の
肉
体

を
使
っ
て
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
思
考
へ
と
変
化
さ
せ
て
追
体
験
す
る
こ
と
な
の
で
す
。

私
た
ち
の
身
体
を
一
つ
の
楽
器
だ
と
し
た
ら
、
日
々
の
ス
ト
レ
ス
や
乱
れ
た
言
葉
遣
い
は
、
弦
を
緩
ま
せ
、
音
を
狂

わ
せ
て
し
ま
い
ま
す
。「
ア
ワ
の
う
た
」
は
、
そ
の
狂
っ
て
し
ま
っ
た
弦
を
一
本
一
本
丁
寧
に
締
め
直
し
、
本
来
の
美

し
い
音
色
に
戻
す
た
め
の
調
律
で
す
。

『
秀ホ
ツ
マ
ツ
タ
ヱ

真
伝
』
の
「
ア
ワ
の
う
た
」
の
48
音
の
一
つ
ひ
と
つ
は
、自
然
界
の
五
大
要
素
や
私
た
ち
の
身
体
の
特
定
の
部
位
・

臓
器
と
共
鳴
す
る
よ
う
に
で
き
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、「
カ
」
と
い
う
音
は
「
火
」
や
「
力
」
の
性
質
を
持
ち
、
情
熱

を
燃
や
し
た
い
時
に
力
を
貸
し
て
く
れ
ま
す
。
一
方
、「
マ
」
と
い
う
音
は
「
水
」
や
「
真
」
の
性
質
を
持
ち
、荒
立
っ

た
心
や
「
ス
ト
レ
ス
」
を
鎮
め
て
く
れ
ま
す
。
こ
れ
は
空
海
の
真
言
密
教
と
も
通
じ
る
理
屈
で
す
。
密
教
で
も
目
的

に
よ
っ
て
唱
え
る
真
言
（
音
）
を
変
え
ま
す
が
、「
ア
ワ
の
う
た
」
も
ま
た
、
言
葉
を
「
意
味
」
と
し
て
だ
け
で
な
く
、

現
実
を
前
向
き
に
動
か
す
「
物
理
的
な
力
」
と
し
て
扱
っ
て
思
考
を
現
実
化
し
て
い
る
の
で
す
。

「
ア
ワ
の
う
た
」
が
持
つ
も
う
一
つ
の
重
要
な
要
素
、
そ
れ
が
「
五
七
調
」
の
リ
ズ
ム
で
す
。
日
本
人
の
魂
に
は
、
五
・

七
の
リ
ズ
ム
が
深
く
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
私
た
ち
が
母
親
の
胎
内
で
聞
い
て
い
た
心
拍
の
音
や
、
深
呼
吸
の
周

期
に
最
も
近
い
、
生
命
の
安
ら
ぎ
の
リ
ズ
ム
で
す
。
五
七
調
に
乗
せ
て
声
を
出
す
こ
と
で
、
自
然
に
心
拍
が
落
ち
着
き
、

脳
波
は
深
い
瞑
想
状
態
（
ア
ル
フ
ァ
波
）
へ
と
導
か
れ
ま
す
。

ま
ず
、
こ
の
「
ア
ワ
の
う
た
」
を
声
に
出
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。「
ア
・
カ
・
ハ
・
ナ
・
マ
─
─
」
そ
れ
だ
け
で
い

い
の
で
す
。
あ
な
た
の
身
体
が
先
に
覚
え
て
い
る
48
音
の
波
紋
が
全
身
の
細
胞
、
血
流
、
そ
し
て
神
経
か
ら
脳
へ
と
広

が
っ
て
い
き
ま
す
。
ヲ
シ
テ
文
字
が
持
つ
「
形
（
形
霊
）」
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
、
声
と
い
う
「
振
動
」
に
乗
っ
て
細
胞

の
隅
々
に
ま
で
浸
透
し
て
い
く
。
そ
れ
は
、
長
年
の
ス
ト
レ
ス
で
「
さ
さ
く
れ
」
が
で
き
て
し
ま
っ
た
魂
を
、
優
し
く

撫な

で
て
滑
ら
か
に
整
え
て
い
く
よ
う
な
、
極
上
の
ヒ
ー
リ
ン
グ
体
験
な
の
で
す
。

実
際
、
こ
の
「
ア
ワ
の
う
た
」
を
唱
え
始
め
た
方
々
か
ら
は
、「
不
思
議
と
イ
ラ
イ
ラ
し
な
く
な
っ
た
」「
よ
く
眠
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
」「
自
分
を
取
り
囲
む
空
気
感
が
変
わ
っ
た
」
と
い
う
感
想
が
多
く
寄
せ
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
は
超
自

然
的
な
奇
跡
で
は
な
く
、「
音
（
言
霊
）」
の
振
動
に
よ
っ
て
、
あ
な
た
の
心
身
が
本
来
あ
る
べ
き
「
調
和
の
取
れ
た
状

態
」
に
戻
っ
た
結
果
な
の
で
す
。
か
つ
て
古
代
の
縄
文
時
代
の
人
々
は
、
こ
の
よ
う
に
「
音
」
の
持
つ
力
を
日
常
的
に

使
い
、
心
身
の
健
康
や
社
会
の
平
和
を
保
っ
て
い
ま
し
た
。

「
ア
ワ
の
う
た
」
の
最
も
素
晴
ら
し
い
点
は
、
誰
に
で
も
今
す
ぐ
で
き
る
「
実
践
の
大
日
力
」
に
あ
り
ま
す
。
難
し
い

理
屈
を
覚
え
る
必
要
も
、
私
た
ち
僧
侶
や
修
験
道
の
山
伏
の
皆
様
の
よ
う
に
厳
し
い
修
行
に
耐
え
る
必
要
も
あ
り
ま
せ

ん
。
た
だ
、
こ
の
「
ア
ワ
の
う
た
」
を
「
声
に
出
し
て
詠
む
」。
そ
れ
だ
け
で
い
い
の
で
す
。

天
（
大
宇
宙
）
に
向
か
っ
て
「
声
を
出
す
」
と
い
う
行
為
は
、
自
分
の
内
側
に
眠
る
命
の
火
を
灯
し
、
現
実
と
い
う

大
海
原
を
動
か
し
て
い
く
た
め
の
「
最
初
の
エ
ン
ジ
ン
」
を
か
け
る
こ
と
で
す
。
宇
宙
の
響
き
を
宿
し
た
「
ア
ワ
の
う

た
」
を
口
ず
さ
む
と
き
、
あ
な
た
の
こ
れ
か
ら
の
人
生
は
よ
り
力
強
く
、
よ
り
前
向
き
に
、
そ
し
て
笑
顔
と
な
り
、
よ

り
輝
か
し
く
「
幸
せ
」
に
な
る
た
め
に
動
き
始
め
て
い
く
の
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
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か
ら
オ
ー
ラ
パ
ワ
ー
（
大
日
力
）
が
生
ま
れ
、
完
成
す
る
と
い
う
「
成
功
（
幸
せ
）
の
プ
ロ
セ
ス
」
を
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を
使
っ
て
ポ
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追
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。
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葉
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狂
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狂
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ワ
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。
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熱

を
燃
や
し
た
い
時
に
力
を
貸
し
て
く
れ
ま
す
。
一
方
、「
マ
」
と
い
う
音
は
「
水
」
や
「
真
」
の
性
質
を
持
ち
、荒
立
っ

た
心
や
「
ス
ト
レ
ス
」
を
鎮
め
て
く
れ
ま
す
。
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葉
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っ
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。
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。
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近
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落
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。
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ハ
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。
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●
空
海
の
「
い
ろ
は
歌
」
に
秘
め
ら
れ
た
、
私
た
ち
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

空
海
が
、
唐
（
中
国
）
の
長
安
か
ら
帰
国
し
開
い
た
教
え
を
「
真
言
宗
」
と
名
づ
け
た
の
は
、
偶
然
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。「
真
言
」
と
は
、
彼
が
出
会
っ
た
古
代
イ
ン
ド
の
言
葉
・
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
の
「
マ
ン
ト
ラ
」
の
漢
訳
で
、「
真

実
の
言
葉
」
を
意
味
し
ま
す
。
空
海
は
こ
の
宗
派
を
「
密
教
」
と
だ
け
呼
ば
ず
に
、
あ
え
て
「
真
言
密
教
」
と
呼
び
ま

し
た
。
そ
れ
は
「
真
実
の
言
葉
に
よ
る
仏
教
の
秘
密
の
教
え
」
と
い
う
意
味
を
込
め
た
、
空
海
自
身
の
命
名
の
意
志
が

あ
っ
た
か
ら
で
す
。

真
実
の
言
葉
と
は
何
か
。
そ
れ
は
単
な
る
意
味
の
伝
達
を
超
え
、「
声
」
に
出
す
こ
と
で
、
音
そ
の
も
の
が
「
呪
文

（
言
霊
）」
と
な
り
、
宇
宙
の
振
動
と
共
鳴
し
、
現
実
を
動
か
す
「
力
」
を
持
つ
言
葉
の
こ
と
で
す
。
こ
の
考
え
方
が
、

『
秀ホ
ツ
マ
ツ
タ
ヱ

真
伝
』
の
「
ア
ワ
の
う
た
」
の
原
理
と
完
全
に
重
な
っ
て
い
る
こ
と
は
、
も
は
や
偶
然
と
は
い
え
ま
せ
ん
。

「
こ
れ
こ
そ
が
、
人
々
を
救
う
最
強
の
力
だ
」
─
─
そ
う
確
信
し
て
日
本
へ
帰
っ
て
き
た
空
海
で
す
が
、
帰
国
後
、
あ

る
事
実
に
気
づ
き
、
雷
に
打
た
れ
た
よ
う
な
衝
撃
を
受
け
ま
す
。

「
…
…
待
て
よ
。
こ
の
響
き
は
、
初
め
て
聞
く
も
の
で
は
な
い
」

空
海
が
、
イ
ン
ド
直
伝
の
真
言
の
中
に
見
出
し
た
「
大
宇
宙
の
摂
理
」。
そ
れ
は
な
ん
と
、
遠
い
６
５
０
０
年
も
前

か
ら
、
す
で
に
日
本
に
『
秀ホ
ツ
マ
ツ
タ
ヱ

真
伝
』
に
よ
り
存
在
し
て
い
た
「
ア
ワ
の
う
た
」
の
文
字
（
形
霊
）
と
声
（
言
霊
）
を

出
す
リ
ズ
ム
そ
の
も
の
だ
っ
た
の
で
す
。

五
七
調
の
調
べ
に
乗
せ
て
、
イ
ザ
ナ
ギ
・
イ
ザ
ナ
ミ
の
時
代
か
ら
脈
々
と
受
け
継
が
れ
て
き
た
高
島
の
『
秀ホ

ツ
マ
ツ
タ
ヱ

真
伝
』

の
中
に
、空
海
が
求
め
た
「
言
霊
（
真
言
）」
の
奥
義
は
、
す
で
に
縄
文
時
代
に
は
完
成
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
青
い
鳥
は
、

遠
い
異
国
で
は
な
く
自
分
の
家
（
国
）
の
軒
先
、
琵
琶
湖
の
安
曇
川
町
に
あ
っ
た
。
稀
代
の
天
才
・
空
海
は
こ
の
と
き
、

中
国
で
は
な
く
６
５
０
０
年
以
上
も
前
の
古
代
日
本
の
古
層
に
眠
る
叡
智
の
深
さ
に
魂
を
震
わ
せ
た
に
違
い
あ
り
ま
せ

ん
。空

海
が
、
中
国
・
長
安
の
青
龍
寺
の
密
教
の
最
高
位
（
第
七
祖
）
恵
果
阿
闍
梨
か
ら
学
ん
だ
密
教
の
奥
義
の
中
で
最

も
重
要
と
さ
れ
る
「
三
密
」
と
「
加
持
祈
祷
」
か
ら
発
す
る
「
大
日
力
」。
そ
の
中
心
に
あ
る
の
が
「
口
密
」、
す
な
わ

ち
真
言
を
声
に
出
す
こ
と
で
す
。
密
教
の
最
高
位
（
第
八
祖
）
の
地
位
（
遍
照
金
剛
）
を
継
承
し
て
帰
国
し
た
空
海
は
、

そ
の
真
言
の
体
系
を
深
く
探
る
う
ち
、驚
く
べ
き
一
致
に
気
づ
き
ま
し
た
。
古
代
イ
ン
ド
の
梵
字（「
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
」

語
）
で
組
み
立
て
ら
れ
た
宇
宙
の
音
の
体
系
が
、
６
５
０
０
年
以
上
前
か
ら
日
本
人
の
口
か
ら
口
へ
と
伝
え
ら
れ
て
き

た
「
ア
ワ
の
う
た
」
の
48
音
と
、
構
造
と
し
て
ピ
タ
リ
と
重
な
っ
て
い
た
の
で
す
。

私
の
師
匠
で
あ
る
『
空
海
』
が
こ
の
真
言
密
教
の
奥
儀
の
一
致
に
気
づ
い
た
と
き
、
ど
れ
ほ
ど
の
衝
撃
が
走
っ
た
か
。

そ
の
魂
の
震
動
を
、
私
は
「
空
海
の
代
理
人
」
と
し
て
、
自
分
自
身
の
皮
膚
で
感
じ
る
ほ
ど
に
分
か
ち
合
っ
て
い
ま
す
。

だ
か
ら
こ
そ
、
こ
の
驚
き
を
皆
さ
ん
に
伝
え
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
の
で
す
。

そ
し
て
そ
の
確
信
を
胸
に
、
空
海
は
琵
琶
湖
に
浮
か
ぶ
「
竹
生
島
」
へ
向
か
い
ま
す
。
湖
面
を
渡
る
風
の
音
、
岸
に

打
ち
寄
せ
る
波
の
響
き
。
水
と
神
気
が
交
わ
る
こ
の
聖
域
で
、
三
つ
の
目
覚
め
が
一
本
の
線
に
繋
が
り
ま
し
た
。

若
き
日
の
室
戸
岬
で
、
大
自
然
と
溶
け
合
い
「
己
と
宇
宙
は
一
体
で
あ
る
」
と
体
感
し
た
第
一
の
悟
り
。
唐
で
密
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た
」
の
文
字
（
形
霊
）
と
声
（
言
霊
）
を

出
す
リ
ズ
ム
そ
の
も
の
だ
っ
た
の
で
す
。

五
七
調
の
調
べ
に
乗
せ
て
、
イ
ザ
ナ
ギ
・
イ
ザ
ナ
ミ
の
時
代
か
ら
脈
々
と
受
け
継
が
れ
て
き
た
高
島
の
『
秀ホ

ツ
マ
ツ
タ
ヱ

真
伝
』

の
中
に
、空
海
が
求
め
た
「
言
霊
（
真
言
）」
の
奥
義
は
、
す
で
に
縄
文
時
代
に
は
完
成
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
青
い
鳥
は
、

遠
い
異
国
で
は
な
く
自
分
の
家
（
国
）
の
軒
先
、
琵
琶
湖
の
安
曇
川
町
に
あ
っ
た
。
稀
代
の
天
才
・
空
海
は
こ
の
と
き
、

中
国
で
は
な
く
６
５
０
０
年
以
上
も
前
の
古
代
日
本
の
古
層
に
眠
る
叡
智
の
深
さ
に
魂
を
震
わ
せ
た
に
違
い
あ
り
ま
せ

ん
。空

海
が
、
中
国
・
長
安
の
青
龍
寺
の
密
教
の
最
高
位
（
第
七
祖
）
恵
果
阿
闍
梨
か
ら
学
ん
だ
密
教
の
奥
義
の
中
で
最

も
重
要
と
さ
れ
る
「
三
密
」
と
「
加
持
祈
祷
」
か
ら
発
す
る
「
大
日
力
」。
そ
の
中
心
に
あ
る
の
が
「
口
密
」、
す
な
わ

ち
真
言
を
声
に
出
す
こ
と
で
す
。
密
教
の
最
高
位
（
第
八
祖
）
の
地
位
（
遍
照
金
剛
）
を
継
承
し
て
帰
国
し
た
空
海
は
、

そ
の
真
言
の
体
系
を
深
く
探
る
う
ち
、驚
く
べ
き
一
致
に
気
づ
き
ま
し
た
。
古
代
イ
ン
ド
の
梵
字（「
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
」

語
）
で
組
み
立
て
ら
れ
た
宇
宙
の
音
の
体
系
が
、
６
５
０
０
年
以
上
前
か
ら
日
本
人
の
口
か
ら
口
へ
と
伝
え
ら
れ
て
き

た
「
ア
ワ
の
う
た
」
の
48
音
と
、
構
造
と
し
て
ピ
タ
リ
と
重
な
っ
て
い
た
の
で
す
。

私
の
師
匠
で
あ
る
『
空
海
』
が
こ
の
真
言
密
教
の
奥
儀
の
一
致
に
気
づ
い
た
と
き
、
ど
れ
ほ
ど
の
衝
撃
が
走
っ
た
か
。

そ
の
魂
の
震
動
を
、
私
は
「
空
海
の
代
理
人
」
と
し
て
、
自
分
自
身
の
皮
膚
で
感
じ
る
ほ
ど
に
分
か
ち
合
っ
て
い
ま
す
。

だ
か
ら
こ
そ
、
こ
の
驚
き
を
皆
さ
ん
に
伝
え
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
の
で
す
。

そ
し
て
そ
の
確
信
を
胸
に
、
空
海
は
琵
琶
湖
に
浮
か
ぶ
「
竹
生
島
」
へ
向
か
い
ま
す
。
湖
面
を
渡
る
風
の
音
、
岸
に

打
ち
寄
せ
る
波
の
響
き
。
水
と
神
気
が
交
わ
る
こ
の
聖
域
で
、
三
つ
の
目
覚
め
が
一
本
の
線
に
繋
が
り
ま
し
た
。

若
き
日
の
室
戸
岬
で
、
大
自
然
と
溶
け
合
い
「
己
と
宇
宙
は
一
体
で
あ
る
」
と
体
感
し
た
第
一
の
悟
り
。
唐
で
密
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教
の
後
継
者
と
し
て
す
べ
て
の
奥
儀
を
第
八
祖
と
し
て
の
修
行
を
経
て
、
万
物

（
八や
お
よ
ろ
ず

百
万
の
神
々
）
を
大
日
如
来
の
現
れ
と
し
て
体
系
的
に
捉
え
た
第
二
の
悟

り
。
そ
し
て
こ
の
「
竹
生
島
」
で
到
達
し
た
第
三
の
悟
り

3

3

3

3

3

─
─
そ
れ
は
、
遠
く

イ
ン
ド
で
生
ま
れ
た
「
真
言
」
と
、
縄
文
の
時
代
か
ら
日
本
人
の
「
声
」
に
宿

り
続
け
て
き
た
「
言
霊
」
が
、
実
は
同
じ
一
つ
の
根
か
ら
伸
び
て
い
た
と
い
う
、

魂
を
根
底
か
ら
揺
さ
ぶ
る
発
見
で
し
た
。
空
海
が
、
最
後
に
こ
の
竹
生
島
で
開

花
さ
せ
た
こ
の
「
第
三
の
悟
り
」
こ
そ
が
、
日
本
の
言
霊
と
宇
宙
の
真
理
・
摂

理
を
一
つ
に
結
び
、
誰
も
が
使
え
る
智
慧
へ
と
昇
華
さ
せ
た
、
究
極
の
到
達
点

だ
っ
た
の
で
す
。

古
く
か
ら
、
空
海
が
作
っ
た
と
語
り
継
が
れ
て
き
た
「
い
ろ
は
歌
」。
彼
は

そ
の
悟
り
を
、
誰
に
で
も
口
ず
さ
め
る
47
音
の
歌
に
封
じ
込
め
ま
し
た
。『
秀ホ
ツ
マ
ツ
タ
ヱ

真
伝
』
の
「
ア
ワ
の
う
た
」
は
48
音
。

そ
れ
に
対
し
て
、
空
海
の
「
い
ろ
は
歌
」
は
あ
え
て
一
音
少
な
い
47
音
で
綴
ら
れ
て
い
ま
す
。
な
ぜ
、
一
音
足
り
な
い

の
か
？ 

私
に
は
ず
っ
と
違
和
感
が
あ
り
ま
し
た
。
あ
る
夜
、
空
海
の
お
導
き
に
よ
り
、
ふ
と
「
い
ろ
は
歌
」
を
口
ず

さ
ん
だ
と
き
、
私
の
背
中
に
電
流
が
走
り
ま
し
た
。

い
ろ
は
に
ほ
へ
「
と
」	

ち
り
ぬ
る
を
わ
「
か
」	

よ
た
れ
そ
つ
ね
「
な
」

ら
む
う
ゐ
の
お
「
く
」	

や
ま
け
ふ
こ
え
「
て
」	

あ
さ
き
ゆ
め
み
「
し
」	

ゑ
ひ
も
せ
「
す
」

私
は
空
海
か
ら
得
た
ヒ
ン
ト
に
よ
り
「
い
ろ
は
歌
」
を
七
音
ず
つ
区
切
り
、
末
尾
の
文
字
を
繋
ぎ
合
わ
せ
る
と
浮
か

び
上
が
る
「
と
か
な
く
て
し
す
（
咎
無
く
て
死
す
）」
と
い
う
、
師
匠
か
ら
弟
子
へ
の
あ
ま
り
に
切
な
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
。

一
見
、
仏
教
の
無
常
観
を
歌
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
「
い
ろ
は
歌
」。
し
か
し
そ
の
裏
側
に
は
、
神
代
の
昔
「
ア
ワ

の
う
た
」
か
ら
続
く
、「
音
で
宇
宙
と
共
鳴
し
、
現
実
を
動
か
す
」
た
め
の
声
が
「
空
海
コ
ー
ド
」
と
し
て
隠
さ
れ
て

い
て
び
っ
く
り
ま
し
た
。

足
り
な
い
一
音
─
─
そ
れ
は
「
ん
（
ン
）」
で
す
。
日
本
語
の
中
で
た
だ
一
つ
、
言
葉
の
先
頭
に
立
つ
こ
と
が
で
き

な
い
、
す
べ
て
の
終
わ
り
に
だ
け
宿
る
特
別
な
音
。
試
し
に
「
ん
」
と
声
に
出
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
日
本
語
の
音
は

す
べ
て
口
を
開
い
て
始
ま
り
ま
す
。
し
か
し
「
ん
」
だ
け
は
違
う
。
口
を
閉
じ
た
ま
ま
、
内
へ
内
へ
と
還
っ
て
い
く
、

完
結
と
沈
黙
を
象
徴
す
る
唯
一
の
音
な
の
で
す
。

そ
し
て
、
仏
教
の
世
界
に
は
「
阿
吽
（
あ
う
ん
）
の
呼
吸
」
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。「
阿
（
ア
）」
が
す
べ
て
の

始
ま
り
を
表
す
な
ら
、「
吽
（
ン
）」
は
す
べ
て
の
終
わ
り
・
完
結
を
象
徴
し
ま
す
。
つ
ま
り
『
秀ホ
ツ
マ
ツ
タ
ヱ

真
伝
』「
ア
ワ
の
う
た
」

の
48
音
は
、「
ア
」
か
ら
「
ン
」
ま
で
揃
う
こ
と
で
、
宇
宙
の
誕
生
か
ら
完
結
ま
で
の
全
サ
イ
ク
ル
を
表
す
「
宇
宙
の

完
璧
な
円
環
」
と
な
っ
て
い
る
の
で
す
。

空
海
は
そ
の
「
終
わ
り
」
を
象
徴
す
る
音
「
ん
」
を
、「
い
ろ
は
歌
」
か
ら
意
図
的
に
抜
き
取
り
ま
し
た
。
そ
れ
は

た
だ
の
省
略
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。「
私
は
こ
の
使
命
を
完
結
さ
せ
る
こ
と
な
く
、
こ
の
世
を
去
る
」
─
─
。
い
ろ
は
歌

の
末
尾
に
隠
さ
れ
た
「
と
か
な
く
て
し
す
」
と
い
う
絶
命
の
言
葉
と
、「
ん
」
の
欠
落
。
二
つ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
重
な
っ

竹生島の弘法大師（空海）庵跡
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教
の
後
継
者
と
し
て
す
べ
て
の
奥
儀
を
第
八
祖
と
し
て
の
修
行
を
経
て
、
万
物

（
八や
お
よ
ろ
ず

百
万
の
神
々
）
を
大
日
如
来
の
現
れ
と
し
て
体
系
的
に
捉
え
た
第
二
の
悟

り
。
そ
し
て
こ
の
「
竹
生
島
」
で
到
達
し
た
第
三
の
悟
り

3

3

3

3

3

─
─
そ
れ
は
、
遠
く

イ
ン
ド
で
生
ま
れ
た
「
真
言
」
と
、
縄
文
の
時
代
か
ら
日
本
人
の
「
声
」
に
宿

り
続
け
て
き
た
「
言
霊
」
が
、
実
は
同
じ
一
つ
の
根
か
ら
伸
び
て
い
た
と
い
う
、

魂
を
根
底
か
ら
揺
さ
ぶ
る
発
見
で
し
た
。
空
海
が
、
最
後
に
こ
の
竹
生
島
で
開

花
さ
せ
た
こ
の
「
第
三
の
悟
り
」
こ
そ
が
、
日
本
の
言
霊
と
宇
宙
の
真
理
・
摂

理
を
一
つ
に
結
び
、
誰
も
が
使
え
る
智
慧
へ
と
昇
華
さ
せ
た
、
究
極
の
到
達
点

だ
っ
た
の
で
す
。

古
く
か
ら
、
空
海
が
作
っ
た
と
語
り
継
が
れ
て
き
た
「
い
ろ
は
歌
」。
彼
は

そ
の
悟
り
を
、
誰
に
で
も
口
ず
さ
め
る
47
音
の
歌
に
封
じ
込
め
ま
し
た
。『
秀ホ
ツ
マ
ツ
タ
ヱ

真
伝
』
の
「
ア
ワ
の
う
た
」
は
48
音
。

そ
れ
に
対
し
て
、
空
海
の
「
い
ろ
は
歌
」
は
あ
え
て
一
音
少
な
い
47
音
で
綴
ら
れ
て
い
ま
す
。
な
ぜ
、
一
音
足
り
な
い

の
か
？ 

私
に
は
ず
っ
と
違
和
感
が
あ
り
ま
し
た
。
あ
る
夜
、
空
海
の
お
導
き
に
よ
り
、
ふ
と
「
い
ろ
は
歌
」
を
口
ず

さ
ん
だ
と
き
、
私
の
背
中
に
電
流
が
走
り
ま
し
た
。

い
ろ
は
に
ほ
へ
「
と
」	

ち
り
ぬ
る
を
わ
「
か
」	

よ
た
れ
そ
つ
ね
「
な
」

ら
む
う
ゐ
の
お
「
く
」	

や
ま
け
ふ
こ
え
「
て
」	

あ
さ
き
ゆ
め
み
「
し
」	

ゑ
ひ
も
せ
「
す
」

私
は
空
海
か
ら
得
た
ヒ
ン
ト
に
よ
り
「
い
ろ
は
歌
」
を
七
音
ず
つ
区
切
り
、
末
尾
の
文
字
を
繋
ぎ
合
わ
せ
る
と
浮
か

び
上
が
る
「
と
か
な
く
て
し
す
（
咎
無
く
て
死
す
）」
と
い
う
、
師
匠
か
ら
弟
子
へ
の
あ
ま
り
に
切
な
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
。

一
見
、
仏
教
の
無
常
観
を
歌
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
「
い
ろ
は
歌
」。
し
か
し
そ
の
裏
側
に
は
、
神
代
の
昔
「
ア
ワ

の
う
た
」
か
ら
続
く
、「
音
で
宇
宙
と
共
鳴
し
、
現
実
を
動
か
す
」
た
め
の
声
が
「
空
海
コ
ー
ド
」
と
し
て
隠
さ
れ
て

い
て
び
っ
く
り
ま
し
た
。

足
り
な
い
一
音
─
─
そ
れ
は
「
ん
（
ン
）」
で
す
。
日
本
語
の
中
で
た
だ
一
つ
、
言
葉
の
先
頭
に
立
つ
こ
と
が
で
き

な
い
、
す
べ
て
の
終
わ
り
に
だ
け
宿
る
特
別
な
音
。
試
し
に
「
ん
」
と
声
に
出
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
日
本
語
の
音
は

す
べ
て
口
を
開
い
て
始
ま
り
ま
す
。
し
か
し
「
ん
」
だ
け
は
違
う
。
口
を
閉
じ
た
ま
ま
、
内
へ
内
へ
と
還
っ
て
い
く
、

完
結
と
沈
黙
を
象
徴
す
る
唯
一
の
音
な
の
で
す
。

そ
し
て
、
仏
教
の
世
界
に
は
「
阿
吽
（
あ
う
ん
）
の
呼
吸
」
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。「
阿
（
ア
）」
が
す
べ
て
の

始
ま
り
を
表
す
な
ら
、「
吽
（
ン
）」
は
す
べ
て
の
終
わ
り
・
完
結
を
象
徴
し
ま
す
。
つ
ま
り
『
秀ホ
ツ
マ
ツ
タ
ヱ

真
伝
』「
ア
ワ
の
う
た
」

の
48
音
は
、「
ア
」
か
ら
「
ン
」
ま
で
揃
う
こ
と
で
、
宇
宙
の
誕
生
か
ら
完
結
ま
で
の
全
サ
イ
ク
ル
を
表
す
「
宇
宙
の

完
璧
な
円
環
」
と
な
っ
て
い
る
の
で
す
。

空
海
は
そ
の
「
終
わ
り
」
を
象
徴
す
る
音
「
ん
」
を
、「
い
ろ
は
歌
」
か
ら
意
図
的
に
抜
き
取
り
ま
し
た
。
そ
れ
は

た
だ
の
省
略
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。「
私
は
こ
の
使
命
を
完
結
さ
せ
る
こ
と
な
く
、
こ
の
世
を
去
る
」
─
─
。
い
ろ
は
歌

の
末
尾
に
隠
さ
れ
た
「
と
か
な
く
て
し
す
」
と
い
う
絶
命
の
言
葉
と
、「
ん
」
の
欠
落
。
二
つ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
重
な
っ
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た
と
き
、
高
野
山
で
即そ

く

身し
ん

成じ
ょ
う

仏ぶ
つ

（
死
ん
で
か
ら
で
は
な
く
、
今
生
き
て
い
る
う
ち
に
仏
に
成
り
ま
す
「
成
仏
し
ま
す
」

と
い
う
こ
と
）
を
実
践
な
さ
れ
た
『
空
海
』
の
多
く
の
方
々
を
「
幸
せ
」
に
す
る
た
め
の
覚
悟
の
深
さ
が
、
私
の
胸
に

直
接
刻
ま
れ
る
よ
う
に
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

も
し
、
漢
字
伝
来
以
前
の
日
本
に
、
そ
れ
を
凌り
ょ
う

駕が

す
る
知
恵
が
あ
っ
た
と
公
言
す
れ
ば
、
国
を
揺
る
が
す
「
危
険
な

思
想
」
と
見
な
さ
れ
か
ね
ま
せ
ん
。
古
来
の
「
ヲ
シ
テ
文
字
」
が
持
つ
強
大
な
「
力
」
を
い
わ
ば
「
空
海
コ
ー
ド
の
〝
暗

号
〞」
と
し
て
隠
さ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
空
海
の
苦
渋
の
決
断
が
見
え
て
き
ま
す
。
空
海
は
、
自
ら
が
築
き
上
げ
た
真

言
密
教
の
土
台
を
守
り
つ
つ
、
同
時
に
「
日
本
の
根
源
」
を
次
世
代
へ
繋
ぐ
た
め
、
あ
え
て
沈
黙
し
、
真
実
を
「
弥み

勒ろ
く

の
世
界
」
ま
で
持
っ
て
い
く
道
を
選
ん
だ
。
そ
う
私
は
考
え
て
い
ま
す
。

空
海
は
、
表
向
き
は
「
す
べ
て
は
移
ろ
う
」
と
い
う
仏
の
教
え
を
説
き
な
が
ら
、
そ
の
裏
側
に
、
命
を
懸
け
て
守
り

抜
い
た
「
封
印
さ
れ
た
真
実
」
を
忍
び
込
ま
せ
ま
し
た
。

「
ん
」
と
い
う
一
音
を
隠
し
、
重
層
的
な
意
味
を
施
す
こ
と
で
、
い
つ
か
未
来
の
私
た
ち
が
「
本
当
の
言
霊
の
力
（
大

日
力
）」
に
気
づ
く
こ
と
を
、
約
１
２
２
０
年
も
の
間
、
静
か
に
待
っ
て
い
た
の
で
す
。
そ
し
て
、
そ
の
「
気
づ
き
」
を
、

今
を
生
き
る
皆
さ
ん
に
届
け
る
こ
と
。
そ
れ
が
、
空
海
の
弟
子
と
し
て
の
私
の
使
命
な
の
で
す
。

●
縄
文
の
神
々
と
空
海
が
私
た
ち
に
託
し
た
「
魂
の
バ
ト
ン
」

縄
文
文
明
の
『
秀ホ
ツ
マ
ツ
タ
ヱ

真
伝
』
か
ら
伝
わ
る
「
ア
ワ
の
う
た
」
の
記
憶
（
Ｄ
Ｎ
Ａ
）、
そ
し
て
空
海
が
密
か
に
そ
の
響
き

を
託
し
た
「
い
ろ
は
歌
」。
こ
れ
ら
の
音
の
響
き
は
、
時
代
を
超
え
て
私
た
ち
の
細
胞
を
震
わ
せ
、
本
来
の
健
や
か
さ

と
調
和
を
自
分
自
身
の
中
に
あ
る
『
宝
』
を
取
り
戻
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。

し
か
し
、
な
ぜ
こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
完
璧
な
調
和
の
文
化
が
、
歴
史
の
表
舞
台
か
ら
姿
を
消
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ

た
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
謎
を
解
く
鍵
は
、
こ
の
日
本
列
島
の
「
へ
そ
」
と
も
い
え
る
、
あ
る
特
別
な
聖
域
に
隠
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
そ
の
聖
域
と
は
、
近
江
の
国
・
琵
琶
湖
の
ほ
と
り
「
高
島
」
で
す
。
私
が
住
職
（
僧
侶
）
と
し
て
江
州

山
千
光
寺
で
活
動
す
る
こ
の
地
こ
そ
が
、『
秀ホ
ツ
マ
ツ
タ
ヱ

真
伝
』
が
命
懸
け
で
守
ら
れ
、
そ
し
て
現
代
に
蘇
っ
た
舞
台
で
す
。
こ

の
書
物
が
な
ぜ
高
島
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
か
。
そ
こ
に
は
、
近
江
の
国
（
琵
琶
湖
）
の
持
つ
自
然
・
人
・
歴

史
と
い
う
三
つ
の
力
と
物
凄
い
パ
ワ
ー
が
重
な
り
合
っ
た
、
世
界
的
に
類
を
見
な
い
「
聖
地
」
で
あ
る
深
い
必
然
が
あ

り
ま
し
た
。

空
海
が
琵
琶
湖
に
浮
か
ぶ
「
竹
生
島
」
で
天
を
仰
い
で
か
ら
、
お
よ
そ
１
２
2
０
年
の
時
が
流
れ
た
今
日
、
空
海
が

遺
し
た
バ
ト
ン
は
、
誰
の
手
に
渡
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
？ 

立
派
な
高
僧
で
し
ょ
う
か
？ 

そ
れ
と
も
、
著
名
な
学
者
で

し
ょ
う
か
？ 

い
い
え
、
違
い
ま
す
。
空
海
の
お
導
き
に
よ
っ
て
そ
の
バ
ト
ン
を
受
け
取
っ
た
の
は
、
自
他
と
も
に
認

め
る
空
海
の
「
一
番
出
来
の
悪
い
弟
子
」。
近
江
の
国
・
江
州
山
千
光
寺
の
玄
津
─
─
そ
う
、
こ
の
私
だ
っ
た
の
で
す
。

「
な
ぜ
、
私
が
？
」
─
─
私
自
身
が
一
番
驚
い
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
真
実
を
伝
え
る
た

め
に
必
要
な
の
は
「
権
威
」
で
は
な
く
、
バ
カ
と
言
わ
れ
る
ぐ
ら
い
の
「
愚
直
な
ま
で
の

真
摯
さ
」
で
す
。
優
秀
な
弟
子
な
ら
、
理
屈
や
常
識
で
考
え
て
立
ち
止
ま
っ
た
か
も
し
れ
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仏
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仏
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。

も
し
、
漢
字
伝
来
以
前
の
日
本
に
、
そ
れ
を
凌り
ょ
う

駕が

す
る
知
恵
が
あ
っ
た
と
公
言
す
れ
ば
、
国
を
揺
る
が
す
「
危
険
な

思
想
」
と
見
な
さ
れ
か
ね
ま
せ
ん
。
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ま
せ
ん
。
出
来
の
悪
い
弟
子
だ
か
ら
こ
そ
、
空
海
が
守
り
抜
い
た
「
祈
り
」
の
重
さ
が
、
私
の
心
に
痛
い
ほ
ど
響
い
て
、

私
の
使
命
だ
と
観
じ
た
の
で
す
。

私
は
導
か
れ
る
よ
う
に
し
て
『
秀ホ
ツ
マ
ツ
タ
ヱ

真
伝
』
に
出
会
い
、
古
代
文
字
「
ヲ
シ
テ
文
字
」、
宇
宙
の
響
き
を
宿
す
「
ア
ワ

の
う
た
」
が
放
つ
大
宇
宙
か
ら
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
（
大
日
力
）
に
触
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
確
信
し
た
の
で
す
。
こ
れ
は
単

な
る
古
文
書
研
究
で
は
な
い
。
大
宇
宙
の
真
理
で
あ
り
、
私
た
ち
が
幸
せ
に
生
き
る
た
め
の
「
摂
理
」
そ
の
も
の
な
の

だ
と
。

だ
か
ら
こ
そ
私
は
、
こ
の
高
島
の
地
で
一
つ
の
決
断
を
し
ま
し
た
。
空
海
が
竹
生
島
で
開
花
さ
せ
た
悟
り
、
そ
し
て

『
秀ホ
ツ
マ
ツ
タ
ヱ

真
伝
』
が
伝
え
る
「
調
和
の
摂
理
」
を
、
現
代
を
生
き
る
皆
様
と
と
も
に
学
び
、
次
の
時
代
へ
繋
ぐ
場
を
つ
く
ろ

う
と
。
そ
れ
が
、
私
が
立
ち
上
げ
た
「
空
海
の
『
秀ホ
ツ
マ
ツ
タ
ヱ

真
伝
』
研
究
会
・
本
部
」
で
す
。

ま
ず
は
『
秀ホ
ツ
マ
ツ
タ
ヱ

真
伝
』
の
素
晴
ら
し
い
世
界
に
触
れ
て
み
て
く
だ
さ
い
。
そ
こ
に
は
、
私
た
ち
が
忘
れ
て
い
た

６
５
０
０
年
前
の
「
日
本
の
原
風
景
」
が
、タ
イ
ム
ト
ラ
ベ
ル
し
た
よ
う
に
今
も
鮮
や
か
に
広
が
っ
て
い
ま
す
。
国
祖
・

ク
ニ
ト
コ
タ
チ
の
「
ト
の
教
え
」
に
よ
る
日
本
の
建
国
、
そ
し
て
日
本
人
の
「
心
」
の
起
源
を
、
魂
の
底
か
ら
理
解
で

き
る
唯
一
の
扉
を
、
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
「
竹
生
島
」
へ
参
拝
し
て
、
私
と
一
緒
に
本
当
の
心
が
癒
さ
れ
る
旅
の
扉
を
開

け
て
み
ま
し
ょ
う
。

天あ
ま
て
ら
す
お
お
み
か
み

照
大
神
は
男
性
？

『
秀ホ

ツ
マ
ツ
タ
ヱ

真
伝
』
の
み
が
伝
え
る
、

神
々
の
人
間
ド
ラ
マ

第２章

琵琶湖

滋賀県高島市今津町「日置」エリアから撮影した江州山千光寺へのレイライン（龍脈）滋賀県高島市今津町「日置」エリアから撮影した江州山千光寺へのレイライン（龍脈）

竹生島

伊吹山

54




